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はじめに 

 

2010 年度から年次報告書を本形式で作成し始めて 10 年目を迎える。年次報告書の作成

は、工学系研究科日本語教室内においては、授業・諸活動を振り返り、今後の課題を明確に

し、さらに充実した日本語教育の実施を目指すことを目的にしたものである。日本語教室の

教職員全員で振り返ることにより、来年度に向けて共通認識が持てる。また、教室外に向け

て、本教室のミッションに沿った適切な教育活動を実施し、成果を出していることの説明責

任を目的としている。工学系研究科、東京大学、そしてご支援をいただいている方に十分に

その教育活動やその成果、課題を説明し、その意義について伝えることが重要だと考える。 

 2019年度の活動としては、まず、日本語・文化教育において、次年度の「上級２」の設置

に向け、上級の 3コースを日本語能力別に 2レベルに分けてパイロットコースを実施した。

初級コースでは受講者数の増加に対応して 3 セクション設け、日本語教育の質保証の強化

に取り組んだ。次に、多文化・多言語教育において、今年度から国際センターと連携して

IL(International Lounge)を実施した。その結果、参加者が大幅に増加した。さらに、国際

化教育において、今年度初めてミュンヘン工科大学で体験活動を実施した。新たな教育方法

の試みとして、カリフォルニア工科大学日本語教室およびインド工科大学日本語教室の協

力を得て、COIL（Collaborative Online International Learning）型教育を実施した。オ

ンラインでの交流と訪問による直接交流の結果、自己文化と他の文化を相対的に

思考する異文化理解力を高め、異文化間コミュニケーション能力を向上させるこ

とに繋がった。 

図 1 工学系研究科日本語教室における教育内容 

 

最後になったが、機構長の浅見泰司教授、国際事業推進センターの古関潤一教授を

はじめ、平素より工学系研究科日本語教室へのご理解、ご支援を頂いている皆様に深

謝の意を表す。 

 

2020 年 3 月 

工学系研究科国際工学教育推進機構 国際事業推進センター 日本語教育部門 

古市由美子 



  

 

 

日本語教室担当を退任するにあたって 

 

 2018 年度より 2 年間にわたり、工学系研究科日本語教室の運

営に国際事業推進センター長として参加させていただきました。

このたび、国際工学教育推進機構内での改組に伴い、日本語教室

の担当を外れることになりましたので、退任のご挨拶を申し上げ

ます。 

 日本語教育は全くの専門外ですが、所属している専攻でこれま

でに多くの留学生を受け入れてきており、私自身の研究室にも常

に複数の留学生が在籍しています。これらの経験に基づいて、教

室に日本語教育をお願いする研究科・専攻側の立場から、あるいは指導教員としての目線で、

古市教授をはじめとする教室の教職員の皆様と、率直な意見交換をさせていただきました。

日本語教室外における留学生の状況を、少しでもお伝えできていれば幸いです。 

 オンラインコンテンツの活用などの新しい教育手法が開発・導入されつつある一方で、国

内外での就職環境の変化に伴って留学生の意識も著しく変化してきています。さらに、さま

ざまな国際情勢の変化の影響を受けて在籍数自体が大きく変動することもあります。この

ような環境下で、これまでと同じレベル、あるいはそれ以上の日本語教育を着実に提供して

いくために、非常勤講師も含む教室の皆様が最前線で奮闘されていることを、私なりに理解

することができました。特に、2018 年 8 月に開催された研究科主催の日本語教育シンポジ

ウムは、海外も含む全体像を知るうえで、私にとって貴重な機会となりました。 

 今後も、研究科内外の他の日本語教育部門との連携や、海外との協働、多様化する短期プ

ログラムへの対応などで、既存の枠組みの活用・修正だけでなく、新たな体制の構築が必要

となるケースも増えてくるものと予想されます。日本語教室の益々の発展を確信するとと

もに、皆様のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。 

 

古関 潤一 

国際事業推進センター長 

社会基盤学専攻 教授 
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第 1 章 日本語教室の概要  

 
1.1 運営と目的 

工学系研究科日本語教室は1981年に設置され、

2011年度からは工学系研究科国際工学教育推進機構

国際事業推進センター下に配置された。現在、国際事

業推進センター長、古関潤一教授の下で日本語と日

本文化の教育実践を行っている。日本語科目は、2015

年度に工学部・工学系研究科の教育問題検討会で審

議、承認されて以来、単位付与の科目として実施され

ている。  

日本語教室は、留学生・研究員を取り巻く環境づく

りの一環として、円滑な研究生活および日常生活の

実現のための日本語教育・日本文化事情教育を提供

することを目標としている。 

また、近年、日本語教育の分野は、国際化教育の観点から留学生と日本人学生の両方を対

象とした多文化理解教育、すなわち、国際感覚を鍛え、世界の多様な人々と共に生きるため

の力を育成する教育へと領域を拡大しつつある。当日本語教室でも、留学生が様々な背景を

持つ他者と国籍、専攻を超えて関係を構築し、多文化理解を深めることを目標とするのに加

え、本教室で日本語を学ぶ場が留学生の居場所になるだけでなく、留学生が持つ文化を日本

人学生などに発信する場になることも目指している。例えば、2018年度に実施した「国際

交流合宿」1は、留学生と日本人学生の双方の交流の場を設ける一環として行われたもので

ある。 

以下の5つは、本日本語教室が目指す具体的な目標である。               

１ 留学生・研究員などに対する研究・生活支援としての日本語教育 

２ 留学生・研究員などに対する日本文化事情教育   

３ 留学生・日本人の交流および多言語・多文化支援   

４ 国際化推進の一環として、日本人学生の国際化教育 

５ 工学系に特化した専門日本語教育の実践研究と教材開発 

                           
1. To provide Japanese language education to support academic life and life in Japan 

of international students and researchers. 

2.  To provide Japanese cultural education to international students and researchers. 

3.  To promote and develop friendship and understanding amongst multi-lingual and 

multi-cultural group of people.   
                                                  
1 「国際交流合宿」は、2019 年度も開催を予定していたが、事情により中止した。 

図 1 日本語教室の目的 
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4.  To broaden Japanese students’ knowledge and understanding of other cultures as a 

part of internationalization. 

5.  To conduct research on Japanese language education especially for science and 

engineering area, and to develop new learning materials. 

 

1.2 受講対象者および教職員 

当日本語教室の対象者は、工学系研究科、情報理工学系研究科および新領域創成科学研究

科の修士、博士、交換留学生（学部、大学院）、研究生、研究員、インターンシップ生とそ

の配偶者である。2014 年度から全学交換留学生（USTEP）の受け入れを開始、また、他研

究科の修士、博士、交換留学生、研究生も受け入れている。 

日本語教室の教職員は、今年度より特任助教の金瑜眞が加わり、2019年度は教授1名、特

任准教授1名、特任助教2名、非常勤講師13名である（各職位の氏名は下記の通り）。 

教授：古市由美子  

特任准教授：岩田夏穂 

特任助教：岡葉子、金瑜眞 

非常勤講師：猪狩美保・臼井直也・内田あゆみ・片岡さゆり・栗田奈美・小山詩織

（2019年9月から）・米谷章子・鈴木恵理（2019年9月から）・藤井明

子・中村亜美（2019年8月まで）・ハワード文江・宮瀬真理・山口真紀 

職員：早坂美和子・山畑めぐみ 
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1.3  学内日本語教育関連組織との連携 

1.3.1 東京大学内の日本語教育プログラム 

東京大学には 3 つのキャンパスで多様な日本語教育プログラムが開講されている（図 2

参照）。 

本郷キャンパスでは、日本語教育センター、工学系研究科・工学部、人文社会系研究科・

文学部、薬学系研究科・薬学部で日本語教育プログラムが開講されている。日本語教育セン

ターは、所属を問わず、全留学生、研究者、配偶者の日本語教育を担当している。工学系研

究科・工学部、人文社会学系研究科・文学部日本語教室は、所属留学生、研究者、配偶者を

主な対象者とし、全留学生を定員の範囲内で受け入れている。薬学研究科・薬学部は所属の

留学生、研究者、配偶者の日本語教育を担当している。 

工学系研究科内には、当教室のほかに、4 つの専攻日本語教室がある。当日本語教室は工

学系研究科及び情報理工学系研究科、および新領域創成科学研究科の留学生、研究生、研究

員、USTEP(全学交換留学生)、配偶者などを対象にしているのに対し、専攻日本語教室は

専攻の留学生が主な対象である。専攻日本語教室は、設立年度順に社会基盤学日本語教室

（1982 年）、都市工学日本語教室（1987 年）、システム創成系日本語教室（1989 年）、

IME 大学院特別コース（2001 年）の 4 つで、各々が独立し、日本語教育を行っている。 

駒場 Iキャンパスでは、①PEAK（専門を主に英語で学ぶ正規課程プログラム）、②

KOMSTEP （総合文化研究科・教養学部交換留学）と USTEP(全学交換留学)、③前期課程日

本語（専門を主に日本語で学ぶ正規課程生の基礎（外国語科目）、④補講（単位取得ので

きないコース）の日本語科目が提供されており、駒場Ⅱキャンパスでは、「駒場リサーチ

キャンパス日本語教室」で日本語コースを開講している。 

柏キャンパスでは、新領域創成科学研究科国際交流室日本語教室で日本語プログラム

が提供されている。 

図 2 東京大学の日本語教育の概要（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/jle/ja/index.html） 
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1.3.2 東京大学内および工学系研究科内日本語教室との連携 

今年度は日本語教育連携企画室主催の日本語教員連絡会が年 4 回開催された。この連絡

会では、本郷キャンパス内の日本語教室および留学生支援室所属の教員が各日本語教育組

織の活動状況と課題を共有し、その解決に向けた提案について議論した。  

2020 年 3 月 6 日に第 19 回工学系研究科日本語教室年次報告会を予定していたが、新型

コロナウイルスの影響により中止となった。そのため、当教室及び４つの専攻日本語教室は、

カリキュラム、活動内容、課題などについての報告書を作成し、メールで情報共有を図った。

2016 年度から都市工学日本語教室、システム創成系日本語教室が STAR を共有することに

よって、3 教室のレベルが統一され、定員内であれば他専攻の学生も受け入れることができ

るようになった。また、システム創成系日本語教室と初級テキストを同一にすることによっ

て、教室間の学生移動が容易になった。今後も年次報告会などで議論を重ね、教室間の交流

と連携を強化していきたい。 
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1.4 年間スケジュール 

2019 年度の日本語教室のスケジュールは、以下の通りである。 

[2019 年] 

4 月    新入生オリエンテーション（工学系・情報理工学系研究科） 

     S1S2 学期授業開始（4 月 5 日-7 月 26 日） 

    授業ボランティア受け入れ 

    華道ワークショップ（一葉式） 

5 月   インドさくらサイエンスプログラム日本語講義・日本文化体験の実施 

6 月   Amgen Scholar Program 日本語講義・日本文化体験の実施 

     相撲部屋との交流（尾車部屋） 

    インドさくらサイエンスプログラム日本語講義・日本文化体験の実施 

    S2 入門コース開始（6 月 7 日-7 月 25 日） 

     浴衣ワークショップ 

 UTRIP（University of Tokyo Research Internship Program）日本語講義・日本

文化体験の実施 

    GSP(UTokyo Global Summer Program)日本語講義の実施 

7 月   茶道体験 

     工学系・情報理工学系新規留学生のための合同ガイダンス（留学生チーム主催） 

    工学系サマープログラム：日本語講義・日本文化体験の実施 

     トルコ世界展開力強化事業：日本語講義・日本文化体験の実施 

     アンカラ大学教授 アイシェヌール・テキメン氏来訪 

    S1S2 授業終了 

     カリフォルニア工科大学（Caltech）専任教員 平井律子氏 来訪 

    Caltech と東大学生の交流会実施 

8 月   工学系研究科日本語教室教師 

    2019 年度 A1A2 学期時間割・概要を HP に掲載、登録開始 

    「2nd International Symposium on Language Learning and Global Competence」 

    に参加（スウェーデン） 

9 月    A1A2 学期授業開始（9 月 24 日-1 月 16 日） 

  ミュンヘン工科大学体験活動プログラム（9 月 11 日-18 日） 

「IV. Japon Dili ve Eğitimi Uluslararası Sempozyumu - JADEUS 2019」に参

加（トルコ） 

10 月  新入生オリエンテーション（工学系・情報理工学系研究科） 

       体験活動授業ボランティア受け入れ 

    生け花ワークショップ（一葉式） 

11 月  茶道体験 
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  着物体験 

   A2 入門コース開始（11 月 19 日-1 月 16 日） 

  カリフォルニア工科大学（Caltech）訪問 

12 月   こけしワークショップ（鳴子こけし） 

     インドさくらサイエンスプログラム日本語講義・日本文化体験の実施 

     冬休み（12 月 28 日-1 月 5 日） 

 

[2020 年] 

1 月 日本文化体験（お汁粉） 

 A1A2 授業終了 

        工学系研究科日本語教室教師会 

2 月 カリフォルニア工科大学 COIL 型教育の実施（2 月 4 日-2 月 9 日） 

 インド工科大学体験活動プログラム(2 月 24 日‐3 月 3 日) 

 冬季日本語特別日本語集中講義（2 月 3 日‐21 日） 

3 月     2020 年度 S1S2 時間割・概要を HP に掲載、登録開始（STAR システム開始） 
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第２章 日本語教育の実践と運営 
 

2.1 概要 

日本語科目は、留学生を対象（「多文化理解プロジェクト」のみ日本人学生も履修可）、

としており、2015年度に単位化されて以来、原則1コマ2単位が付与されている。 

レベルは、初級から上級まで6レベルに分かれており、総合、会話、聴解、読解、文章と

その他のコース（専門語彙・漢字、多文化理解プロジェクト、日本組織事情）がある。 

開講日程は、工学系研究科と同様で、4月からS1S2（14週間）、9月からA1A2（14週間）

としている。各学期の時間割、概要、シラバスは、当日本語教室のホームページに掲載され

ている（http://www.jlcse.t.u-tokyo.ac.jp/）。この他に、サマープログラム、冬季日本語特別

集中講座を実施している。 

授業は1コマ105分で、1限目8時30分～10時15分、2限目10時25分～12時10分、3限目13

時～14時45分、4限目14時55分～16時40分である。 

日本語教室のオフィスは工学部8号館1階128B号室、非常勤講師室は2階88S室である。

当教室は、8号館第一講義室（123号室）に加え、2階88M室、88L室で授業を行ってい

る。また、324室（B,C）、701室、722室を借用している。さらに、第一会議室（132号

室）、第二会議室（130号室）も、必要に応じて教室として使用しているが、学期を通し

て使用できないという制限がある。 

表 1 工学系日本語教室 レベル別コース 

（ ）内はコマ数   ＊入門はS2/A2に開講 

 

2.2 コースデザインの特長   

 本日本語教室では、多様な初級コースを提供している。また、工学系および情報理工学系

の大学院生が主な対象者であることを踏まえ、中上級レベルでは、工学系に特化した日本語

教育を実施している。さらに、専門分野の講義・実験と並行して、日本語科目が選択できる

ｽｷﾙ 

ﾚﾍﾞﾙ 

総合 聴解 会話 読解 文章 その他 

 レギュラー インテンシブ      

初級Ⅰ 

    

初級 1（3） ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ

初級Ⅰ

（5） 

＊入門 

(3） 

     

初級 2（2）       

初級Ⅱ 

 

初級 3（2） ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ

初級Ⅱ

（4） 

      

初級 4（2）       

中級 1 総合(2）  聴解

(1) 

会話

(1) 

専門読解

(1) 

文章

(1) 

 

中級 2 総合(1)  聴解

(1) 

会話

(1) 

読解 

(1) 

文章

(1) 

専門語彙・ 

漢字(1) 

中級 3 総合(1)  聴解

(1) 

会話

(1) 

専門読解

(1) 

文章

(1) 

多文化理解 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(1) 

上級 総合(1)  聴解

(1) 

会話

(1) 

読解 

(1) 

文章

(1) 

日本組織事情 

(1) 
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ように、コース選択のバリエーションや時間割設定上で工夫をしている。以下に、日本語科

目のコースデザインの特長をまとめた。 

（1）バリエーション豊かな初級日本語コース 

 工学系研究科では、研究活動に用いる言語は主に英語であるが、日本社会での生活には、

やはり基礎的な日本語の運用力が必要となる。そこで、さまざまな留学生のニーズに合わせ

た多様な初級日本語コースを提供している。日本語未習学者を対象とするコースは次の通

りである。 

・レギュラーコース    ：週 2 回 全 2 コマ（初級１は全 3 コマ） 

・インテンシブ初級Ⅰコース：週 3 回 全 5 コマの集中コース 

・入門コース       ：S2/A2 から開始する週 2 回 全 3 コマ 

 

レギュラーコースは、初級１、２、３、４に分かれており、修士・博士の学生が専門科目

との両立を目指しながら日本語を習得するコースである。インテンシブコースは、集中的か

つ効率的に基礎的な日本語を習得するコースで、インテンシブ初級Ⅰはレギュラーコース

の初級１と２の内容、インテンシブ初級Ⅱは、レギュラーコースの初級３と４の内容を

S1S2／A1A2 で修了する。入門コースは S2 および A2 に開講され、基礎的な日本語の口頭

表現に焦点を絞って習得するコースである。このように、学習時間数、開講日にバリエー

ションを設け、多様なニーズを持つ留学生が学習目的や学習状況によって日本語を学べる

よう工夫している。 

 

（2）スキル別の中級・上級日本語コース 

中級 1～3 および上級レベルは、総合、聴解、会話、読解、文章のコースを 1 コマずつ設

け、スキル別に日本語が学べるコースデザインにしている。スキル別にすることにより、多

忙な留学生が実験や専門授業の合間に伸ばしたいスキルのコースを選択的に受講すること

ができるようになっている。上級レベルについては、以前より課題として指摘されていた中

級 3 を修了した学生と新規に上級レベルと判断された学生とのレベル差に対応するために、

2020 年度 S1S2 に上級 2 を新設1し、これまでの上級は上級 1 とする予定である。 

 

（3）工学系に特化した専門日本語教育 

 当日本語教室は、工学系研究科、情報理工学系研究科および新領域創成科学研究科の

学生などを対象としていることから、生活で使われる日本語だけでなく、研究室でよく用

いられる専門的な語彙や表現の指導も行っている。そのコースの一つである「中級 1 専門

読解」コースでは、科学技術に関連した文章を教材とし、語彙、文型、表現の習得を目指し

ている。「中級 2 専門語彙・漢字」では、コーパス研究チームで調査・研究した結果をもと

                                                  
1 2020 年度は、総合、会話、文章コースを実施する予定である。その準備として，2019A1A2 では、こ

の 3 コースの 2 セクションにレベル差をつけて実施した． 
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に、専門語彙、漢字教育を行っている。「中級 3 専門読解」では、東京大学工学部の広報誌

『Ttime!』の記事をもとに作成した東京大学の研究に関する文章を読み、工学系分野に関す

る語彙力、読解力の育成を目指している。このように、当日本語教室で工学系に特化したオ

リジナル教材を作成し、日本語教育を実施している。 

 

（4）多文化理解教育 

 中級 3 レベル以上を対象とする「多文化理解プロジェクト」では、多様な背景を持つ留学

生がそれぞれの文化などを発信する「多文化理解ワークショップ」を日本の小学校・中学校

で実施することで、地域社会への多文化理解に貢献している。この多文化理解プロジェクト

は、学部・大学院の共通科目として開講され、留学生だけでなく日本人学生も履修し、単位

が取得できる。 

 

（5）就職支援 

 「日本組織事情」は、日本で就職を希望する留学生を対象とし、ビジネスマナーや就職

活動のための知識や実践力を養うものである。優秀な外国人人材が日本の産業界などで活

躍できる道が広がることが期待できる。日本企業のグローバル化や経済の活性化など社会

的な波及効果が見込まれる。 

 

2.3  コースの履修プロセス 

コースの履修登録のプロセスは、次の通りであ

る（図1参照）。開講1か月前に日本語教室のHPに

時間割・概要・シラバスを掲載し、各専攻事務室

に周知した後、STAR 

(Student Tools for Access and Review)システム

を通したオンラインコース登録を開始する。 

日本語教室で運営するコース履修を希望する学

生は、レベル判定のためのプレイスメントテスト

を受ける。まず、「Can Do Statements（巻末資

料参照）」に基づいて作成した日本語レベルを自

己評価し、そのレベルに基づき、スキル別（文

法、読解、聴解、作文）のテストを受ける。その

判定結果に応じて表示される履修可能なコースか

ら希望科目を選び、登録する。 

このように、オンライン上で登録が可能なた

め、渡日前に日本語コースを決定することができる。 

各コースの第1週目はオリエンテーション・ウィーク

【履修登録】 
①学生：STAR アカウント作成 
②レベル判定（プレイスメントテスト） 
  ・日本語レベルの自己評価 
  ・日本語スキル別テスト 
③コース選択・登録 

【開講期間】 
日本語教育：オリエンテーション 

講義および中間・期末試験 

文化体験イベント、国際交流活動 

【開講期間終了後】 

修了証発行（単位不要の希望者） 

チュートリアル 

短期集中日本語コース 

図 1 コース履修のプロセス 
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である。教師はオリエンテーション・ガイドに沿ってコースのレベルや内容、スケジュー

ルの説明を行う。その一方で、履修登録をした留学生がそのコースのレベルに合っている

かどうかを確認し、レベル変更を希望する留学生に対応する。 

開講期間中には、日本語の講義の実施以外に、文化体験として、生け花や茶道体験、着

付け体験などの文化的なイベントの企画と実践、シニアボランティアとの自由会話を行う

ビジターセッションやInternational Lounge （IL）、日本人学生の授業ボランティアの実

施など、日本人と留学生の交流支援を行う。 

   開講期間終了後、単位を必要とせず、規定の要件を満たした学生には、希望に応じて修了

証を発行する。 

 

2.4  日本語教育コースのシラバスおよび報告 

 本節では、今年度に実施した各コースの実践とシラバスおよびチュートリアル2について

報告する。 
                                                  
2日本語教室では、2015 年度より、週に 1 回（一人 45 分）「チュートリアルセッション」の時間を設け、

研究計画書やエントリーシートの添削など、授業では対応できない個々のニーズに合わせた日本語学習支

援を行っている。2020 年度はこれまでの利用状況を鑑み、実施しない予定である。 
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入門 

  

報告者：金 瑜眞・岡 葉子 

                                   

                                   

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法   

 このコースは、日本語ゼロ初級の学習者、特に、新学期開始以降に来日した学習者や、

スケジュール及び日本語レベルや進度の関係で初級１コースの履修が難しい学習者を対

象に、日常生活において必要な表現・語彙を教えることを目的としている。6 月 7 日に開

講し、週 3 コマ、7 週間の授業を行った。教科書は『はかせ１』（スリーエーネットワー

ク）を用い、授業は主に 1) 新出語彙の導入、2) 文型の導入、3) ペアーワークやインフ

ォーメーションギャップなどによる応用練習の流れで行った。 

 

1-2.授業の内容 

  7 週間という短い授業期間のため、『はかせ１』の L1～9 及び L11～14 を扱った。教科

書のトピックに沿って授業を進め、挨拶、数字、時刻、動詞、形容詞などを学び、その定

着をはかった。使用教科書はローマ字が併記されているものであったが、文字において、

カタカナとひらがなの導入を行い、読み書きができるように指導した。導入が終わった時

点で、それぞれカタカナとひらがなのクイズを実施し、定着を図った。 

 

２.その他 

本コースでは、上記のカタカナ・ひらがなクイズに加え、中間試験、期末試験、語彙ク

イズ、課題、期末口頭発表も評価に入れた。語彙クイズは復習型で各課終了後に実施した。

課題は学期を通して 5 回、宿題としてプリントを配布した。短期滞在の学習者が文字に

親しみを持てるよう、メニューなどからカタカナのことばをさがす「カタカナハンティン

グ」や習った表現を使用した「日記」などを課題とした。期末口頭発表では日本での旅行、

自分の国や食べ物などについて発表した。 

 

３.まとめ・今後の課題 

学習者たちは熱心に学習し、4 名が修了することができた。初回の授業参加者が 9 名

で、その後期末テスト直前に帰国・欠席した学生が 2 名いた。人数が少なかったがその分

学生同士の交流が進み、休憩時間や授業後に仲良く歓談する様子がよく見られた。課題と

しては、7 週間という短期間で、文型と文字の導入を行うため、昨年度に引き続きスケジ

ュールが過密であることが指摘できる。今学期は、1 回の課題の量を調整する代わりに回

数を 4 回から 5 回に増やしたが、今後も試行錯誤していきたい。 
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インテンシブ初級ⅠAM 

 

報告者：岩田 夏穂, 金 瑜眞, ハワード 文江 

1. 授業の方法と内容  

1.1 授業の方法 

 本コースは、来日後、はじめて日本語を学ぶ学習者を対象とした初級レベルのインテンシ

ブコースである。授業は週 3回行われ、月曜日 1・2限の 2コマ、水曜日 1・2限の 2コマ、

金曜日 1限の 1コマの週 5コマであった。教科書は、スリーエーネットワーク社の「日本語

初級１大地」を使用した。コースの学習目標として、コースの初級前半(L1-22)の文型およ

び語彙を学習することで、総合的な日本語の運用力を身につけることを目標としている。文

字については、ひらがな・カタカナを含め、日本語能力試験 N5 相当の 漢字を 110 字習得す

ることを目標として、アスク出版の「にほんごチャレンジかんじ N4-5」を使用して指導を

行った。 

 

1.2 授業の内容 

本コースにおける内容および進度は、概ね次の通りである。2 コマずつある月曜日と水曜

日の授業において、一つの課を終わらせるように進め、金曜日は月曜日と水曜日に学習した

課の応用練習を行った。また、月曜日と水曜日においては、毎課のはじめに語彙クイズを実

施し、その後、文型の導入、パタンプラクティス、教科書の問題やタスクを使用した会話練

習などを行った。なお、各課の終了後は、文法クイズと聴解練習を行い、学習した内容につ

いて確認を行った。 

 

2. その他  

授業のほかに、学期の中間と学期末において、口頭発表を実施した。口頭発表の目的は、

これまで学習した文型を使い口頭表現能力の練習を行うことと、インプットが多い授業の

中でアウトプットを行うことで、学習者が自分の能力をモニターする機会を提供するため

である。口頭発表は、2 分間のプレゼンテーションを行った後、1 分間の質疑応答を行った。

学習者には、発表の前にスクリプトを作成・提出させ、担当教員が文法や構成をチェックし、

発音や発表に使用するパワーポイントのスライドについても、チェックを行った。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 本コースを履修した学習者は、クイズや課題にまじめに取り組み、学期末の口頭発表や試

験においても、良い評価を受けた学生が多かった。一方、学期の開始時には約 14 名が受講

していたが、学期末の時点では、9名が修了者となった。インテンシブ初級Ⅰは、学習項目

が多く、負担を感じた学習者が多かったと考えられるため、今後は、オリエンテーション時

に、学習項目が多いことを受講前に再度確認してもらう必要があると考えられる。 
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初級１ 

 

報告者：A クラス 臼井直也・内田あゆみ・岡葉子 

B クラス 金瑜眞・古市由美子・猪狩美保 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

 本コースでは、『大地１』（スリーエーネットワーク）の前半（L1～L12）を扱い、初級

前半の文法項目の定着ならびに「読む、書く、聞く、話す」の４技能をバランスよく伸ば

すことを目指した。授業は、月・木・金の 1 限（105 分）に行い、2 日で 1 課進んだ後、

復習の日を適宜設けた。文字については、ひらがなとカタカナを導入した後、漢字教材と

して『にほんごチャレンジ N4-5 かんじ』（アスク）を使用し、L5 までの 50 字を導入した。 

 

1-2.授業の内容 

  各課の初めに語彙クイズを実施し、その課の文型の導入、基本練習を行った。文型の練

習が終わると、課の初めにある会話や「使いましょう」の応用練習を実施し、さらなる定

着を図った。並行して、文字の導入、練習、確認クイズを実施した。復習の日には、『文

法まとめリスニング』や『大地基礎問題集』から適宜問題を抜粋して使用した。 

  学期半ばには、課題の一環として日本人ならびに留学生に対するインタビューを課し、

タスクシートにまとめたものをクラスで発表した。さらに、学期末には総復習として PPT

を使用した期末口頭発表を実施した。 

 

２.その他 

  今年度も初級レベルの学生の増加を受け、A,B の 2 クラス編成で授業を行った。両クラ

スの学習内容、レベルは同一で、国籍や専攻の偏りがないように配慮した。 

 

３.まとめ・今後の課題 

＜Aクラス＞ 

 総じて真面目で静かな学生が多かったが、授業内の会話タスク等には積極的に取り組

み楽しそうに発話する姿が見られた。文法クイズや漢字クイズなどもよく準備してきて

おり、期末口頭発表も聞きごたえのあるものが多かった。最終的に 12 名が修了した。 

＜Bクラス＞ 

 全体的に真面目で積極的に授業に取り組む学生が多く、学期末の時点で 16 名が修了し

た。一方、授業が進むにつれ、クラス内でレベル差が開き、授業の進度についてくること

が困難な学習者も見られた。今後は、復習のための追加課題を与えるなど、レベル差を解

消するための工夫を行っていきたい。 

20



21



22



初級 2 

 

報告者：A クラス 金 瑜眞、中村 亜美 

 B クラス 栗田 奈美、藤井 明子 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

 本コースは週 2 回（1 コマ 105 分）のコースで、『大地１』（スリーエーネットワーク）

の後半（L13～L22）を 1課 2コマのペースで扱い、既習文法を確認しつつ、新しい文法項

目の定着ならびに運用力の向上を目指した。並行して、漢字学習として N5 レベルの漢字

（後半）60 字を導入した。 

 

1-2.授業の内容 

  各課の初めに語彙クイズを実施し、2コマを使ってその課の文型の導入、基本・応用練

習、確認を行った。また、動詞の活用等については、文法クイズを実施し、定着を図った。

授業内ではコミュニケーション力の向上に力を入れ、読解、作文については課題を出し、

学習を促した。並行して、漢字の導入、練習、確認クイズを実施した。 

  学期半ばには、作文の課題を基に口頭発表会を行った。学期末には、当該コースで学ん

だ文型を盛り込み、それぞれのテーマで準備したスクリプトを基に、PPT を使用した期末

口頭発表を実施した。 

 

２.その他（特記事項） 

  初級 2レベルは学生数が多かったため、A,B の 2 クラス編成で授業を行った。なお、両

クラスの学習内容、レベルは同一である。 

 

３.まとめ・今後の課題 

＜Aクラス＞ 

全体的に、クイズや課題にまじめに取り組み、学期末の口頭発表や試験においても、良い

評価を受けた学生が多かった。一方、授業の回数が週 2回ということもあり、文法項目の

定着を中心に進めたため、リスニングや会話の練習が十分ではなかった部分は課題であ

る。今後は、副教材などを活用し、リスニングや会話の練習も積極的に取り入れたい。 

 

＜B クラス＞ 

 専門の研究と両立させながら、自分のペースで日本語学習に取り組んでいる学生が多

く、授業態度も良好であった。授業に出席していた学生の大半が修了できた点も評価でき

る。今学期は中国語圏の学生の割合が比較的高かったが、その中には文字に頼りすぎたり

発音に母語の影響が見られたりする学生もいた。今後は発音指導を始め、円滑な日本語運

用力が身につけられる授業を心掛けたい。 

23



24



25



26



インテンシブ初級ⅡAM 

 

報告者：片岡さゆり・ハワード文江 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

本コースは週 2回各 2コマの集中コースで、『大地 2』（スリーエーネットワーク）を主教

材とし、2コマ 1課のペースで授業を行った。初級後半の文型、語彙表現を習得するととも

に、小会話、聴解、読解、作文などの教室活動を積極的に行い、総合的な日本語能力の向

上を目指した。また漢字学習としては『日本語チャレンジ N4-5 かんじ』（アスク）を使用

し、既習漢字と関連付けながら日本語能力試験 N4 レベル漢字を学習した。小テストに加え、

適宜 復習および復習クイズを行い定着を図った。 

【授業の内容】 

 各課のはじめに語彙クイズを行った後、文型を導入し、運用練習を行った。学生間、また

はボランティア学生とのペアワークによる学習活動を重視した。課題では、「日本へ来てで

きるようになったこと、できなくなったこと」、「国の有名な建物」など 4 つのテーマにつ

いて作文練習を行った。 

 漢字の学習は各課 10 個の漢字を導入、翌週にクイズを行い、５課毎に復習と応用練習を

行った。 

 

2. その他  

 期末口頭発表への準備として、課題１または課題２を発表する中間口頭発表を行った。

短い発表であったが、基本的な手順を知り、発表に慣れるよい機会となった。期末口頭発

表では、「小学生が携帯電話を持つこと」、「高校生がアルバイトすること」などについて自

分の意見を述べる活動を行った。原稿完成から発表練習まで段階的に進め、総合的な学習

のまとめとした。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 学生同士が協力して熱心に学習に取り組んでいた。ボランティア学生との会話練習の機

会はアンケート結果でも役に立ったという意見が多かったので今後も続けていきたい。 

進度が速く各回の学習項目が多いため、応用練習に充てられる時間が限られる。定期試

験の結果では、聴解問題を難解とする学生が多く見られるため、授業内で聴解練習の時間

が十分にとれるようにしていきたい。 

漢字の学習は主教材『大地 2』と漢字学習教材『日本語チャレンジ N4-5 かんじ』との関

連が無いため、学生には 毎回授業準備として主教材の新出単語と漢字学習教材での新出漢

字語彙の学習が必要になり、負担が増えている。主教材と漢字教材は関連があった方がよ

いと思われるが、コースの漢字学習の位置付けについて更に検討が必要である。 
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初級３ 

 

報告者：米谷章子・片岡さゆり 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

本コースは週 2回（1コマ 105 分）展開のコースで、『大地２』（スリーエーネットワーク）

を主要教材として使用、前半の L23～L32 を扱った。漢字学習としては、N4 レベルの単漢字

100 字とその対象漢字を含む語彙学習を行った。語彙、文法項目、様々な言語表現や各課の

トピックに関する背景知識を習得しながら、小会話、聴解、読解、作文練習などの教室活動

を通し、総合的な日本語能力の向上を図った。 

 授業は、１）漢字クイズ・語彙クイズ・文法クイズの実施、２）漢字導入と練習、３）文

型の導入・練習、４）応用練習・会話練習、５）聴解・モデル会話の練習、６）読解・作文、

の順で実施した。 

【授業の内容】 

 各課の「国の四季」、「10 年後の自分」、「健康のためにしていること」、「地震」、「就職」

などのトピックを題材に発展練習を行い、受講者間の交流を促進しながら表現の定着と共

に、日本や各国の異文化理解を深めた。 

 期末口頭発表では、「日本に留学した理由」、「日本で経験したこと」などのテーマで発表

を行った。原稿作成、PPT 作成、口頭練習のプロセスを通じてより良い発表を目指した。

発表会ではどの受講者も落ち着いた態度で臨み、体験について自分の言葉で発表すること

ができた。聴く側も内容に深く関心を寄せ、活発な質疑応答が行われた。このような総合的

な活動は、受講者にとって大きな達成感を得る機会であると考えられる。 

 

2. その他  

 文法クイズでは活用形の確認のみに留まらず、場面を提示した発展問題も加え、運用能力

の定着を目指した。また、週１回日本語ボランティア 1 名に参加してもらい、主に会話練習

のパートナーとして活動をお願いした。学内では日本語を使う機会が少ないためか、日本語

話者との会話練習は非常に好評であった。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 約 13 名の受講者が継続的に出席し、全ての学生が熱心に取り組んでいた。全体的に明る

く、よい雰囲気であったが、後半にかけて出席者が減少してしまった。特に、成績優秀であ

るにもかかわらず、出席率不足で未修了となり、初級３を複数回リピートしている受講者が

数名存在することは非常に残念である。今後もそのような受講者の出席率改善を図るため、

定期的に修了条件の出席率について注意喚起をするなど努力を続けたい。 
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初級４ 

 

報告者：岩田夏穂・猪狩美保 

１.授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 『大地２』（スリーエーネットワーク）を主要教材として使用し、L33～42 の初級後半

部分を授業範囲とした。文法項目と様々な言語表現やその背景知識を習得しながら、聴解、

読解、作文練習などの教室活動を通し、総合的な日本語能力の向上を目指した。また、『に

ほんごチャレンジ』（アスク）を用いて、N4 相当の単漢字 100 字と対象漢字を含む語彙学

習も行った。授業は、１）語彙クイズ、２）モデル会話の聞き取り、３）文型の導入・練

習、４）応用練習・会話練習、５）聴解、６）読解・作文、７）漢字クイズ、導入と書き

順の確認 という流れで実施した。 

 

【授業の内容】 

  授業では、まずモデル会話を聞かせ、ペア・グループで情報を共有してから、再度スク

リプトを見ながら聞き、新しく学ぶ文型と語彙を確認した。文型、語彙の定着だけでなく、

応用練習、聴解、読解・作文の活動も、なるべくピア活動を通して行うようにした。それ

と並行して文法クイズを実施し、受身形、使役形、尊敬動詞、謙譲動詞などの定着を図っ

た。また、授業では十分に時間が取れない書く力の育成では、随時作文課題を課し、総合

的な運用能力の向上を目指した。   

 

２.その他 

  学期末口頭発表は、前学期の内容を踏襲し、授業で扱ったディベート活動を基に聞き手

に主張を伝え、説得するプレゼンテーションを行った。複数の根拠を示し、予想される聞

き手の反論も考慮に入れながら主張することが求められる課題であったが、みなしっか

りと準備をし、質疑応答時には活発な意見交換が見られた。 

 

３.まとめ・今後の課題 

受講生はいずれもまじめに活動に取り組み、クラス全体の雰囲気はよかったものの、前

半に継続して参加していた 16 名の受講者が最終的に 7 名(修了者は 5 名)に減少してしま

い、残念であった。ゼミとの兼ね合いや研究出張等で出席が次第に難しくなっていったこ

とが主な原因と思われるが、学生ボランティアが、都合で後半に参加できなくなってしま

ったことも、受講者の動機付けに影響した可能性がある。日本人学生と受講生の関係構築

の機会を確保し、日本語学習の動機付けを促進することが課題としてある。 
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中級 1 総合  

 

報告者：Aクラス 栗田奈美・藤井明子 

B クラス 岡葉子・宮瀬真理 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『中級へ行こう』（スリーエーネットワーク）を使用し、初級が終わった学生を対象に、

聞く・読む・話す・書くの四技能を総合的に伸ばすことを目的とした。2コマで 1課進むペ

ースで、教科書全 10 課および本文に付随する語彙と漢字を学習した。 

まず、とびらのページの「話しましょう」を使ってグループで話しあい、本文 CD を視聴

することでテーマへの意識づけを行った。その後、文型・表現や語彙を導入・練習し、本

文精読を行った。その後、聴解タスクシートを用いたディクテーション練習により、聴解

能力向上を図った。最後に、その課で習った漢字を扱い、次週漢字語彙クイズを実施した。 

【授業の内容】 

 教科書本文のテーマは、「日本のイメージ」「あいづち」のような日本の社会や文化、「地

震」「睡眠」のような自然科学的な題材、「最近のこども」「リサイクルとフリーマーケット」

のような社会・環境問題を扱ったものであった。授業では、学生の母国の状況との比較や、

自らの経験などについて発話する機会を設けた。 

 

2. その他 

 課のテーマと関連付けた 300 字前後の作文課題を 3 回ほど課し、作文発表会も 1 回行っ

た。期末口頭発表は、日本語で行ったインタビュー調査の発表とし、テーマ設定から質問

項目作成、インタビュー実施の会話練習などを数回に分けて指導した。 

 

3. まとめ・今後の課題  

＜Aクラス＞ 

 12 名が修了したが、クラス内で日本語能力・モチベーションの差がみられ、努力の結果、

中級前半レベルにふさわしい日本語力を獲得した学生と、日本語能力が伸び悩んだ学生に

分かれてしまった感があった。また、教室内での練習で書くことが優先してしまい、口頭

練習をおろそかにしてしまう学生がいたので、今後は口頭練習が重要だということを学期

当初から徹底していきたい。 

＜Bクラス＞ 

 総じて日本語能力が高く、授業内でのタスクの取り組みも早く的確で、クラス内での話

し合いも盛り上がった。最終的に 8 名修了したが、期末口頭発表ではジェンダーやアイデ

ンティティを扱ったものなど、高度な内容の発表も多く、日本語学習に対する熱意が感じ

られた。 
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中級１ 聴解  

 

報告者：山口真紀 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『日本語生中継・初中級編』（スリーエーネットワーク）を使用し、授業を行った。授業

は、1 コマで 1 課を扱う形で進めた。ウォーミングアップとしてシャドーイング（『シャド

ーイング日本語を話そう！初級級編』くろしお出版）を授業の最初の活動として取り入れた。

具体的な授業の流れは、シャドーイング→語彙クイズ→課のトピックについての話し合い

→聞き取り練習→表現の確認→会話の順番で行った。 

【授業の内容】 

 授業では、日常会話を取り上げ、主にスピーチレベルのシフトと話し言葉表現に特化した

聞き取り練習を行った。今学期の学生たちは、初級の基本的な文法は十分に習得していたが、

敬語、縮約形、話し言葉表現を苦手としていた。この点を強化する目的で、文法、語彙の解

説を丁寧に行った。また、この教科書は、トピックごとに多くの語彙が提出されるため、語

彙は事前に学習しておいてもらい、クイズで確認する形を取った。質問は授業内で随時受け

付け、疑問はその場で解決するようにした。敬語表現については、必要に応じて初級文法を

復習した。 

 

2. その他  

 ボランティアの日本人学生の協力を得、できるだけ教科書で提示される場面を再現し、聞

き取りの状況がイメージできるようにした。ボランティアの方の積極的な授業参加は非常

にありがたかった。シャドーングは、縮約形の聞き取り強化に役立ったようである。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 全ての学生が熱心に学習に取り組んでいた。クラス全体の雰囲気も良く、授業進行もスム

ーズであった。前年度の反省を踏まえ、拗音、促音の聞き取りが正確にできるよう、折に触

れて注意を促した。今回、研究が忙しくクラスにほとんど参加できなかった博士課程の学生

が、教科書の内容を予定表に沿って全て自習し、自分の学習成果を確かめるために中間試験、

期末試験に参加し、高得点を収めた事例があった。継続的に参加できない学生に対して教師

としてどのような支援ができただろうかと考えさせられた。クラスを修了した学生は単位

を希望する学生が多くを占め、単位を希望しない学生は研究が忙しくなるとクラスに来な

くなるという傾向が今回も見られたが、「大学での研究や生活をよりよくするための支援」

という日本語教室の理念を考えれば、研究生活とのバランスを取りながら長期的に日本語

学習を継続できるような工夫を教師が考えていく必要性を感じた。今後の課題としたい。 
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中級１ 会話  

 

報告者：片岡さゆり 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ』（スリーエーネットワーク）を主教

材として使用し、主にロールプレイによる会話練習を中心として授業を行った。初級レベル

で学習した文型・表現を基礎とし、社会文化的背景を踏まえて日常生活場面でのやりとりが

できるように実践的な練習を行った。 

【授業の内容】 

 主教材より「先生を飲み会に誘う」、「手伝いを申し出る」、「電話でアルバイトに応募する」

など 10 課を選び、授業で扱った。各課の基本的な会話表現および語彙の定着を図るため 

クイズを行った。また「私の好きなもの、好きなこと」というテーマで３分程度のショート

スピーチを行い、発表および質疑応答の基本形式を身に付けるとともに、学生同士の理解を

深める機会とした。さらに課題（計４回）では、実際に遭遇する場面を具体的に設定し、各

自オリジナルのスクリプトを作成した。 

会話表現の習得に際しては、なぜそのような言い方が好まれるのか、状況や相手との関係

によってどのような使い分けがあるのかを考え、イントネーションや非言語行動にも注意を

向ける時間を持った。ボランティア学生から経験談を聞き、アドバイスを受ける活動は非常

に有効であった。 

 

2. その他  

 中間試験は学生同士のペアによるロールプレイを課した。ロールカードを用意し、その場

で引き当てた 2 場面の状況を理解し、適切なやり取りができるかどうかを評価した。 

一方、期末試験では、小グループ（３-５名）で既習の会話表現を応用したスキットを作

成し、発表することを課した。本年度は、予定調和に止まらず状況変化への対応力を見るた

め、会話の途中で教師が特定のロールで参入する試みを行った。スキット作成プロセスでの

グループディスカッションにおいては、ボランティア学生に意見を求めるなど積極的に取

り組んでいた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 クイズ、ショートスピーチ、初級文法の確認などを行うため、クラスでは応用練習に十分

な時間が取れないこともあったが、補完として課題への取り組みが挙げられる。課題のスク

リプトをピアワークで仕上げるなどクラス活動につなげていきたい。 
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中級１ 専門読解  

 

報告者：中村亜美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 科学技術分野の日本語の読解力向上と専門的な語彙、漢字（読み）の習得を目標とし、『初

級文型で学ぶ科学技術の日本語』（スリーエーネットワーク）を使用し授業を行った。1 課

を 1 回もしくは 2 回の授業で学習した。授業の主な流れは、漢字クイズ（前回の授業の課

のもの）、各課のテーマについての簡単なディスカッション、新出語彙確認、文型・表現練

習、本文精読、内容確認の順で、本文精読と文型・表現練習は、難易度によって順序を変

えることもあった。 

【授業の内容】 

 教科書に沿い「新幹線」「ロボット」「音声情報工学」「地球温暖化」などのテーマについ

ての読解に取り組んだ。新出語彙は、初級の教科書では見られない専門的な用語も多いため

時間をかけ学習してから、本文を読み、読解問題を解いた。本文の読解は、各課によって個

人で読んだり、ペアまたはグループで読むなどした。また、内容に関連する動画を見たり、

テーマと専門分野が近い学習者に内容について補足してもらったりした。 

 

2. その他  

 学期末の課題として、「専門用語」または「研究テーマ」についての発表を行った。専門

用語では「半導体」「重力波」「素数」、研究テーマでは「人工知能」「ゲーム理論」などに

ついて PPT で 3～5ページの発表で、授業で学習した表現などを使い、わかりやすく説明で

きる学習者がいる一方、自分の研究について日本語で説明するのに苦戦している学習者も

いた。質疑応答では専門分野以外の発表に対しても、積極的に質問する学生が多かった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 科学技術についての読解教材で、テーマによって学習者の興味や関心に差が見られた。

「新幹線」「ロボット」「新エネルギー」などについては自発的な発言も多く、質問も多岐

に渡った。初級文型は、定着していなかったり、似ている表現との違いがわからないもの

もあり、授業で予想以上に時間がかかってしまうこともあった。特に、接続詞や複合辞な

どは、数も多く混乱が見られたので練習問題を増やし定着をはかりたい。本文の読解につ

いては、学習者同士で意味を確認し合ったり、各国の現状について説明したりして理解を

深めていた。10 年以上前に作られた教科書で、情報が古いものもあり内容を補足しなけれ

ばならならないものも多いため、新たな教材に切り替える時期かもしれない。初級文型を

復習しつつ、時代に沿った科学技術に関する内容を学べる教材が必要とされている。 
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中級１ 文章 

 

報告者：猪狩美保 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『みんなの日本語初級 第 2版 やさしい作文』（スリーエーネットワーク）に沿って授

業を進めた。前半は 1 コマで 2 課、後半は 1 コマで 1 課を扱い、毎回あるテーマに沿った

文章を書くことにより、中級レベルの書く力を身につけることを目指した。授業では作文の

構成や必要な表現について学習した後、課題を提出し、それに対してフィードバックを行っ

た。またテキスト各課の語彙や漢字についても学習し、毎回クイズを実施することで、文章

を書く際に必要な語彙や漢字を学べるよう進めた。 

 

【授業の内容】 

 毎回の授業では、漢字クイズ、語彙・漢字の学習、作文のポイントや文型・表現の練習、

トピックについての話し合い、課題の作成という流れで進めた。作文のポイントおよび文

型・表現の練習では、学生のレベルに応じて初級レベルの応用から中級レベルの表現までを

扱い、作文の構成についても学習した。各課のテーマは趣味や旅行など身近なものから、自

分の国と日本の比較や、あるものについて必要か不必要か自分の意見をまとめる練習など

さまざまで、授業では課題に取り組みやすいよう、各テーマについてできるだけ意見を交換

し話し合う時間を取った。作文は宿題となる場合が多かったが、学生がまとめた課題につい

ては個別にフィードバックを行った。 

 

2. その他  

 「手紙」というテーマで手紙の書き方や手紙特有の表現を学習する課があったため、そこ

から発展させ、簡単にメールの書き方も扱った。ゼミの先生や友人に宛てたメールの例を提

示し、実際にメールを書く練習を行った。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 毎回作文を提出するという負担の大きいコースではあったが、出席した学生は真面目に

取り組んでいた。クラスで意見交換したことを反映させ、じっくり自分の意見や内容をまと

めた作文も多く、お互いに刺激を受けながら学習している様子が見られた。一方で、研究活

動が忙しくなってくると、多忙な学生にとっては毎回の漢字クイズや作文の課題が負担に

なっているのではないかと考えさせられた。今後の課題として、学生にとって日本語学習を

継続しやすいような授業方法や課題についても考えていきたい。 
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中級 2 総合 

 

報告者： A クラス 内田あゆみ・Bクラス 宮瀬真理 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

 本コースでは、『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 56 中級前期（第２版）』（スリー

エーネットワーク）を使用して授業を行った。授業はテキストに沿って、１) 課で扱うテ

ーマについてのディスカッションや各国毎の情報のシェア ２) ことばの練習 ３) CD

で聴解後、内容の大意取り ４) 新出文型・表現の学習 ５)本文の読解 ６)ディスカッ

ション ７) 聴解・ディクテーション という流れで行った。新出文型・表現と漢字・語

彙は各課が終わるごとにクイズを実施して定着を図った。また、作文も各課が終わるごと

に宿題として課した。 

  

1-2.授業の内容 

 スケジュールの都合上、授業では教科書の全８課のうち、２課、３課、４課、６課、７

課、8課の６つの課を扱い、１課を２回の授業に分けて進んだ。授業では中級前半レベル

の文型・語彙を学習しながら、四技能の総合的な力を伸ばすことを目指した。進出文型・

表現については、文法練習のみにとどまらないよう、各課のテーマに関連付けて、自らの

経験や自国について、また自国と日本との違いなどをペアやグループで話す時間を設け、

産出能力を高めることを心がけた。学習者同士の相互理解、日本理解も考慮し、進めた。 

 

２.その他（特記事項） 

課末の作文課題のテーマは、教科書の本文の内容に合わせ、段落を意識しながら一貫性

のある文章を書くように指導した。また、各課終了後に実施したクイズでは、新出文型を

用いた短文作文、漢字・語彙の意味と読みの確認を通して定着を図った。 

 

３.まとめ・今後の課題 

  学習項目の練習のための例文作りや会話作り、テーマについての話し合いでは、学習者

同士が日本語でやりとりし、和気あいあいとした雰囲気でクラスを進めることができた。 

宿題とした作文課題についても、書くことへの抵抗が少なくなり、能力が大きく伸びた

と思われる学生も多かったが、研究やゼミ等で忙しい学生にとっては負担も大きかった

と思われる。時には授業内で書く時間を設ける等、書く能力のための活動を増やしていく

ことも必要だと思われる。 

中級レベルでは、既習表現と似た文型・表現や微妙な機能・ニュアンスの違いがあるも

のが多くあり、戸惑う学生もいた。今後もできるだけ理解しやすい授業運営を考えていき

たい。 
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中級２ 聴解 

 

報告者：中村亜美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ聴解（中級）』（スリーエーネットワーク）  

を使用し授業を行った。大学で学ぶために必要な「講義や口頭発表を聞く力」を養成する

ためのテキストで、各課に内容の聞き取り、スクリプトの構成を把握するための練習問題、

要約を書く練習などがある。授業の主な流れは、テーマに関する内容についてグループデ

ィスカッション、新出語彙の学習、聞き取りに必要な表現の確認、本文の聞き取り、正誤

問題、内容確認で、学期の後半は内容の要約作成も行った。また、授業の始めに前回の授

業で学習した語彙と文章のディクテーションを行った。 

【授業の内容】 

 授業で扱った内容は、教科書の「富士山」「水族館」「失敗学」「アクセント」「からくり人

形」などで、15 課のうち 12 課を授業で学習した。講義や口頭発表に関する聞き取り練習が

メインで、PPT を見ながら聞き取りを行う課もあった。また、必要に応じて、関連動画を見

たり、テーマに関して各国の事情についてグループディスカッションや発表などの活動も行

った。正誤問題や内容確認では、全体での答え合わせの前に、学習者同士で聞き取れたこと

を話し合い、要点が聞き取れているか確認し合うようにした。また、単語で答えるのではな

く適切な形で答える練習や聞き取ったことを口頭で伝える練習も随時行った。 

 

2. その他  

 授業で扱えなかった 5 課、10 課、15 課は課題として課した。課題のために、何回 CD を

聞いたか確認したところ、2 回～10 回と学習者によって差が見られた。15 課のみ、要約も

課題としたが、要点をおさえたものが書ける学習者とそうではない学習者がおり、要約に

ついてはさらに練習が必要であると感じた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 中間試験までは 20 名近い受講者がおり、その国籍も様々であったため、各国の言語、楽

器、伝統芸能などについてのディスカッションでは、積極的に話し合いに参加し多くの知

識を吸収する姿が見られた。また、意味の似ている語彙の使い方の違いなどについての質

問も多く活気のあるクラスだった。ただ、理解度を確認するため、書く作業に時間を取る

こともあり、授業アンケートではクイズなどの表記に対する減点について不満も見られた。

少人数だが教科書の解答を見たり、指示を出す前にスクリプトを見ながら音声を聞く学習

者もいた。聞き取りのポイントを明確にし、それに応じた採点基準を設けること、また聞

き取りの弱い学習者に必要な練習やサポート方法についての検討を、今後の課題としたい。 
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中級２ 会話 

 

報告者：米谷章子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本授業は教科書『【新版】ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話』（凡人社）か

ら、受講者が実際に遭遇するであろう場面のロールプレイを取捨選択し、1 コマ（105 分）

で３～４つのロールプレイを扱った。タスク先行型を取り入れ、まずはロールプレイに取り

組み、その会話に必要とされる表現・文型・語彙などを導入し、練習した。具体的には、１）

ロールプレイのトピックのウォーミングアップ及び動機づけ、２）ロールプレイの導入、３）

ペア練習、４）発表及び表現・文型・語彙の導入、５）復習（CD を聞いて解答のディクテー

ション）、６）練習問題の順で進めた。 

【授業の内容】 

 授業で扱った内容は、「友だちとキャンプ」、「アパートの隣人に苦情」、「ゼミ旅行とアル

バイト」、「友だちの悩み：国際結婚」、「たばこと健康」など、受講者がやってみたいと思え

るロールプレイを取り上げた。主に、ペア練習後は１～２組の発表をした。その後、学内の

学生ボランティアが受講者と即興でロールプレイを披露し、母語話者の日本語を聞き取る

時間も設けた。また、日本語独特のあいづちやフィラーなどの使い方も指導するとともに、

誤用の多い文末のイントネーションや終助詞などにも注意を促し、より自然な日本語の習

得を目指した。 

 

2. その他  

 １課から４課までを中間試験、５課から７課までを期末試験の範囲とし、１週間前にペア

をランダムで決め、当日はその場で引き当てたロールプレイを２～３つ実施し評価した。ま

た期末試験ではこのロールプレイに、「共通の友人」、または「日本語の先生」が後半部分に

参加し、即興で適宜対応する応用会話力も評した。定期試験以外に、学期を通して４つの課

題を割り当て、教科書のロールプレイの会話の作成や、映画や料理をトピックにした音声録

音を課した。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 学期開始から２０名が受講し、約１５名が継続的に出席していた。受講者が多かったにも

かかわらず、ペア練習などでは、ボランティアの学生が的確にサポートして下さった。また、

ジェスチャーや表情など、非言語コミュニケーション技能の指導時間をあまり設けること

ができなかったので、今後はこれについても取り組みたい。 

 受講者は皆、積極的に活動に取り組み、学生ボランティアとも教室内外問わず交流が活発

であり、明るく楽しい学習環境の中で授業が進められたことは大きな成果であった。 
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中級 2 読解 

 

報告者：ハワード文江 

 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 『留学生のための読解トレーニング（読む力がアップする 15 のポイント）』(凡人社)を

使用し、読解ストラテジーを学習しながら様々なジャンルの文章を読み、より高度な読解

力を身に付ける事を目標に授業を行った。主に、１）新出・重要語彙確認、２）漢字クイ

ズ、３）トピックの導入及び自由会話、４）読解ストラテジーの練習問題、５）教科書の

読み物を音読、６）全体で精読・内容確認、７）トピックについてのディスカッションの

順で行った。又時間の許す限り『レベル別日本語多読ライブラリーにほんごよむよむ文庫』

（アスク出版）を使用し、多読授業を行った。 

 

【授業の内容】 

  授業では「語のまとまりをとらえる」「する／されるの関係をつかむ」「前件と後件の関

係をつかむ」「省略されているものが何か考える」など、課のテーマに沿った読解ストラ

テジーの習得を目標に練習問題を行い、読み物に対する理解を深めた。読み物のテーマは

「日本で困ったこと」「一人で外食すること」「大食い番組の是非」「暗記の方法」など、

現代の日本社会における問題についての読み物が多く、受講者は大変興味を持ち、ディス

カッションでは活発な意見交換が行われた。 

 

2. その他 

  上述のように、教科書の読解以外に多読を実践した。多読の 4大ルール、「簡単なもの

から」「辞書を引かない」、「わからなくなったら飛ばす」、「進まなくなったら他の本を読

む」、を説明し、これらのルールを守るように指導した。最終日にはビブリオバトル実施

後にチャンプ本を選出し、読むだけではなく本の内容を活用し、クラスメートと発展練習

ができるように工夫した。 

 

3. まとめ・今後の課題 

  教科書の練習問題や読み物は、語彙も文法も難しいと感じる受講者がいた一方、多読時

間で個人のレベルにあった読書時間を設けることにより、満足感を高められた。教室の蔵

書のみならず、各自が興味を持った本を持ち寄り、多読の輪が広がって行き、日本語での

読書の楽しみを感じることが出来ているようであった。今後も、それぞれの研究等で多忙

ながらも、授業外で読書の動機付けを促せるよう、受講者のニーズに適した本を選ぶこと、

図書リストを作ることを心掛けたい。 

54



55



中級 2 文章 

 

報告者：臼井直也 

１.授業の方法と内容 

1-1. 授業の方法 

  『改訂版 大学・大学院留学生の日本語②作文編』（アルク）を使用し 1 課を 1 つの授

業で進めるシラバスを組んだ。これまでの年度と同様、授業はテキストを扱う週と、前

週に書いた作文をピア活動で直し、清書を行う週とに分け、交互に行った。加えて、後

者の週では生活に必要な書類などの書き方を『日本で生活する外国人のためのいろんな

書類の書き方』（アスク）を使った活動を行ったほか、大学で必要な基礎的なメールの書

き方を扱った。 

 

1-2. 授業の内容 

中級２レベルでは、「だ・である体」の習得、話し言葉と書き言葉の違いの理解、中級

３クラスでの「研究計画書を書く」準備段階として、自分の研究について客観的に説明

することを目標とした。また、研究室の先生にメールを送れるようになることももう一

つの目標である。 

授業ではまず上記テキストを用い、練習問題、短作文などで練習を行った。その後、

各課にある作文を 400 字程度で書かせた。作文の FB は間違えた箇所にチェックだけ入

れたものを翌週受講生に返却し、二人でお互いの作文を直す活動を行った。作業後に教

師がチェックを行い、各自が清書を行うという流れである。 

また、隔週で、日本で生活する上で必要な書類の書き方を扱ったが、「荷物の送り状」、

「問診票」「住民票の写しの請求書」「履歴書」などのトピックを選定した。 

 

２. その他（特記事項） 

試験はテキストに準拠した形で行った。中間試験では授業目標である「だ・である体」

に書き換える問題、話し言葉を書き言葉に直す問題の他に各課の文法問題とメールを書

く問題、期末試験は各課の文法問題に加え、クラスの最終到達点である、自分の研究に

ついて目的、社会に与える影響などを 400 字程度で説明する作文問題を与えた。 

 

３. まとめ・今後の課題 

これまで「中級２文章」は漢字圏の受講生が 8,9 割を占めることが多かったが、欧米や

東南アジアの受講生が増えたことで漢字圏と非漢字圏が 6:4 程度のバランスになり、グル

ープ活動などが活発になった。今後も多様な受講生が参加してくれることを望みたい。 

今後の課題であるが、これまで同様初回の授業で受講生のレベルを的確に把握したい。

特に日本語レベルが高すぎる受講生が残ってしまう傾向にあるので注意していきたい。 
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中級２ 専門語彙・漢字 

 

報告者：中村亜美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

本コースは「理工学系話し言葉コーパス」の研究を応用実践したコースの一つである。

日本語能力試験の旧 3，4級レベルの単漢字をベースにし、日常生活で使われる語彙、研

究室内で話されているアカデミックな語彙や工学系分野に特有な語彙も学習する。 

 教材は、前任者作成の自主教材で「理工学系話し言葉コーパス」のためのデータ収集

に協力をお願いした 7つの専攻「化学システム工学」「建築学」「社会基盤学」「情報理工・

電子情報学」「電気系工学」「都市環境工学」「都市計画」のデータをもとに、各分野に共

通する頻出語彙を中心に旧 3級漢字を 60 字程度選んだものである。 

【授業の内容】 

  1 コマの授業で 5つの単漢字を導入し、音読み、訓読み、熟語などを学習してから、各

語彙を用いた例文を紹介した。さらに、当該漢字を含む 2級以上や級外の語彙も必要に応

じて導入し、共起することばやゼミで使う表現なども学習した。その後、学習者は習った

語彙、あるいは辞書などで新たに調べた語彙を使って用例を作成し、他の学習者と共有し

た。用例作成では、使われる場面を意識することや発話者にバラエティーを持たせること

なども重視した。また、授業のはじめに、前回学習した漢字のクイズを行った。 

 

2. その他  

  課題として、「私の専門」「私の趣味」「○○○で知った漢字（例：病院、ポスターなど）」

の 3 つのテーマから 1 つを選び、教室外で知った語彙、興味を持った部首、関連表現な

どについての発表を行った。今学期は「私の専門」に関する発表が多く、研究に関する

語彙やその使い方、内容などについて活発な質疑応答が行われた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 漢字圏と非漢字圏の学習者が混在し、日本語のレベルにも差のある学習者のいるクラス

で、扱う語彙や例文の選択が難しかったが、学習者同士で説明し合ったり、意欲的に用

例作りに取り組むクラスメートから刺激を受け、お互いの作る用例から学び合う姿も見

られた。過去の受講者の要望を受け、今学期から授業外での漢字学習をサポートするた

め、課ごとの復習シートを作成し、解答を付け配布した。 

このクラスの受講者の傾向として、漢字学習に対して前向きでクイズや試験で高得点

を取る学習者が多いことが挙げられる。予習も必要なため、漢字が苦手な学習者はこの

クラスを受講していない可能性もある。初中級レベルで漢字学習のサポートが必要な学

習者のためのクラスも必要とされているかもしれない。 
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中級３ 総合 

 

報告者： 宮瀬 真理 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

 本コースでは、テキスト『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 82 中級中期』（スリー

エーネットワーク）を使用した。授業はテキストに沿って、１）扉のページのイラストや

写真を見たり、簡単なクイズに答えたりして、課で扱う話題について学習者の持っている

情報を意識化し、その後ペアやグループでディスカッション ２）語彙・キーワードの確

認 ３）本文の CD を聞き、内容の大意取り ４）進出文法（文型・表現）学習。学習項

目の練習 ５）本文の読解、内容の確認。６）本文の聴解練習、ディクテーション ７）

作文課題の導入 という流れで行った。漢字の読みと意味は語彙リスト（WEB サイトから

ダウンロード）から事前に自習してもらい、課の 2回目に確認クイズを行った。学習した

文型・表現項目は、各課が終わるごとに課題を出して定着を図った。また授業内でなかな

か時間的に扱うことが難しい作文も、授業内で導入した後、各自取り組む作文課題として

課し、読む・聞く・話す・書く の四技能を総合的に学べるように心がけた。 

  

1-2.授業の内容 

 １つの課を２回に分けて進み、全 10 課中 1課から６課までの６つの課を扱った。テキ

ストの各課の話題は「色」「ユーモア・ジョーク」「制服」「算数」「遊びと運動」「お金」

で、各課の話題について、ベアやグループで話す時間を十分設け、また話した内容を書く

課題を通して、文法の学習のみに留まらないよう、産出能力を高めることを心がけた。各

トピックについて、自国の情報を伝えたり、自国と日本の違いなどについて考え、意見を

述べたりする活動も行った。 

 

２.その他（特記事項） 

総合のクラスであり、授業内容も四技能を伸ばすことを目指していることから、定期試

験に聴解問題も含めた。 

  

 

３.まとめ・今後の課題 

  トピックについての情報共有や、学習項目を使った例文作りでは、和気あいあいとした

雰囲気でクラスを進めることができ、学習者同士の相互理解も深まった。一方、漢字学習

と作文課題は各自の予習・家庭学習に委ねてしまっていたため、特に漢字については非漢

字圏の学生には負担が大きかったと思われる。作文課題については、書く能力に個人差が

大きく、総合のコース内で指導できる時間は限られているため、限定的な指導しかできず

課題が残った。バランスよく四技能を伸ばし、コミュニケーションを楽しめるクラスにす

るためのよりよい方法を考えていきたい。 
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中級３ 聴解 

 

報告者：米谷章子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ聴解（中上級）』（スリーエーネットワーク）

を使用し、教科書に沿い、１課を１コマ（105 分）で扱った。１）クイズ、２）課の内容を

予想させるような小さな話し合い、３）語彙や表現の確認、４）全体の聞き取りと確認、５）

質問に対する答えの確認、６）整理ノートや構成表の内容や書き方の確認、７）内容に関す

る話し合い、８）要約を書く練習、という流れで進めた。 

【授業の内容】 

 授業は主にやや専門的な内容の解説やスピーチ、発表などが分かることを目指し、ペアや

グループでの内容の確認や話し合いなどの様々な活動を行った。未習の単語や細かい例な

どにとらわれず、全体として話者が伝えたいことを捉えることを意識させた。資料を見なが

ら聞くなど、実際の講義や発表に近い形で練習し、実践的な聴解力を養成するだけでなく、

受講者が大学や日常生活における様々な場面で対応可能な中上級の日本語運用力を養った。 

 

2. その他  

 毎回、前回の語彙を含むディクテーションクイズを行い、定期試験にも既習内容を含めた。

定期試験の大部分は新規問題を採用しながらも、授業内の活動と同じ問題形式にし、習得し

た技能を応用できる問題を作成した。また、授業内で扱うことができなかった３課分は課題

として評価に含め、教科書全て終了し、達成感が得られるように努めた。授業時間内に要約

ができなかった課は宿題とし、聞くだけではなく、聞いた内容を話したり書いたりする産出

活動も多く取り入れた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 受講者は積極的に言語活動に取り組みながら、ペアワークを通して交流を深めていた。教

科書の練習問題は、○×や語彙の埋め込みなど比較的簡単なものから、文章で答える質問へ

と難易度が上がり、語彙だけで答えたり、文末の書き方に苦戦したりしているようであった。

書くことに苦手意識を持つ受講者もいたが、要約など聞いた内容をまとめて書く産出活動

を今後も多く取り入れ、上級レベルへと繋げていきたい。 

 女性専用車両、卵かけご飯、将棋など、教科書で扱われているトピックは受講者に好評で

あった。自分の経験や既存の知識の共有だけに留まらず、教材から日本に関する新たな情報

も取り入れ、トピックに関する活発な意見交換が行われ、日本だけではなく、受講者の多様

性を生かし異文化理解が深められた。 
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中級３ 会話  

 

報告者：藤井明子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 自主教材を使用し、ロールプレイ、小グループでのディスカッション、ショートスピー

チ、ディベート、アカデミックなテーマでの口頭発表を行った。コース前半に行ったロー

ルプレイでは敬語を使う場面を設定し、敬語に焦点を当てた。コース後半はディベートに

焦点を当てた。ショートスピーチや口頭発表の際にはピアでのフィードバックも行い、学

生同士で意見交換できる機会を設けた。 

【授業の内容】 

 中級 3 らしく、場面にふさわしい話し方、言葉や表現を選んで流暢にコミュニケーション

できるようになることを目標に各課の活動を行った。初回のレベルチェックテストを受けた

学生は 18 名で、この中にはまだ自然に日本語が出てこない学生もいたものの、回を進めて

いくうちに日本語を話すことにためらいがなくなる学生もいた。 

 日本人学生のボランティアに毎回入ってもらうことができたので、ピアで同年代の日本人

と日本語を話す練習する機会を持つことができた。特にディベートでは準備段階でのブレイ

ンストーミングでボランティア学生がいろいろアドバイスをしてくれたので、学生たちも準

備をスムーズに進めることができた。 

 

2. その他  

 ショートスピーチと期末の口頭発表ではアカデミックなトピックを取り上げたほうがよ

いと話したところ、自分の専門の入門的な話を非常に上手にまとめて話すことができた学

生がいた。内容も充実しており、これらの学生の発表は大変おもしろかった。一方、発表

後の質問に関しては、積極的に質問できる学生とやや消極的な学生に分かれてしまった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 コースを修了した 8 名の学生はみな熱心で、日本語でアカデミックな話題についても話

すことができる段階に進んでいると感じた。学生たちも最後の授業ではコースを振り返っ

て、敬語を学ぶことができ、いろいろな練習を通じて日本語を話す力が高まったと感じた

とフィードバックしてくれた。 

しかしながら、学期途中から欠席がちになってしまった学生の中には即興で流暢に話す

ことが難しい学生が多かったように思う。レベルの異なる学生が混じっていても、そのレ

ベルに応じて日本語の練習ができ、前の週よりも授業中日本語をたくさん話すことができ

たと感じられるプログラムの工夫が必要だと感じた。 
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中級３ 専門読解 

 

報告者：内田あゆみ 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 東京大学工学部の広報誌『Ttime!』のインタビュー記事をもとに作成された読解教材を使

用し、科学技術日本語の読解力を養成することを目的とした。授業では、漢字クイズ、読解

内容に即したディスカッション、本文の精読、内容の確認、表現文法や語彙の練習、要約作

成、本文に関連したウェブサイトの参照などを行った。また、授業と同時進行で学生自身が

『Ttime!』の中から記事を選び、読解教材を作成した。 

【授業の内容】 

 東京大学工学部の広報誌『Ttime!』の記事を元に作成された読解教材は、東京大学大学

院工学系研究科日本語教室の講師、あるいは過去に本授業を受講した学生が作成したもの

である。様々な分野の記事を読むことで工学系分野に関する語彙力と読解力を高め、同時

にその分野の知識を深めた。授業と同時進行で行った読解教材作成は、3 週目から課題を

出し、課題 1 で記事と使用箇所決め（800 字）、課題 2 でその記事を選んだ理由と要約、課

題 3 で内容確認問題の作成、課題 4 で言葉リストの作成をし、その都度フィードバックを

する方式を取った。最終的には教材作成に授業 2 コマを使用し、教室で「表現文法」、「こ

とば」、「話してみよう」などの残りの部分の作成をした。 

 

 

2. その他  

 毎回、読解教材を読み終えた後に漢字クイズを実施し、専門用語の定着をはかった。また、

記事の内容に関連したウェブサイトを読む課題を自由課題として出し、読解練習をする機

会を増やした。期末には授業で扱った読解教材と初見の記事を含んだ期末試験を実施した。

読解教材作成は、教材完成後にグループでそれぞれの教材を発表し、問題に答えたり、話し

合ったりした。 

 

 

3. まとめ・今後の課題  

 全般に真面目で、熱心に取り組む学生が多かった。読解前後のディスカッションも毎回活

発に行われていた。教材作成に関しては一つの記事を長期間に渡り読み、教材を作成してい

くことがその分野の理解と語彙の習得に効果的だったという声があった。一方で記事選び

から問題作成まで、教室外での学習が多く、内容質問や表現文法の問題作成など教材作成な

らではの難しさもあり、負担が大きかった。多忙な学生の生活と、最後まで教材作成を終え

た学生の少なさを考え、教材作成の意義と内容をもう一度見直し、今後改善していきたい。 
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中級３ 文章 

 

報告者： 宮瀬 真理 

 

１.授業の方法と内容 

本コースでは、日本語でレポート、研究計画書などを書くために必要な表現技術や文章力

を習得することを目標に、そこで使われる文型、表現を習得できるよう、教材を使用して書

く練習をした。テキストは『大学・大学院 留学生の日本語②作文編』アルク を主教材と

して用い、その後半８課から 14 課を扱った（中級２文章で１課から７課を扱う）。そして、

テキストの学習項目を用い、少しずつ自らの研究計画書を書き進めていけるようサポート

した。 

隔週で課題作文を宿題として出し、適切な表現になるようフィードバックをした。 

また、授業前半に、目上の人に対するメール文の書き方を行い、お詫びのメール、お願い

のメール、など改まったメールの書き方も合わせて扱った。 

 

２.その他（特記事項） 

学生の中にはまだ話しことばと書きことばの違いを身につけていない人もいたため、適

宜、文末の表現や副詞等の話しことばと書きことばの差異を意識化させ、書き換えの練習な

どを行った。 

剽窃の問題とも関わってくるため、引用の仕方、引用の表現の学習には特に強調して行っ

た。 

指定テキスト以外の教材からも適宜必要と思われる補足を行いながら進めた。 

 

３.まとめ・今後の課題 

書く能力は個々で大きく違うため、クラス内での活動をどうしていくかが大きな課題で

ある。レベル差が大きい場合、ピア活動ではお互いの学びが少なくなってしまうため、今年

度は、書く前にペアやグループで書く内容を紹介し合い、それから各自執筆。その後教師が

個々にフィードバックするという活動を多く行い、学習者の反応もよかった。クラスの人数

にも左右されるが、今後も学習者ひとりひとりに向き合う時間を作っていきたい。ただ、手

書きが苦手な学生もいる。教室内で書く活動を多く入れる場合、PC を使って各自書くこと

ができたら、より学習者にとって望ましいと思われる。今後考えていきたい課題である。 
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中級３ 多文化理解プロジェクト  

 

報告者：岩田夏穂 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

このコースでは、留学生と日本人学生がそれぞれ対等な立場で母文化の慣習と考え方を

共有し、協働的な問題解決の力を身につけることを目標とした。授業では、ステレオタイプ

形成プロセスや異文化コミュニケーションの問題について扱い、さらに、小学校でのワーク

ショップを実施することで、多文化理解に必要な心構えを知ることを目指した。 

 

【授業の内容】 

 本コースは、留学生 5 名（中国 3 名、ドイツ 1 名、タイ 1 名（途中で棄権））と、日本人

学生 9 名が履修した。授業では、文化の定義等の紹介と身近な「食」や「コミュニケーショ

ン上の問題」に関するエピソードを検討した後、学生が他者の習慣や価値観に対して違和感

を抱いた体験を共有した。そこからステレオタイプの形成と固定化、偏見と差別の違いにつ

いて議論した。中間プレゼンテーションでは、自分自身の経験を素材に問題提起するという

形で発表した。9 週目から、留学生と日本人学生でチームを作り、大田区立矢口西小学校 3

年生対象の「多文化理解ワークショップ」の準備を開始した。それぞれのチームでテーマを

設定（「ジェスチャーを用いたコミュニケーション」、「世界の様々な言葉で表されたことわ

ざ」等）し、身近な常識が全てではないことや人間として共通する考えや気持ちがあること

を子どもたちが実感できるような授業プランを話し合いながら作成した。当日（7 月 11 日）

は、各チームが 2 クラスを担当した。いずれのクラスでも子どもたちは活発に取り組み、ま

た、給食後にも校庭で一緒に遊ぶなど、互いに密度の濃い交流の時間が持てたようである。 

振り返りからは、子どもに伝わるように発話や活動の流れを工夫した経験を通して、多文

化理解において重要な「相手の立場に立って考えること」「他者への配慮」の重要性を学ん

だ様子がうかがわれた。 

 

2. その他  

 大田区立矢口西小学校での多文化理解ワークショップは、今年度で 7 年目を迎える。矢

口西小学校の佐治信哲校長先生、3 年生ご担任の関口先生には、準備段階からいろいろとご

配慮いただいた。ここに深謝の意を表する。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 日本人学生の人数が留学生より上回ったが、留学生も十分に議論や活動でのイニシアチ

ブをとれており、終始非常に良い雰囲気であった。課題としては、講義内容を実際のワーク

ショップでどう生かすかがわかるように、関連付けの明確化が必要であると考える。 
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上級 総合 

報告者：Aクラス 米谷章子 

  B クラス 岩田夏穂 

 

 2019S1S2 の上級総合は、2020 年度からの総合コースの超級レベル設定を視野に入れ、

履修登録者のこれまでの日本語学習歴と履修歴を参考に、Aを日本語能力上位クラス、B

を下位クラスとしてセクションを分けて実施した。テキストは AB とも『The Greatest 

Japanese 30 の物語-人物で学ぶ日本語』（くろしお出版）を使用し、Aは従来通り、Bはそ

れより進度を遅くして授業を行った。 

 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 上記テキストを使用し、大学や日常生活のあらゆる場面で適切に対応できる上級レベル

の文型・語彙を用いながら、上級の４技能（特に産出の話すと書く）を習得することを目指

し、授業を進めた。 

 授業では、1回の授業で２～３つ（Aクラス）、１～２つ（Bクラス）の物語を扱い、担当

者がその課の語彙や文法表現を使用し、物語に対する感想や意見を発表した。質疑応答の時

間を設けた後、担当者が物語や発表に関するトピックの話し合いのテーマを提示し、グルー

プでディスカッションを行った。その後、全体で意見を共有しつつ、さらに疑問や問題提起

などに発展させた。授業後は、その週に扱った物語のうちから 1つ選び、まとまった長さの

意見文を毎週の課題とした。 

 

【授業の内容】 

 授業では、和田カツ、草間彌生、イチロー、杉原千畝、萱野茂、山中伸弥など、様々な時

代・ジャンル（歴史・経営・芸術・文学・マンガ／アニメ・スポーツ・政治・学者）の著名

人の物語を通し、日本の文化や考え方、価値観を知り、異文化理解を深めた。ディスカッシ

ョンと意見文を通し、自分の意見や主張を適切に表現、発信する力を養い、日本語能力を高

めるだけでなく、同時に様々な文化的及び、社会的知識を習得した。 

 筆記の中間試験と期末試験も行い、教材から漢字と語彙を問う問題と、課題と同じく、文

法表現を使用した意見文を書く問題の形式を採用した。また、Aクラスでは、グループ発表

として、受講者が興味のあるトピックを選択し、協力して発表した。「LGBT」、「韓国・中国・

フィンランドの育休」、「ビッグデータ」、「東大における男女不均衡」についてそれぞれ研究

発表し、日本や各国で注目されている話題について話し合った。Bクラスでは個人発表とし

て、メインテキストの書き方を参考に自分が関心のある人物を取り上げ、その人物について

の自分の見解を発表した。テーマは、「張芸謀のオリンピック開会式」、「松本清張：社会問

題と推理小説」、「越後の虎 上杉謙信」「サッカーで社会の意見を変えたマルタ・ビエイラ・
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ダ・シルバ」で、発表準備では、聞き手に配慮した話し方や提示資料の工夫を指示したとこ

ろ、十分に内容が伝わるものとなり、発表の後、活発な質疑応答とディスカッションとなっ

た。 

 

2. その他 

 A クラスでは、学期途中から学内ボランティアが加わり、ディスカッションに参加しても

らった。同世代の学生からの意見が聞ける機会を設け、非常に好評であった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

A クラス：開始時に課題が多いことを説明したにもかかわらず、継続的に出席した受講者が

全員修了したことは大きな成果であった。授業のためにかける時間も負担も大きいと思わ

れたが、それに伴う習得感や達成感を味わえたようだ。扱った内容（女性の活躍と地位、芸

術とビジネス、世襲の是非、少数民族と言語など）は受講者に大変好評で、日本だけでなく

出身国の状況も共有した。今後も異文化理解が深められる魅力のある授業作りを努めたい。 

B クラス：修了者が 4名と、授業開始時の 4分の 1に減ってしまう等、受講者のレベルと授

業内容のすり合わせに課題が残った。特に日本語でまとまった内容を書くことに慣れてい

ない受講者には負担が大きかったようである。また、毎回の作文のフィードバックを次に生

かすように意識化させることも課題である。 

AB 共通：課題作文にネットからの文章をそのまま、あるいは若干改変して載せる、翻訳ア

プリで作成した日本語の文を使う等、文章作成上のマナー違反を違反と意識せずに行うケ

ースが散見された。また、信頼性の低いサイトからの情報を検証せずに使う受講者が後を絶

たない問題も、改善すべき点としてある。今後は、中～上級の文章作成を組み込むコースで、

どういう振る舞いがマナー違反となるのかを受講者に意識させるワークショップ等を実施

し、上記のようなケースを未然に防ぐことを目指したい。 
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上級 聴解 

 

報告者： 岡 葉子 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ聴解 上級』（スリーエーネットワーク）

を使用し、①聞く前に（トピックについて各国の状況などの話し合い）、②問題 A（内容

理解の〇×形式の問題）、③問題 B（内容理解の記述式の問題）、④問題 C（要約作文）の

順番で１課ずつ進めた。④問題 C（要約作文）は、授業中には扱わず、課題として翌週に

提出させた。また毎回、授業冒頭で前週の語彙についてクイズを行った。 

メインテキスト以外の教材としては、『聴くトレーニング 聴解・聴読解 応用編』（ス

リーエーネットワーク）の「ストラテジー」部分を使用し、推測・予測など聴解ストラテ

ジー能力を身に付けるためのトレーニングを行ったほか、NHK オンラインのニュース素材

を用いてディクテーションおよびシャドーイングなどの練習も行った。 

 

1-2.授業の内容 

  授業では、メインテキスト全 15 課のうち、「畳」「茶の湯」など日本文化に関連するも

の、『バイオミミクリ』や『バイオトイレ』など自然科学に関連するものなど、計 10 課を

扱った。NHK のニュース素材は、時事問題の他、メインテキストに関連する題材も使用

した。 

 

２.その他 

  昨年度に引き続き、『アカデミック・ジャパニーズ』のテキストを使用した。 

 

３.まとめ・今後の課題 

  学生達は授業に真面目に参加し、今年度は 10 名が修了した。昨年度は、ほぼネイティ

ブ・スピーカー並みの実力を持つ学生がいたが、今年度はそこまでではなく、NHK のニ

ュース素材についても「難しい」という意見も出た。だが、最終回のコメントシートには

「もっとニュースを聞きたかった」という意見も若干数出てきたので、多少学生には難し

く考えられても、生教材を使ったタスクは今後も続けていくつもりである。 

また、昨年度の課題を踏まえて、今年度は、毎週コメントシートを配布し、「分からな

かった語彙や表現」「テーマに関する記述問題」を書くことを課し、クラス全体で共有す

べき問題は次週のフィードバックで取り上げ、積極的な参加を促すようにしたので、引き

続きこの試みを続けていきたい。 
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上級 会話 

 

報告者：岡 葉子 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

 この授業では、様々な社会問題についてのディスカッション、インタビュー調査等を通

じて、さらなる口頭表現の技術を習得することを目指した。授業の中であるトピックにつ

いて二人から数人程度で話しあった後、ショートスピーチを行ったり、ディスカッション

を行ったりした。メインテキストは指定せず、教師作成プリントを使用したが、適宜『日

本語超級話者へのかけはし』および『日本語上級話者への道』の一部を用いて、テーマに

即した表現や語彙を導入した。また、クラス内で口頭発表を行う際には、評価シートを用

いて学生同士で客観的な相互評価を行い、クラスメイトのいい点を積極的に取り入れる

ように促した。 

1-2.授業の内容 

 前半は、「自分に身近な話題について正確に相手に伝わるように話す」ことを目的とし、

「好きな映画（本）」「面白い体験談」についてショートスピーチを行い、中間試験には「自

分の研究について説明する」ことを課題とした。後半は、「働くこと」をテーマに、NHK

の「プロフェッショナル仕事の流儀」の視聴、「企業のパタハラに関するニュース」読解

などを通じ、グループディスカッションを重ねた後、期末試験には「自分の興味のある社

会問題についてインタビュー調査を行い発表する」ことを課題とした。 

 

２.その他 

  学生ボランティアが 1 名参加し、ほぼ毎回授業に積極的に参加し、コメントシートな

ども真面目に書いてくれた。特に期末口頭発表準備においては、学生達の質問に的確なア

ドバイスを出し、クラスにいい影響を与えてくれた。 

 

３.まとめ・今後の課題 

初回は 30 名近い出席者がいたが、徐々に人数が減り、最終的には 10 名が修了した。理

系の学生のみならず文系の学生も多く、期末口頭発表においては「顔認識とプライバシー

保護は両立するか」、「自己決定権を持たないで生きることは許されるのか」など、幅広い

テーマが選ばれていた。課題としては、学生間に発話能力の差が見られ、上級レベルに照

準を当てて授業を行った結果、発話能力の低い学生が脱落してしまったことである。来学

期は会話クラスを能力別に２クラス展開にするため、課題解消が期待される。 
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上級 読解  

 

報告者：藤井明子 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 自主教材を使用し授業を行った。日本人・日本文化に関するエッセイ 2 本、日本語の短

編小説 3 本、日本社会に関する評論とレポート 6 本を読んだ。すべての回で、授業の終わ

りに教材を配布して次週までに読み物を読んで内容理解問題に答えてきてもらった。授業

では、ペアで問題の答え合わせと、発展問題として読み物について話し合いをしてもらっ

た。コース前半はことばテストを実施、また読み物に関する小作文を毎回提出してもらっ

た。後半はブックレポートをまとめてもらった。 

 

【授業の内容】 

 授業中に黙って個々に学生が読む時間を減らし、できるだけ授業中は読んで理解した内容

について話し合いをしてもらうことを心がけた。読む力はあっても、理解した内容を話し合

うだけの話す力が不足していた学生もいたものの、大半の学生は積極的に話し合いに参加し、

内容理解を深めることができたと思う。 

日本社会に関する文章や森鷗外の短編小説「高瀬舟」は背景知識や語彙などがややわかり

にくかったので、クラス内で教師からの問いかけ中心に進めていったが、まとめとしての自

分の意見・感想についてはいずれの回も学生中心に進めることができた。 

また、コース前半には若い日本人作者による短歌も読んだ。 

 

2. その他  

 ブックレポートでは好きなトピックの新書を選んでもらい、アウトライン、序論、下書

きと教師とやり取りしながら、段階を踏んで書きすすめてもらった。下書きと清書の回に

はピアリーディングを行う時間も十分とれたので、お互いのレポートを読んで意見交換が

できた。禅マインド、遣唐使と現代留学生の比較、議院内閣制など学生が選んだトピック

も多様で学生も興味をもって取り組めたようだった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 初回のレベルチェックテストを受けた学生は 9 名、コース修了者は 5 名と少人数だった

が、いずれの学生も非常に熱心で、日本語能力も高く、大変楽しい雰囲気のクラスだった。

どんな文章に関しても話し合いが途切れることなく、いつも時間が足らなかった。ただ、

そのため当初計画していた読解ストラテジーなどは行うことができなかった。 

 今後は、読解ストラテジーの練習などは課題としての読み物を読む中で行うとよいかと

思う。 
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上級 文章 

 

報告者：猪狩美保・内田あゆみ 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 『改訂版 大学・大学院留学生の日本語④論文作成編』（アルク）を使用し、授業を行っ

た。テキストに沿って日本語のレポートや論文の構成や文型・表現を学習し、練習および課

題の作成を行った。学生が作成した課題についてはクラスで共有したり、フィードバックを

行ったりすることにより、学生が修正・改善点に気づき、自分で日本語のレポートや論文を

作成できるようになることを目指した。テキストに沿った課題の他に、パラフレーズトレー

ニングとして、レポート・論文にふさわしい書き言葉に書き換える練習を毎回行った。 

【授業の内容】 

 授業では、論文の序論・本論・結論に含まれる構成要素や展開パターン、それに必要な文

型・表現について学習し、その練習を行った。適宜テキストの「文型・表現集」「例文集」

も参照しながら、さまざまな表現について学べるようにした。毎回、各課のテーマに基づい

て実際に書くという課題に取り組み、クラス内で作成、または宿題として提出する形をとっ

た。課題作成の前には、可能であればその内容について学生同士が話し合う時間を取り、そ

こから理解を深め、課題に取り組みやすいよう配慮した。また、パラフレーズトレーニング

についてもクラス内でフィードバックを行い、間違いやすい点や理解しにくい部分につい

て共有することで、書き言葉の知識がさらに広がるよう進めた。 

 

2. その他 

 A、B の２クラス編成で授業を行った。テキストに提示された課題作成のためのデータに

関しては、関連するデータや学生の出身国のデータを参照する、それをクラスで共有する等

の方法を取り入れ、学生がより関心を持って取り組めるよう心がけた。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 履修した学生は積極的に授業に参加しており、どの学生も各自の日本語レベルをさらに

伸ばそうと努力している様子が見られた。A クラスには非漢字圏の学生も含まれていたが、

クラス活動や課題作成にも熱心に取り組んでいた。一方で、やはり書き言葉、漢字や漢語に

対する難しさを感じている様子があり、今後どのようにフォローしていけるか考えていき

たい。Bクラスは少人数で、学生のレベルも非常に高かったため、課題はなるべく実際の研

究テーマを用いて取り組ませ、より実践的な練習を重ねた。授業時間を有効に使うため課題

は事前に提出させ授業内でフィードバックをする方法を取ったが、学生は多忙でなかなか

上手くいかなかった。今後課題の内容と取り組み方を見直し改善していきたい。 

85



86



上級 日本組織事情 

 

報告者： 古市由美子・本村理恵 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

就職やインターンシップのために必要な知識、スキル、ビジネスマナーなどを養うこ

とを目的に、キャリアカウンセラーの本村理恵講師と共に実践的な授業を行った。講義

は「就職支援」と S1S2 は、主にインターンシップにおける「ビジネスマナー」」」 」の習得を

目指した 2部構成で実施した。 

1-2.授業の内容 

授業内容は、「就職支援」として、エントリーシート（ES）の書き方、業界研究発表、

そして面接練習をし、「ビジネスマナー」」」 」の習得として、敬語やビジネスメールの書き方

練習などを実践的に行った。 

ES を作成するにあたり、まず自身の専門性と職業を結びつけ、今後のキャリアプラン

を具体的に検討した。次に自分自身だけでなく、3～4 名のグループメンバーの意見に参

照し、自己分析を行った。そして、「自己 PR」、「学生時代頑張ったこと」を 400 字の課題

とした。また、業界・企業研究の発表を中間試験とした。この企業研究に基づき、400 字

の「志望動機」を課題にした。面接は「個人面接」「グループディスカッション」「グルー

プ面接」の実践練習を主とした授業を 3回行った。 

「ビジネスマナー」」」 」では、ビジネスに必要な敬語やビジネス用語、表現について、ロー

ルプレイ形式で、実践的な練習を行った。また、ビジネスメールや報告書の作成について

も具体的な場面、状況設定をした上でメールや報告書を書き、ペア、グループなどで検討

した。 

 

２.その他（特記事項） 

内定者やOBOG が個々の就職活動の経験を踏まえた講和会は、具体的で有益な情報が共有

できるため、毎回好評である。今年度も 1名の内定者、2名の OBOG に参加していただき、

就職活動およびそれぞれのキャリアプランについてお話を伺った。 

 

3．まとめ・今後の課題 

日本で就職を希望する学生が年々増加しており、昨年度より A1A2 は 2 セクション設

けている。このコースは他研究科の学生の割合が高い特徴がある。S1S2 の受講者はイン

ターンシップの参加を目指しており、A1A2 の受講者は就職活動を本格的に目指して受講

している。実際に就職活動をしている学生が多く、非常に熱心に課題に取り組んでいる。

学生からは練習をもっとしたいという声が多く、時間不足が課題である。 
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冬季日本語特別集中科目 1 

報告者：金 瑜眞 岡 葉子 

１. 授業の方法と内容 

1-1. 授業の方法 

当該コースは工学系研究科日本語教室初級 4レベル相当の集中コースで、『大地 2』 

（スリーエーネットワーク）の L33～42 を 8 日間で扱った。具体的には 105 分 1 コマの授

業を週に 3回（月曜日、水曜日、金曜日）合計 8コマ実施した。授業時間を最大限に活かす

ため、新出語彙の予習、文法の復習、及び漢字学習を自宅学習とし、1 コマ 1～2 課のペー

スで授業を進めた。以下は授業外学習と教室活動内容である。 

【予習】  語彙学習（授業で扱う課の語彙を学習し、クイズに備える） 

漢字学習（漢字シートを使って毎日漢字を 10ずつ自習し、クイズに備える） 

文法学習（次の課で勉強する文型問題集を解き、予習する） 

【教室活動】文型導入および運用練習 

【復習】  文法学習（授業で学習した文型問題集を解き、復習する）  

1-2. 授業の内容 

   次の流れで授業を行った。 

20 分 課題提出、語彙クイズ（当該課）、漢字クイズ、文法クイズ（前回の学習内容） 

85 分 当該課文型導入、内容確認質問と応答、各文型をもとにした運用練習 

 

２. その他 

  コースを修了した学生のうち、希望する受講生には全員単位を付与した。当該コース修

了学生には通常の日本語コースにおける次レベルのコース受講資格が与えられるため、

文型問題集を予習・復習用に課題として配布するなど、通常コースと授業内容を揃えるよ

う努めた。 

 

３. まとめ・今後の課題 

通常の学期では 28 コマをかけて学ぶ内容を 8コマで修了するコースであったため、予

復習を含め、学生の負荷はかなり高かったものと思われるが、受講した 3名中、2名は最

後までよく努力し、修了できた。2名のうち、1名が MIT からの留学生、あとの 1名が既

に東京大学に在籍している留学生であったが、授業内外で助け合う姿が見られた。2名と

もに、来学期、中級１コースに続けて登録し、日本語学習を継続する予定であるが、次の

レベルのコースに進んだ学生が、十分にクラス活動についていける実力がついたかどう

かも、今後注意して見ていく必要がある。残りの受講者 1 名は、約三か月間日本に招聘さ

れた研究員であったが、多忙なため、最後まで修了することはできなかった。このように、

学習時間に余裕がある受講生ではないと、学習を継続することが困難であることから、今

後、コース登録時や受講時にこうした学生へのさらなるフォローアップが求められる。 
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ビジターセッション＆日本事情 

 

 

報告者： 岡 葉子、金 瑜眞、早坂 美和子 

 

１.授業の方法と内容 

1-1.授業の方法 

S1S2 学期は 10 回の授業を計画し、当日本語教室のボランティアの方々と留学生とで少

人数のグループを作成し、自由なトピックで会話をしてもらった。秋山賢一氏、北林三枝子

氏、篠崎いずみ氏、田中勉氏、寺田美奈子氏、橋本冨美栄氏、松枝文恵氏、持丸文子氏、野

城ゆうこ氏、小林桜子氏（A1A2 から）の 10 名のボランティアにご協力を頂いた。また、

留学生は、ゼロ初級から上級レベルの学生まで、全レベルにわたる学生が参加した。 

 

1-2.授業の内容 

基本的に毎回顔ぶれの異なるボランティアと留学生たちをグループにし、様々な話題に

ついて日本語で話し合ってもらった。ボランティアの数が足りない時は、専任スタッフ（教

務・事務）が急遽セッションに入ることもあった。毎回のセッション終了時に、ボランティ

ア及び参加留学生それぞれがその日に話し合ったことについてシートに簡単に記入した。 

 

２.その他 

 S1S2、A1A2 学期において、下記の行事を開催した。 

S1S2 学期：いけ花ワークショップ（5/23）、尾車部屋との交流会（6/5）、浴衣ワークショッ

プ（6/26）、茶道体験（7/3） 

A1A2 学期：いけ花ワークショップ（10/23）、茶道体験（11/6）、着物体験(11/27)、こけし

ワークショップ（12/11） 

 昨年度まで実施していた根津神社つつじ祭り見学および湯島天神菊祭り見学は、参加者

があまり多くなかったことや天候に左右されることを鑑み、2019 年度は実施しなかった。

2019 年 A1A2 学期には、こけしワークショップを新たに実施した。 

これらの行事は、普段ビジターセッションに登録していない留学生も参加できるよう、授

業登録学生全員に ML で情報を流した。また、尾車部屋との交流会およびこけしワークシ

ョップ以外は、イベントがある日にも同時進行で自由会話ができる部屋を別途確保した。 

３.まとめ・今後の課題 

今回も自由会話セッションはもちろん、浴衣や着物のセッションは着物の歴史、着付け、

作法などボランティアの方々に丁寧に指導して頂いた。昨年に引き続き、今年度も自由会話

の学生参加・継続率が高く、ボランティアの方々と教室外でも交流する様子も一部見られた。

末筆ながらボランティアの方々のご尽力に心から感謝を申し上げたい。 
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チュートリアルセッション 

報告者： 岡 葉子 

 

１．概要 

 日本語教室では、通常の授業では対応できない学習者のニーズに合わせ、教員が個別指導

を実施することで、自律学習を支援している。概要は以下の通りである。 

 

 目的：  留学生の個別日本語学習支援 

 対象：  工学系研究科日本語教室の授業を現在受講中または過去に受講していた学生 

 指導内容：日本語学習全般に関する支援 

・論文、レポート、研究計画書の添削 

・エントリーシート、奨学金申請書類の添削や面接の練習 

・日本語能力試験対策指導 

・日本語学習方法アドバイス 

・既習事項の確認 など 

  

２．実績 

 今年度は、通年を通じて開講した。実績は以下の通りである。 

 

開講日時：2018S1S2（5/9-7/18）毎週木曜 14:00-14:45, 15:00-15:45 

 時間：  1 回 45 分 

利用件数：延べ 10 件 

 指導内容：就職活動（エントリーシート作成・面接練習） 4 件 

      奨学金申請やスピーチ練習等 2 件 

      日本語能力試験対策 1 件 

      既習事項の確認（発音、聴解） 3 件 

 

３．まとめ・今後の課題 

（S1S2 学期）多くの学生に利用してもらうため、申請は 1 か月に 1 回までと制限をつけ

たが、5月中旬以降の利用が途絶えたため、再度メーリングリストで周知をし、利用制限は

行わないよう方向転換をした。指導内容は就職活動が多かったほか、生活や将来の悩みにつ

いて話す学生もいたため、丁寧な傾聴を心掛けた。今後も臨機応変に対応していきたい。 
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2.5 受講者と修了者 

 

 2019 年度に実施した S1S2、A1A2 の受講者と修了者について報告する。 

図 2 は、現在の工学系研究科日本語教育部門となった 2011 年度から 2019 年度までの年

度別延べ数および実数の受講者数の推移である。 

 

 

カリキュラムの継続的な改善と日本語科目の単位化の浸透により、受講者が急増した

2015、2016 年度をピークに若干受講者数は減少しており、ここ数年横ばいである。その背

景には、2017 年度に STAR（登録・管理システム）を都市工学日本語教室とシステム創成

系日本語教室とで共有することで受講者のバランスを図り、JLCSE の受講生の延べ数が減

少したことがある。その一方で、実数はここ数年増加しており、2011 年度の約 2.5 倍にな

っている。この延べ数と実数の差の縮小は、受講者数の増加と一人あたりが履修するコース

数の減少を意味している。レベル数やコース数の充実に伴って選択肢が増えたことで、各々

のニーズに合わせて履修する留学生が増加していることが推察される。 

 

2.5.1 S1S2受講者 

 2019年度S1S2では、6レベル、30コースを開講した。その受講者について報告する。 

1) 工学系研究科日本語教室受講者    

表 2 は、研究科別の各レベル受講生の延べ人数と実数である。 

表2 2019S1S2 研究科別・レベル別受講者数 （ ）内は単位申請者数） 

713
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952
1127

1279
1136 1124 1140

304 369 355
489

586
712 693 774 750

0

500

1000

1500
延べ合計 実数合計

    レベル  

研究科 
初級 1 初級 2 中級 1 中級 2 中級 3 上級 延べ合計 実数合計 

①工学系研究科 51 23 47 57 52 39 269(63) 174(41)

②情報理工学系 1 9 17 8 15 19 84(32) 59(29)

③新領域研究科 0 2 3 5 2 4 16(4) 10(3)

④全学交換留学生 18 6 14 13 5 16 72(65) 41(37)

⑤他研究科 10 11 28 18 32 35 134(34) 78(24)

合計①～⑤ 95 51 109 101 106 113 575(198) 362(134)

  図 2 年度別受講者数推移
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 全受講生（実数362名）のうち、工学系研究科の受講者（174名）が占める割合は約

48％で、昨年度の58％から10ポイントと、一昨年度に引き続いて減少している。近

年、他研究科、全学交換留学生が増加傾向にあり、今年度は、他研究科と全学交換留学

生の履修生が占める割合が33％と、前年度の30％からさらに3ポイント増加している。 

身分別の延べ数（図 3）は、例年通り、全体（575 名）に占める修士の割合が際立っ

て高いが、博士と合わせた本学の大学院に籍を置く受講生の割合は 52％で、昨年度の

58％から 6 ポイント減少した。それに対して大学院外国人研究生は 15％、USTEP は

12％で、それぞれ昨年度の 10％から増加している。 

専攻別の延べ数（図 4）を見ると、例年通り、機械工学、電気系工学、建築学の割合が

高い。また、マテリアル工学の学生は、前年度 10 名だったのが今年度は 28 名と、3 倍近

く増加している。 

 
 

 

国籍別受講者数（表 3）の延べ数では、合計 50 カ国のうち、例年通り中国の割合が

41%と最多だが、その他の割合では、台湾の減少（昨年度 31 名→今年度 19 名）、アメ

リカ合衆国の増加（昨年度 15 名→今年度 28 名）等、やや変化があった。 

表3 国籍別・レベル別受講者 

 
レベル 

国籍 

初級 1 初級 2 中級 1 中級 2 中級 3 上級 合計 

延べ数 
実数

延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 

1 中国 16 11 37 47 54 72 237 146
2 韓国 2 3 1 5 7 11 29 15
3 アメリカ合衆国 2 1 17 5 1 2 28 12
4 フランス 9 6 5 3 4 0 27 21
5 ドイツ 4 1 7 0 5 6 23 10
6 タイ 2 3 5 5 6 0 21 13

7 位～51 計 60 26 37 36 29 22 210 145
合計 95 51 109 101 106 113 575 362
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図 3 身分別受講者数         図 4 専攻別受講者数

94



 

2）専攻日本語教室受講者 

表 4 は工学系内の専攻日本語教室の S1S2 の受講者である。 

2017年度S1S2以降、都市工学日本語教室とシステム創成系日本語教室とSTAR（Student 

Tools for Access and Review）システムを共有し、日本語コースの登録を行っている。日本

語コースレベルの統一および受講者数のバランスが改善されている。今年度は、他研究科の

学生も専攻日本語教室で学んでいる。 

表 4  S1S2 専攻日本語教室受講者数(実数) 
  レベル  

専攻 初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級Ⅰ 計 

社会基盤学 4 19 23 

都市工学 都 1・工 2 都 3・工学 3・他 3 工 6 都市 4・工学 11・

他研究科 3  

システム 

創成系 

  ｼｽ創 12・ 

工 16・他 3 

ｼｽ創 12・工学 16・

他研究科 3 

IME   3 ＿ 

 

2.5.2 S1S2 修了者 

 2019年度S1S2修了者について報告をする。 

1) 工学系研究科日本語教室修了者 

工学系日本語教室全体の修了者は延べ 303 名、実数 211 名、単位取得者は、延べ 170

名、実数 120 名である。実数で見ると受講者数（362 名）に対する修了者（211 名）の

割合は 58％で、昨年度に比べると 4 ポイントの増加である。 

研究科別では、工学系研究科の実数の修了割合が 51％(昨年度は 46％)、全学交換留学

生の修了者の割合も 89％(昨年度は 75％)と、単位取得率が上昇している。 

身分別では、修士、全学交換留学生の修了者の割合が高く、国籍では実数１名の国も加

えると 52 カ国の留学生が修了している。国籍別では中国が 79 名、フランス 16 名、台湾 9

名、韓国 8 名、ドイツ 8 名と続く。 

          表 5 研究科別・レベル別修了者    （ ）内は単位取得者 
レベル 

研究科 
初級 1 初級 2 中級 1 中級 2 中級 3 上級 

修了者 

延べ数 

修了者 

実数 

①工学系研究科 29 11 16 30 18 9 113(43) 89(36)

②情報理工学系 10 5 10 7 9 9 50(31) 39(26)

③新領域創成学 0 0 2 1 0 1 4(1) 3(1)

④全学交換留生 16 5 12 13 5 15 66(63) 36(34)

⑤他研究科 5 4 20 15 9 17 70(32) 44(23)

①～⑤ 合計 60(41) 25(12) 60(35) 66(29) 41(19) 51(34) 303(170) 211(120)
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2）専攻日本語教室修了者 

 専攻日本語教室の修了者数は、表 6 のとおりである。社会基盤学専攻は初級Ⅰと初級Ⅱ

が修了すると、修了要件の単位として 2 単位が付与される。社会基盤専攻は受講者の８割が

単位を取得している。都市工学専攻とシステム創成系専攻日本語教室は、 1 コマ 2 単位が

付与されるが、いずれも単位取得者数は多くない。 

 

           表 6 専攻日本語教室修了者数（実数） （ ）内は単位取得者 

専攻 初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級 個人指導 合計 

社会基盤学 4(0) 16(16 )  20(16) 

都市工学 
都 1･工 1 都 3･工 1・他 3 都 0･工 3・他 1

 13(1) 
2(0) 7(0) 4(1)

システム創成

系 
 ｼｽ創 8･工 8・他 3

 19(3) 
 19(3)

IME   2 － － 

 

2.5.3 A1A2受講者 

 ここでは、2019年度A1A2の受講者について報告する。 

1）工学系研究科日本語教室受講者   

2019 年度 A1A2 は 6 レベル、30 コースを開講した。受講者は延べ数 565名、実数 388 

名である（表 7）。昨年度 A1A2 と比較すると、延べ数 42 名、実数 49 名減少した。 

研究科別に見ると、工学系と新領域の学生が減少したが、情理が増加しており、工学

系の占める割合は、全体の 70％を占めている。昨年度 57 名と微減した全学交換留学生

は、今年度 68 名と増加したのに対して、これまで増加傾向にあった他研究科が前年度

の 112 名から 99 名（延べ数）と減少に転じた。受講者数は、S1S2 と合わせると延べ

数 1,140 名で、前年度の 1,121 名から僅かに増加している。レベル別では、例年初級レ

ベルに集中する傾向にあるが、今年度は、中級 1~3 の受講者数がいずれも 100 名を超え

ている。 

表 7 研究科別・レベル別受講者数 

レベル 
研究科 

初級 1 初級 2 中級 1 中級 2 中級 3 上 級 延べ数 実数 

①工学系研究科 69 33 56 52 65 28 303(79) 216(67)

②情報理工学系 21 8 16 14 9 11 79(24) 57(22)

③新領域創成学 2 0 4 7 2 1 16(6) 10(5)

④全学交換留生 13 5 10 17 10 13 68(50) 38(30)

⑤他研究科 5 8 17 21 21 27 99(35) 67(26)

合計①～⑤ 110(51) 54(14) 103(34) 111(29) 107(34) 80(32) 565(194) 388(150)
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身分別（図5）では、圧倒的に修士が多く、博士、全学交換留学生、特別聴講生、研究

生と続く。このほかに、研究員、配偶者、インターンシップ生など多様な身分の受講者が

存在する。 

 
 

 

専攻別（図 6）では、17 専攻の留学生が受講した。今学期は、電気系工学の割合が

際立って高く、次いで機械工学、技術経営戦略学と続く。日本語科目の単位が修了要

件として認められている専攻は、機械工学、航空宇宙工学、マテリアル工学、都市工

学、先端学際工学だが、図 6 からは、必ずしも修了要件が単位取得に直結しているわ

けではないことがうかがえる。 

次に受講者の国籍（表 8）についてみる。 

表８ 国籍別・レベル別受講者 

  
レベル 

国籍 

初級 1 初級 2 中級 1 中級 2 中級 3 上級 合計 

延べ 
実数 

延べ 延べ 延べ 延べ 延べ 延べ

1 中国 36 17 48 59 65 64 289 193

2 フランス 16 6 4 4 3 0 33 31

3 ドイツ 5 2 10 8 5 3 33 15

4 台湾 1 1 8 6 5 3 24 13

5 タイ 2 4 3 4 5 3 21 15

6 韓国 4 2 1 1 1 3 12 12

7 位～51 位計 46 22 29 29 23 4 153 109

合計 110 54 103 111 107 80 565 388

合計 54 カ国のうち、例年通り、中国出身者が約半分を占める。特に中級以上のコースで

中国の受講者が多く、上級は中国人学生が大部分で、この傾向はここ数年顕著である。近
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年は台湾、タイ、韓国に続き、フランス、ドイツからの交換留学生が一定数を占めるよう

になっている。  

 

2）専攻日本語教室受講者 

2017 年度より都市工学、システム創成系日本語教室は、工学系日本語教室のオンラ

イン登録システム「STAR」を共有することによって、専攻日本語教室における工学系

の受講者が増加しており、その傾向が今年度も継続している。 

   表 9  A1A2 専攻日本語教室受講者数（実数）  （）内は単位希望者 

専攻 初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級 個人指導 合計 

社会基盤学 13（13） 20(19) ― ― 33(32) 

都市工学 
都 12･工 1･他 1 都 5･工 1･他 2 都 3･工 5･他 2 

― 32(14) 
14(8) 8(3) 10(3) 

システム 

創成系 

※ｼｽ創 4･工 4･他 1 
― 

ｼｽ創 4･工 1･他 1 
― 15(5) 

9(5) 6(0) 

IME ― ― 3 予約制 ― 
※1システム創成系の初級は 3 月まで開講  
※2IME・個別指導は利用者数の延べ人数、修了者数は対象外 

 

2.5.4 A1A2 修了者 

2019 年度 A1A2 の修了者について報告する。 

1）工学系研究科日本語教室修了者 

工学系研究科のA1A2の修了者数（表10）は、延べ数181名、実数140名で、履修者数（延

べ数303名、実数206名）に占める修了者の割合は、延べ数が59％、実数が64％と、昨年度

の55％、50％より大幅に増加した。工学系の実数の単位取得率も50％と増加している。 

 

          表10 研究科別・レベル別修了者  （）は単位取得学生数 
    レベル 

研究科 
初級 1 初級 2 中級 1 中級 2 中級 3 上級 延べ合計 実数合計 

①工学系研究科 44 21 36 35 30 15 181(77) 140(70)

②情報理工学系 15 2 13 8 3 5 46(20) 36(19)

③新領域研究科 2 0 1 1 1 1 6(3) 5(3)

④全学交換留生 11 5 4 14 10 9 53(50) 33(22)

⑤他研究科 5 2 12 9 8 12 48(30) 38(22)

合計①～⑤ 77 30 66 67 52 42 334(180) 252(146)
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専攻別では、単位が修了要件として認められている専攻のうち、機械工学と航空宇宙工学

は、6～7割が単位を取得しているが、マテリアル工学、都市工学、先端学際工学の単位取

得率はそれほど高くはない。 

身分別では、修士が圧倒的に多く、続いて全学交換留学生と特別聴講学生が続く。S1S2

と比べ、若干博士が減少している。国籍別では、中国が若干減少し（全体の43％）、フラン

ス、台湾、タイ、ドイツと続く。 

 

2）専攻日本語教室日本語教室 

 表 11 は専攻日本語教室の修了者数（実数）である。社会基盤学専攻は初級Ⅰと初級Ⅱが

修了すると、修了要件の単位として 2 単位が付与され、社会基盤専攻は受講者のほとんどが

単位を取得している。都市工学専攻とシステム創成系専攻日本語教室は 1 コマ 2 単位が付

与される。今年度は、約半数が単位を取得し、増加傾向が見られる。 

 

表 11 A1A2 専攻日本語教室日本語教室修了者(実数)   （ ）内は単位取得者 

専攻 初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級 個人指導 合計 

社会基盤学 27(4) 5(4) ― ― 32(4) 

都市工学 
都 11･工 1･他 1 都 5･工 1･他 2 都 3･工 5･他 2

― 31(14) 
13(7) 8(3 ) 10(4) 

システム 

創成系 

※ｼｽ創 5･工 1 
― 

ｼｽ創 2 
― 8(5) 

6(5) 2(0) 

IME※2  ― 3 予約制  

※1システム創成系の初級は 3 月まで開講 
※2IME・個人指導は利用者数の延べ人数、修了者数は対象外。 

 

2.5.5  冬季日本語特別集中講座 1・2 の開講 

 2019 年度は 2 月 3 日～21 日まで計 8 回の特別集中講座（初級４）を実施した。対象と

したのは、マサチューセッツ工科大学交換留学生 1 名および工学系研究科日本教室の学生

2 名で、このうち 2 名が修了した。 
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2.6 日本語教室のコース評価 

 

 日本語教室では、2013 年度冬学期よりオンラインコース評価を学期末に実施している。

2019 年度 A1A2 学期は、下記の通り実施した。 

 

2.6.1．2019 年度 A1A2 学期オンラインコース評価概要 

実施期間 ：2019 年 12 月 18 日～2020 年 1 月 17 日 

対象者 ：日本語教室在籍の研究生、修士、博士、研究員、交換留学生、配偶者 

回答者 ：計 199 名（初級 82 名・中級 91 名・上級 26 名） 

実施言語 ：英語 

質問項目 ：１．回答者身分 

    ２．コースの目標は明確だった 

   ３．授業のスピードは適切だった 

   ４．講義内容は分かりやすかった 

   ５．担当教員は熱意を持って授業を行っていた 

   ６．当該コースの授業を受けて学習意欲が高まった 

   ７．当該コースの内容は自分にとって将来役に立つと思う 

   ８．当該授業科目の予習復習に毎週どのぐらい時間を使ったか 

   ９．当該コースに出てできるようになったこと 

  １０．当該コースの教室、受講者数、テスト、宿題、試験、印象 

に残ったことについて 

  １１．履修登録の手続きは分かりやすかった 

  １２．上記１１の理由 

  １３．プレイスメントテストの結果、適切なレベルのコースを履修するこ 

         とができた 

  １４．上記１３プレイスメントテストに関するコメント 

  １５．ボランティアの学生が授業に入ってくれてよかった 

  １６．上記１５の理由 

  １７．日本語教室に期待していること 

     １８. 上記１７でその他を選択した場合の自由記述 

     １９. 日本語チュートリアルがあることを知っていたか 

     ２０. チュートリアルに参加しなかった理由 

          ２１. 上記１９でその他を選択した場合の自由記述 

回答方法 ：上述の質問項目 1・8・17・19・20 は、各々に選択肢を設け、2～7、11、

13、15 は、質問文に続き、「1.まったく思わない、2.あまり思わない、3.

そう思う、4.強くそう思う」の 4 件法で回答を求め、9・10・12・14・16・
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18・21 は自由記述形式で回答を求めた。 

 

2.6.2. 結果の概要 

 以下では、①授業内容について、②履修登録について、③その他の 3 点について、受講生

全体の傾向と初級・中級・上級のレベル別の傾向に着目した結果の概略を報告する。 

(1) 授業内容について 

 授業内容に関連する質問項目 2～10 について述べる。これらのうち 4 件法（「1.まったく

思わない、2.あまり思わない、3.そう思う、4.強くそう思う」）で回答を求めた 2～7 の 6 つ

の質問項目において、回答者全体の 58.5％が「強くそう思う」、36.2％が「そう思う」と回

答していた。また、初級・中級・上級のコース別に 6 つの質問項目の平均値を授業総合満足

度として算出したところ、全てのコースにおいて 3.50～3.62 を示した（表 12）。これらの

ことから、本教室の全コースの受講生は、概ね授業内容や形式に満足していると考えられる。

また、質問 5 の担当教員の熱意については、全コースで平均値が 3.7 以上と高い数値が得ら

れており、本教室の教員が熱心に授業を行っていることに受講生から高い評価が得られて

いることが示唆された。 

 

表 12 コース別の授業内容に関する項目の平均値と標準偏差 

 質問 2 
コースの

目標は明

確だった 

質問 3 
授業のスピ

ードは適切

だった 

質問 4 
講義内容は

分かりやす

かった 

質問 5 
担当教員は

熱意を持っ

て授業を行

っていた 

質問 6 
当該コース

の授業を受

けて学習意

欲が高まっ

た 

質問 7 
当該コース

の内容は自

分にとって

将来役に立

つと思う 

授業総合

満足度 
(質問 2～
7 の平均)

初級コース 3.62 
(0.62) 

3.32 
(0.73) 

3.37 
(0.57) 

3.78 
(0.49) 

3.40 
(0.62) 

3.49 
(0.57) 

3.50 
(0.40) 

中級コース 3.52 
(0.67) 

3.46 
(0.62) 

3.51 
(0.62) 

3.75 
(0.46) 

3.41 
(0.71) 

3.49 

(0.62) 

3.52 
(0.46) 

上級コース 3.77 
(0.42) 

3.54 
(0.69) 

3.54 
(0.69) 

3.73 
(0.44) 

3.50 
(0.75) 

3.62 

(0.49) 

3.62 
(0.50) 

コース全体

の平均 
3.59 

(0.63) 
3.41 

(0.68) 
3.45 

(0.62) 
3.76 

(0.47) 
3.42 

(0.68) 
3.51 

(0.58) 
3.55 

(0.44) 

 

また、質問 8「授業の予習・復習に毎週どの程度の時間を使ったか」について、図 7 にそ

の結果を百分率（％）で示す。初・中・上級のレベルによらず、「1～2 時間」という回答が

最も多く、受講者にとって、大きい負担にならない程度の予習・復習時間になっていると考

えられる。一方、初級の受講者の場合、「2～3 時間」という回答が 28.1%、「3~5 時間」と

いう回答も 18.3%であり、中級、上級より長い時間を予習・復習に使っていると言える。こ

れは、初級コースにおいて、ひらがな、カタカナ、漢字、語彙、文法クイズ類が多く含まれ

ていることから、受講者が中級、上級より長い学習時間を自分で確保する必要があるため、

比較的長い学習時間を使っていると回答したものであると考えられる。 
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図 7 1 週間で授業の予習・復習に充てた時間（％） 

 

(2) 履修登録について 

 日本語教室で日本語学習をするためには、全員が必ず STAR システムに登録をしたうえ

で、プレイスメントテストを受験し、履修登録を行うことが必要である（2 章 3 節参照）。

履修登録についての質問項目は 11～14 であり、本節では、これらのうち 4 件法で回答を求

めた 11・13 の回答結果について述べる。質問 11「履修の手続きは分かりやすかった」（図

8）について、「そう思う」との回答が 57%、「強くそう思う」との回答が 36%であった。 

 

 

図 8 「履修登録の手続きは分かりやすかった」に対する回答が占める割合 
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また、質問 13「プレイスメントテストの結果、適切なレベルのコースを履修することが

できた」（図 9）についても「強くそう思う」との回答が 35%、「そう思う」との回答が 51%

であった。以上のことから、受講生全体にみて、現状の履修登録およびプレイスメントテス

トの手続きによるコース選択は、概ね円滑にできていると評価していることが示された。 

 

図 9 「適切なレベルのコースを履修することができた」に対する回答が占める割合 

 (3) その他 

 次に、日本語教室への期待と日本語ボランティアに対する評価、日本語チュートリアルに

ついての認識についての結果を述べる。 

初めに、日本語教室への期待について（質問 17）は、「日本語学習」「日本文化体験」「日

本人学生との交流」「留学生との交流」「大学生活･就職などの日本語支援」「その他」のうち

から、該当する項目をすべて選択可として回答を求めた。その結果を図 10 に示す。 

 

図 10 日本語教室に期待していること（回答例数） 
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図 10 に示されているように、全レベルにおいて「日本語学習」の回答数が最多であった。

したがって、受講生は日本語レベルにかかわらず、日本語教室に対して「日本語学習」の機

会や良質な授業の提供を最も期待していると考えられる。一方、その他の項目については、

レベルにより期待する内容が異なることが示された。以下、レベル別にこのような結果が示

された理由を探る。 

まず、初級コースにおいて最も回答数が多かったのは「日本語学習」（77 件）で、次いで

「日本文化体験」（54 件）「日本人学生との交流」（37 件）「大学生活･就職などの日本語支

援」（34 件）「留学生との交流」（24 件）の順に回答数が多かった。初級レベルを受講する

学生には、来日して間もない留学生が多いことから、日本の生活に適応するために、自身の

日本語学習とそれに対する支援の必要性を強く感じていることがあると思われる。それに

加え、「日本文化体験」や「日本人学生との交流」についても期待しているという回答が得

られたことから、日本語教室がこれまでに提供しているビジターセッションや

International Lounge への参加を促すことで、こうしたニーズに答えることができると考

えられる。 

次に、中級コースでも最も多かった回答は「日本語学習」（82 件）で、「日本人学生との

交流」（47 件）「大学生活･就職などの日本語支援」（41 件）「留学生との交流（32 件）」「日

本文化体験」（27 件）」がそれに続く。中級レベルになると、すでに自分は基礎的な日本語

でのコミュニケーション能力を身につけていると認識する受講生が、習得した日本語能力

を「日本人学生との交流」で活かしたいと考えていると推測できる。さらに、「大学生活･就

職などの日本語支援」を期待するとの回答も多く得られたことから、アカデミックな場面や

ビジネス場面で応用できる日本語学習を希望していると考えられる。こうした学生に対し

ては、日本語教室で提供している中級以上の技能別クラスの中で、アカデミックな教材を取

り上げている「聴解」「文章」クラスや、日本での就職活動を希望する学生に向けた「日本

組織事情」クラスへの受講を促すことで、そのニーズに応えることができると考えられる。 

さらに、上級コースにおいても、「日本語学習（25 件）」が最も多く、次いで「日本人学

生との交流」（18 件）「大学生活･就職などの日本語支援」（10 件）「大学生活･就職などの日

本語支援」（10 件）「留学生との交流」（8 件）「日本文化体験」（7 件）の順に回答数が多い

という結果となった。上級においても、中級同様に、これまでの日本語学習の成果を「日本

人学生との交流」を通して活かしたいというニーズがあると考えられる。また、上級レベル

の留学生には、すでに長期間日本に滞在している留学生も多く、修了後も日本の企業への就

職を希望するなど、定住志向が強い傾向があり、大学での研究生活や就職のための日本語支

援への期待が高いことが考えらえる。 

以上のことから、全レベルに共通する日本語学習のニーズに応える一方で、レベル別の期

待に沿ったコース内容を検討していくことも必要である。さらに、これまで日本語教室が行

ってきた日本文化体験や日本人学生・他国の留学生との交流活動、アカデミックやビジネス

場面での日本語学習の支援を継続・拡充させていくことで、より受講生の期待に応えた学習
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の機会や交流の場を提供することが重要であることが再確認されたと言える。 

 続いて、学生授業ボランティア（第 4 章 4.1 参照）の評価について述べる。学生授業ボラ

ンティアが授業に参加していた受講生 88 名に対する質問について結果を述べる。図 11 を

見ると、「ボランティアが授業に入ってくれてよかったか」という質問に対して「強くそう

思う」という回答が 66%、「そう思う」という回答が 25%であり、回答した受講生中 90%以

上が、学生授業ボランティアの授業における支援を高く評価していることが分かる。上述の

ように中級レベル以上の受講生に日本人学生との交流志向も高いことと合わせて考えると、

今後も学生授業ボランティアの活動を継続し、留学生と日本人学生の交流促進のための支

援の拡充を展開することが必要であると思われる。 

 

 
図 11 「ボランティア学生が授業に入ってよかった」に対する回答が占める割合 

 

2019A1A2 のオンラインコース評価では、日本語チュートリアルについての認識に関す

る質問を 3 項目追加し（質問項目 19、20、21）回答を求めた。 

質問項目 19 では、「日本語チュートリアルがあることを知っていたか」について、「はい」

「いいえ」の 2 択から回答を求めた。その結果、回答者全体（199 名）で、「はい」という

回答は 93 件、「いいえ」という回答が 106 件であり、約半数ほどの受講者が、日本語教室

において日本語チュートリアルを提供していることを知らないことが分かった。質問項目

20 では、質問項目 19 で「はい」と答えた人で、チュートリアルに参加しなかった場合、そ

の理由を「必要がなかった」「時間が合わなかった」「登録方法が難しかった」「その他」の

中から、該当する項目をすべて選択可として回答を求めた。その結果を図 12 に示す。回答

が得られた 72 件中、「必要がなかった」との回答が 31 件、「時間が合わなかった」との回

答が 27 件であり、次いで「その他」「登録方法が難しかった」の順に回答が得られた。以上

の結果から、今後、継続して日本語チュートリアルを行う場合、受講生に向けた広報方法の

見直しや、現在の実施時間の見直しなどが必要となると考えられる。 

 

まったく思わない
2%
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そう思う
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図 12 チュートリアルに参加しなかった理由（回答例数） 

 

2.6.3. まとめ 

以上のコース評価結果より、留学生は全レベルにおいて、概ね日本語教室の授業に満足し、

日本語学習が彼らの日常生活および研究生活に貢献していることが分かった。また、授業に

対する期待については、日本語のレベルが上がるにつれて、語学中心の学習から交流や文化

体験・就職支援など、日本語教室に期待する内容が多岐にわたることが示唆された。 

今年度のコース評価においては、実施期間を年末からに変更し、一斉メールを通したリマ

インドなどを行ったことにより、例年より多くの回答が得られた（2018 年度 A1A2：85 名、

2019 年度 A1A2：199 名）。今後は、さらなる受講生のニーズをより詳細に把握するために、

オンライン評価に加え、レベル別のインタビュー調査などを実施することも、有効な手法と

して検討したいと考える。 

31
27

4

10

0

5

10

15

20

25

30

35

必要が

なかった

時間が

合わなかった

登録方法が

難しかった

その他

106



2.7 言語使用実態調査 

 

日本語教室では、留学生の研究室等における言語使用の実態を把握し、日本語がどのよ

うな状況で必要とされているのかを把握するために、毎年、オンラインによる質問紙調査

を実施している。2019 年度 A1A2 学期に行った調査の概要は以下の通りである。 

 

2.7.1 2019 年度 A1A2 言語使用実態調査概要 

実施期間  ：2019 年 12 月 

対象者  ：日本語教室在籍の修士、博士、研究生、研究員、交換留学生、配偶者 

回答者  ：計 79 名 

実施言語  ：日本語／英語 

主な質問項目：１．母語 

    ２．日本滞在期間 

       ３．修了後の進路 

    ４．日本語学習歴 

    ５．研究室での使用言語 

・指導教員、日本人学生、留学生との会話 

・研究発表、打合せ、研究に関する資料 

    ６．指導教員から求められる日本語能力 

    ７．学生自身が目指す日本語能力 

    ８．日常生活で日本語ができなくて困ること 

 

2.7.2 結果の概要 

(1) 母語別学習者の割合 

 回答者の母語について尋ねた結果を図 13 に示す。 

図 13 から分かる通り、今年

度の母語別学習者割合は中

国語母語話者が 47％と最も

高い。ここ数年、中国語母語

話者は常に半数前後を占め

ている状況が続いている。 

 その他の母語でも昨年度

とほぼ同じ言語（フランス語、

英語、タイ語）が出現してい

るなか、今年はヒンディー語 

 図 13 母語別学習者の割合 
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が新たに 5％を占めた。なった。本学は、2018 年からの文部科学省の委託事業｢日本留学海

外拠点連携推進事業｣に取り組んでおり、インドおよび周辺国からの留学生の獲得に力を入

れているため、今後もインドからの留学生が増えることが予想される。 

 

(2) 日本の滞在予定 

日本に滞在する期間（予定）についての

回答のグラフを図 14 に示す。 

 滞在期間は、1~3 か月が 10％、4~6

か月が 10％となっており、半年以下の

学生が全体の 20％を占めることが分か

る。その一方で、2 年以上滞在予定の学

生も 30％を占めており、昨年度に引き

続き短期滞在の学生と長期滞在の学生

の二極化が進んでいると考えられる。   

 

 

短期滞在の学生は、短い間に多くのことを習得すること、特に母語話者のいる環境での発

話機会が必要だと推測される。加えて交換留学生も多いことから、単位取得を希望する学生

も多いと考えられる。一方、長期滞在の学生は、着実に日本語能力を身につける必要がある

と考えられる。 

 履修科目の登録期間中に行われるコンサルテーションでは、レベルやクラス選択につい

てアドバイスをすることが可能であるため、学生の滞在期間にも配慮してアドバイスをし

ていきたい。 

 

(3) 修了後の進路 

 図 15 は、2018 年度より

新たに設けた修了後の進路

について質問に対する回答

である。 

回答は、「日本で就職する」

が 23 人と最も多く、次いで

「帰国する」が 22 人、「進

学する」が 16 人であった。

「分からない」は 18 人であ

った。 

 

図 14 日本滞在期間（予定）

図 15 修了後の進路 
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東京大学工学系研究科全体の方針として、「キャンパスの国際化推進と海外からの研究

者・留学生の環境整備1」を掲げている。昨年度では「帰国する」学生のほうが「就職する」

学生よりも若干多かったが、今年度はわずかではあるが「就職する」が「帰国する」を上回

った。今後の調査において「就職する」学生が増えるとするならば、学習者の学業修了後の

キャリア形成も視野に入れたサポートおよび日本語教育を行っていくのが望ましいと思わ

れる。現在、日本語教室では就職支援を目的とした「組織事情」科目の設置、チュートリア

ルでの個別対応をしているが、このようなサポートは今後も重要となってくるだろう。 

 

(4) 母国での日本語学習歴 

 2017 年度より母国での日本語学習

歴を問う設問を設けている。今年度は

79 名中名中 25 名が「なし」と答えてい

た（図 16）。しかし、残りの 54 名、す

なわち 3 分の 2 以上の学生は何らかの

形で日本語を学習していることが分か

る。また、図を見ると分かるように、「な

し」か「1～3 か月」の学生が多い一方

で、2 年以上の学生は 18 名、1 年～2 年

の学生は 10 名と、ある程度母国で日本

語を学んできた学生も多い。すなわち、

母国での日本語学習歴の経験は、大きく二極化していると言える。 

 ただし、昨年度も指摘したように、学習形態は学生によって様々で、教育現場においては、

インターネットを使って独学で日本語を学習した学習者が年々増えている実感がある。 

今後は、ゼロ初級の学生を対象とした教育整備を進めると共に、様々な学習形態および学

習経験を持つ学習者に対応していく必要があるだろう2。 

 

(5) 研究室での使用言語 

【研究に必要な言語使用の状況】 

研究発表、打ち合わせ（ラボ・ミーティング）、研究に関する資料、の 3 パターンについ

て、言語使用状況を調査した（図 17）。比較のために、2018 年度の使用状況を図 18 に示

す。 

 

                                                  
1 「工学系研究科運営にあたっての基本方針 2017-2019」http://www.t.u-
tokyo.ac.jp/shared/about/data/setcmm_201806121752238828502866_846885.pdf  
(2020 年 3 月 13 日アクセス) 
2 学習者の多様化に対応するために，学習歴が長く日本語能力が極めて高い学生を対象

に、2020 年度より「上級２レベル」を新たに設置する予定である。 

図 16 母国での日本語学習歴 
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 今年度は、「研究

発表」においては

「英語」の使用が 37

名と多く見られる

ものの、「日本語」16

名、「日英両方」が 26

名と、日本語を使用

する状況も少なか

らずあることが分

かる。特に、「打ち合

わせ」においては、

「英語」が 32 人に 

対し、「日本語」が 27 人、「日英両方」が 20 人と、日本語を使う「打ち合わせ」の比率が

英語よりも高くなっている。また、「資料」においても、「日本語」と「日英両方」を合わせ

ると全人数（79 名）の過

半数を超えることから、

研究に従事する上で日本

語使用は必要不可欠にな

っていることが分かる。 

 この状況は、「英語」の

使用状況が、著しく多か

った2018年度とは異なる

結果となっている（図

18）。 

 

 

研究に必要な言語使用の状況は、研究室ごとに大きく異なり、英語が優勢な研究室もあれ

ば、日本語が優勢な研究室もある。そのため、調査結果は、調査実施時における学生の所属

研究室の割合に左右されると推測される。来年度以降も調査を重ね、データを蓄積していく

必要がある。 

 

【使用言語と内容および話す相手の関係】 

研究室内でのコミュニケーションにおける言語使用はいかなるものであるかについても

調査を行った。研究室での使用言語のうち、内容を「研究に関する会話」と「雑談」の二通

り、話す相手を「指導教員」、「日本人学生」、「留学生同士」の三通りに分け、計 6 パターン

の会話場面において、日本語および英語の使用状況を比較した結果、概ね例年通りとなった

図 17 研究に必要な言語使用の状況（2019 年度）

図 18 研究に必要な言語使用の状況（2018 年度） 
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（図 19、20）。   

 

 ①研究に関する会話図 19

に示すように、「研究に関する

会話」においては、指導教官相

手に 67 名、日本人学生相手に

57 名、留学生同士で 72 名と、

圧倒的に英語の使用が多いが、

日本人学生と話す場合は、「英

語」の使用が若干減少し、その

代わりに「日本語」および「日

英両方」を使うことが若干増

えることが分かった。 

 

②雑談 

一方、「雑談」においては、

話す相手いかんで、使用言語

に異なりが見られた。相手が

日本人学生の場合、「英語」の

使用が 29 名にまで減少し、代

わりに「日本語」21 名、「日英

両方」が 29 名と、日本語を交

えて会話する人数が増加する

ことが分かった。相手が指導

教官の場合も、「英語」の使用

が 67 人から 50 人と減少し、留学

生同士においては英語使用が微増しているが、相手が日本人学生の場合ほどの変化は見ら

れない。 

以上のことから、留学生の言語使用は、「日本人学生と雑談」する場合には、日本語の使

用が目立って多くなることが分かった。理工学系の研究室に配属される留学生にとって、日

本人学生とのコミュニケーションは極めて重要だと考えられるため、日本語の円滑かつ適

切な運用を支えるような日本語教育が必要ではないだろうか。    

                                                

(6) 求められる日本語能力・目指す日本語能力 

 指導教官から求められる日本語能力と、学習者が目指す日本語能力について、図 21 と図

22 に示す。 

図 19 研究に関する会話 

図 20 雑談 
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グラフからも分かるよ

うに、指導教官から求めら

れる日本語能力は初級か

ら上級までさまざまであ

り、「まったく求めていな

い」という回答の割合が半

数以上を占めていた。（5）

の研究室での使用言語の

結果でも述べたように、

「打ち合わせ」や「雑談」に

おいて日本語の使用状況が多い傾向はみられるものの、全体的には英語が使用できれば研

活自体には支障がない状況であることを裏付ける結果となった。 

 

だが、「あなたはどの程

度の日本語能力を目指し

ていますか」という質問に

対する答えを見ると、上級

レベル・超級レベルの合計

が 79 名中 58 名となって

おり、昨年度に引き続き、

8 割近くの学生が上級レベ

ル以上の日本語能力を目

指していることが明らか

になった。 

つまり、たとえ研究生活において日本語がそれほど求められていない状況であったとし

ても、学習者はより高度なレベルの日本語を学びたいと望んでいるのである。教育現場にお

いては、学習者が現在所属するクラスの到達目標を明示的に伝えること、場合によってはよ

り高度な文法事項や語彙などを適宜提示することなど、学習者の知的探求心に答えられる

業運営が必要かと思われる。 

この結果を裏付けるように、「大学の中で（あるいは大学以外の日常生活で）日本語がで

きなくて困ること」を尋ねた質問（自由記述）では、さまざまなレベル・状況における回答

が寄せられた。「大学内で困ること」については 22 人の記述があり、そのうち 17 人が、構

内に英語の表記がないこと、国際交流関係の事務スタッフの中でも英語を使用しないスタ

ッフがいること、研究室の機材の使い方の日本語が分からないこと、E-mail が日本語で書

かれているため必要な情報にアクセスできない、など、研究生活を行う上で基本的なサポー

トがいまだ不十分であることが指摘された。また、就職活動のための情報も日本語で書かれ

図 21 指導教官から求められる日本語能力

図 21 学習者が目指す日本語能力
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ていることの指摘も複数あった。「大学以外の日常生活で困ること」は 41 人の記述があり、

病院やレストランに加え、携帯電話の契約という日常生活に欠かせない場面で日本語が分

からない困難さを訴えていた。また、大学で日本語母語話者と話をする機会が少ないという

記述も見られた。逆に、「英語が話せる同僚が助けてくれる」という記述もあったことから、

受け入れ側の意識改善と，日本人学生およびスタッフの支援が留学生の生活にとって重要

であることがうかがえる。 

 (3)の修了後の進路の結果からも、日本での就職を目指す学生が少なくないことも鑑みる

と、今後は、学習者のニーズを踏まえたうえで、日常生活でのコミュニケーションに特化し

た練習を授業内容に組み込んでいくことも検討の余地がある。 

 

2.7.3 まとめ 

 今年度の言語背景調査からは、以下の傾向が見られた。 

 

１．中国語を母語とする学生（漢字圏の学生）の比率が高く、新たにヒンディー語母語話者

の増加が目立った。 

２．3 分の 2 以上の学生は来日前に日本語を学習している。 

３．学生の 3 割は、日本での就職を目指している。 

４．研究室での言語環境は、英語が優勢であった昨年に比べ、日本語の使用頻度が高かった。 

５．指導教官から求められる日本語能力に比べ、学習者の目指す日本語能力が高いことが分

かった。大学内外でも日本語ができないと不利益を被る場面が多く存在することからも、

学習者は日常生活においてより円滑なコミュニケーションを望んでいることが推測され

るため、日本人学生およびスタッフ側の意識改善も必要である。 

 

上記の結果に基づき、今後は、授業での漢字指導の方法や、学習者の来日前の学習スタイ

ルの把握、特に独学で学んだために日本語の体系的な知識が不足している学生に対する指

導、学生が日常生活で困難を感じている場面を極力減らしていけるような授業内容等を検

討していきたい。 
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2.8 短期サマープログラム 

 

日本語教室では、国際連携強化の観点から、短期サマープログラム（全学、提携校対象）

に参加する留学生の日本語コースを開講している。今年度は、6 月～7 月にかけて、全学

（Amgen Scholars Program, UTokyo Research Internship Program(UTRIP), Global 

Summer Program(GSP)）、 提携校対象（Engineering Summer Education Program(ESEP)，

インドインターンシップ日本語講座、他）の各プログラムの参加者を受け入れ、授業を実施

した。 

各プログラムの日本語授業は、受け入れ前に Google Form を使ったアンケートによって

参加予定者の日本語レベルを把握し、それに対応した準備をすることで、スムーズな授業運

営を目指した。テキストは、Amgen, UTRIP, ESEP では、本教室で作成した短期プログラ

ム用の教材を使用した。構成は次の通りである。 

Lesson1 挨拶と自己紹介、 

Lesson2 これは N です（場面：レストランで料理の名前を聞く） 

Lesson3 これはいくらですか、～円です（場面：店でものの値段を聞く、数字） 

Lesson4  N を V ます（動詞文） 

Lesson5 N へ V ました（動詞文過去形） 

Lesson6 V たいです、～は Adj です（い/な形容詞） 

 

また、日本人学生を対象にボランティアをメールや授業での告知を通して募り、適宜授

業に参加してもらうことで、留学生と東大の学生との交流促進を図り、東大へ関心の喚起

と日本語学習への動機付けを目指した。 

以下、各プログラムの概要と活動を報告する。 

 

2.8.1 Amgen Scholars Program 

(1)概要 

実施期間：2019 年 6 月 12 日～6 月 18 日 

時間  ：9：00～10：40 

テキスト：短期プログラム用教材 

参加者数：15 名                            

日本語レベル：ゼロ～初級レベル 

 

(2)活動内容 

 ゼロ～初級レベルの学部学生を対象に、日本での滞在に必要なフレーズを中心とした 5 日

間の授業を設計した。テキスト及び板書も全てローマ字で統一し、ひらがな・カタカナは導

入しなかった。内容と進度は以下の通りである。 
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日時 
教員 

授業内容 教室 

1 6/12（水） 
岩田（常勤） 

教室用語、あいさつ、ローマ字の長音表記の説明 

Lesson1 自己紹介 

722 

2 6/13（木） 
岡（常勤） 

Lesson2「これは Nです」、「ここは Nです」、 

1 から 10 までの数 
722 

3 6/14（金） 
岩田（常勤） 

Lesson2 の復習「これは何ですか」、「～はどこ～ですか」 

Lesson3 数字１から 90000 まで、買い物の表現「これはいくら

ですか」 

701 

4 6/17（月） 
古市（専任） 

Lesson4「かぶきを見ます」「ごご何をしますか」 

歌舞伎について動画鑑賞 

722 

5 6/18（火） 
岡（常勤） 

Lesson4 の復習 

Lesson5「昨日かぶきを見ました」「たのしかったです」 
722 

 

 事前アンケートである程度予測はしていたが、学生の日本語能力は、日本語の挨拶も知ら

ないレベルから、ごく簡単な日常会話ができるレベルまで、かなりレベル差があった。だが、

グループワークで既習者が未習者を助ける場面が見られるなど、レベル差があることで、プ

ラスの教育的効果が出ていたと思われる。最終日には、歌舞伎鑑賞を始めとする都内観光や

本郷キャンパス周辺のレストラン情報など、日本滞在での経験について日本語で伝えるこ

とができていた。 

 また、4 日間は、学生ボランティアが 2 名ずつ参加し、教員と共にグループワークの際の

発話の確認、学生からの質問の対応などを積極的に行ってくれた。 

 

(3)成果と課題 

 Amgen の受け入れは本年度が初めてであったが、受け入れ担当の国際交流課との連携も

スムーズにいき、特に問題なく終了した。 

8 週間の全日程のうち、日本語のクラスは 5 日間の午前中のみであり、留学生達は日本語

のクラス終了後は各自受け入れ先の研究室に向かい、研究活動を行っていた。タイトな日程

の中、留学生たちはよく日本語学習に励んでおり、習った表現を翌日には使いこなせるよう

になっていた。短い期間ではあったが、留学生および受け入れ先の研究室のニーズに合った

授業設計ができたと思われる。 

  

2.8.2  UTokyo Research Internship Program(UTRIP)  

(1)概要 

実施期間：前半：6 月 14 日～6 月 20 日  後半：6 月 28 日～7 月 4 日 （各 5 回） 

 前半クラスには、UTIRP の First crew, 後半は Second crew の留学生が参加 

し、同じ内容を学ぶ） 
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時間  ：前半後半とも 17:00～18:30 

テキスト：短期プログラム用教材 

参加者数：前半 5 名 後半 9 名 ボランティア 5 名       

日本語レベル：ゼロ～入門 

  担当：宮瀬、米谷 

 

(2)活動内容 

内容と進度は下記の通りである。 

 
回 

実施日（前半・後半） 
担当教員 

授業内容 教室 

1 6/14（金）6/28（金） 
宮瀬（非常勤） 

教室用語、あいさつ、 

Lesson1 自己紹介、L2 これは何ですか 

88M 

2 6/17（月）7/1（月） 
宮瀬（非常勤） 

Lesson3「これはいくらですか」 

数字：1から 10000 

「～が好きです」、形容詞導入 

88M 

3 6/18（火）7/2（火） 
宮瀬（非常勤） 

Lesson4「～を食べます･飲みます」「～へ行きま

す・帰ります」 

88M 

4 6/19（水）7/3（水） 
米谷（非常勤） 

自己紹介、L1～L4 復習 

Lesson5「V ました･V ませんでした」 

88M 

文化体験活動 浴衣の着付け、茶道体験 88L 
5 6/20（木）7/4（木） 

宮瀬（非常勤） 
V 過去形復習 

Lesson6「～はどうでしたか・～かったです」 

形容詞過去形 

「～たいです」最後のスピーチ 

88M 

担当教員の記録によると、留学生は、非常に熱心に活動に取り組み、早いスピードで習得

が進んだようである。最後のスピーチ活動では、一人ずつ日本語で書いた作文を音読したが、

いずれも豊富な内容で素晴らしく、日本での生活を楽しんでいる様子がうかがえたとのこ

とである。 

 

(3)日本人学生との活動 

 このプログラムには、5 名の日本人学生ボランティアが参加し、前半と後半に 1 回のクラ

スに 1，2 名ずつ入って留学生の日本語学習をサポートした。1 名を除いた 4 名は、本教室

の「多文化理解プロジェクト」の受講生で、そのうち 1 名は多言語交流会 International 

Lounge（4 章 2 項参照）の Language Assistant ということもあり、いずれも留学生との交

流に関心がある学生であった。授業後に留学生と誘い合って夕食に行くなど、教室を離れた

交流もできたようである。 

 

(4)文化体験活動 

 First crew と Second crew の留学生の滞在スケジュールが重なる時期を狙って、文化体
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験活動を実施し、14 名が参加した。まず、浴衣の着付け体験、それに続いて自分でお茶を

点てて味わう茶道体験を行なった。実際に浴衣を着たり、お茶を点てたりする体験を通して、

知識を講義形式で学ぶだけでは得られない文化に対する理解の深まりがあったのではない

かと思う。 

 

(5)成果と課題 

 UTRIP の学生の受け入れは初めてであったが、担当教員の指導と日本人学生ボランティ

アの協力によって、充実した内容になったように思う。参加した留学生からは、「期間が短

くて残念だった、もっと長い期間学びたかった」という声があった。UTRIP は、専門の研

究活動が主となるプログラムであることから、日本語学習に充てられる時間には制限があ

るが、今後も参加した留学生が帰国してからも日本と本学に対する関心が持続するような

内容にしていきたい。 

 課題としては、UTRIP 受け入れ担当の国際課推進室との連携を密にすることである。今

回、UTRIP と本学の学生の交流会の情報を学生ボランティアから受け、国際課推進室に問

い合わせて情報を周知する、ということがあった。今後は、連絡を密にすることで、情報共

有に漏れがないようにしていく必要がある。 

 

2.8.3 Global Summer Program (GSP) 

 

 (1)概要 

実施期間：2019 年 6 月 25 日～2019 年 7 月 4 日 

時間  ：1 限 9:00～10:40  2 限 10:50～12:30 

テキスト：Basic Japanese for Students はかせ 1 

参加者数：6 名                            

日本語レベル：入門レベル 

単位：2 単位 
担当教員：岡、金、猪狩、片岡 

 

(2)活動内容 

当該コースは、GSP の学生を対象とした入門コースである。参加者は、日本語を初めて

学習することから、JLCSE の入門コースをもとにシラバスを作成した。学生に提示した授

業内容とシラバスは下記の通りである。 
 
Japanese Language Class, School of Engineering, University of Tokyo(JLCSE) 
 Level : Introductory 
 Period : 2019/ 06/ 25 - 2019/ 07/ 04 
 Hour: 9:00 - 10:40, 10:50-12:30  
 Room: 722 
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 Objectives : To focus on developing communication abilities, to learn basic sentence 
structures at the introductory level.  

 Textbook : Shinso-Ban Basic Japanese for Students Hakase 1 Ryugakusei no 
Nihongo Shokyu 45 Jikan, 3A Network 

 Evaluation : Classroom activity 10%, Assignments(including oral presentation) 20%, 
Vocabulary Quiz 10%, Mid-term exam 30％, Final exam 30％, 

 Course will be completed if all the following requirements have been met; 1) Have 
attended more than 70% of classes 2) Have completed final exam and/or final 
assignment  

 Letter grades for the entire course will be assigned as follows: A:80-100% B:65- 79% 
C:50-64% F:0-49%  

Notes :  
・2 Credits will be acquired when you complete the course. 
・Missing more than 30 minutes of each class is considered as an absence. 

Arriving to class late or leaving class early 3 times will be regarded as one absence. 
・The lesson contents, schedule and classrooms below are subject to change.  
 
 
 
 

date 
instructor 

 Lesson contents Room 

1 6/25(Tue) 
岡(常勤) 

Orientation ， L1 ( ① Self-introduction ② Exchange 
greeting  ③ Numbers) L2(Asking about names, 
nationalities, etc.)  

722 

2 6/26(Wed) 
猪狩(非常勤) 

Vocabulary quiz (L1,2) , L3(①Asking about the names 
of people and things ② Expressing possession), 
L4(Learning the non-past polite form of verbs: masu-
form) 

722 

3 6/27(Thu) 
片岡(非常勤) 

Vocabulary quiz (L3,4) , L5(Asking and telling time), 
L6(①Describing coming and going ②Learning the 
past tense of polite form verbs) 

722 

4 6/28(Fri) 
キム(常勤) 

Mid-term exam, Vocabulary quiz (L5,6), L7(Telling 
the date, month and year) L8(Talking about the 
existence of people and things) 

722 

5 7/1(Mon) 
古市(専任) 

Vocabulary quiz (L7,8), L9(Talking about the 
existence or location of people and things) L10(①
Expressing reasons for actions ② Giving and 
receiving) L11(Learning the non-past polite form of 
adjectives) 

722 

6 7/2(Tue) 
岡(常勤) 

Vocabulary quiz(L9,10), L11(Describing things and 
states using adjectives) L12(Learning past-tense 
polite form of adjectives and nouns)  

722 

7 7/3(Wed) 
猪狩(非常勤) 

Vocabulary quiz(L11,12), L13(Expressing what you 
want), 
L14(Expressing preferences and skillfulness) 

722 

8 7/4(Thu) 
片岡(非常勤) 

Vocabulary quiz(L13,14), Final exam, Oral 
presentation 

722 
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授業の進度は、1 コマ毎に教科書の一つの課を終わらせるように進めた。各課の終了後に

語彙クイズを行い、学習した語彙が十分に定着しているかを確認した。また、中間試験・期

末試験・期末発表を実施し、学習した文法項目を十分に理解しているかを確認し、学習内容

を応用した口頭表現能力についても練習と確認を行った。参加者の背景は、National 

University of Singapore と Princeton University から派遣された学生で、シンガポールや

中国、アメリカなどの出身であった。参加者の中には、ひらがな・カタカナが読める学生も

1 名いたが、その他の学生において文字は未習であったため、当該コースにおいては、ひら

がな・カタカナなど文字の導入は行わず、すべてローマ字を使用した授業を行った。参加者

は、非常に熱心に授業に取り組み、試験や発表を含め、授業内外の日本語でのコミュニケー

ションにも積極的に取り組む様子が見られた。 

 

(3)成果と課題 

 当該コースにおいて、参加者たちは非常に熱心に学習に取り組み、参加者 6 名全員がコ

ースを修了することができた。また、短期プログラムでありながら、単位取得が可能であっ

たことで、参加者たちにとって良い動機付けになったのではないかと考える。さらに、

JLCSE において学習者数が多くないシンガポールやアメリカ出身の参加者を対象に入門コ

ースを運営し、基礎日本語の学習を通して日本への関心や異文化交流を行うことができた

ことも成果として考える。一方で、当該コースは、約２週間という短い期間の間に、通常入

門コースで７週間をかけ行うカリキュラムを実施する必要があり、カリキュラムが過密だ

ったことで、参加者の負担も大きかった可能性がある。今後は、学習者の滞在期間などを考

慮し、参加者の負担にも配慮したコース運営に改善する必要がある。 

 

2.8.4 提携校対象プログラム  

2.8.4.1 Engineering Summer Education Program (ESEP)  

 工学系の留学生を対象としたプログラムで、2 回の日本語授業への参加が希望とのことで

あった。事前のアンケートの結果、受講希望者の日本語レベルは、未経験者 14 名、入門レ

ベル 6 名、初級前半レベル 5 名、初級後半レベル 3 名、中級後半レベル 3 名であった。そ

こで、未経験者対象にゼロ初級クラスを一つ設定し、他は、通常コースでレベルが合うクラ

スにそれぞれ 2 回参加してもらった1。以下は、ゼロ初級クラスの報告である。 

 

(1)ゼロ初級クラスの概要 

実施期間：7 月 2 日、5 日  105 分の授業 2 回 

テキスト：オリジナル教材：場面シラバス 

  L：1 自己紹介 L2：食事 L3：買い物 L4：日常生活の活動 

参加者数：13 名 
                                                  
1 入門レベル 6 名は入門コース、初級前半レベル 5 名はインテンシブ初級Ⅰ、初級後半レ

ベル 3 名は初級 4 と中級 1 総合を各 1 回、中級後半レベル 3 名は中級 3 総合に参加した。 
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(2)活動内容 

 工学系サマープログラムに参加した学生のうち、日本語未学習者 14 名を対象とし、東京

大学に滞在中に必要と思われるゼミでの自己紹介・挨拶、食事マナーと日本の食事、お土産

の買物、日常生活における活動の表現を中心に練習を行った。L2 の食事場面では、宗教的

に避ける食材の聞き方、L3 買物場面では聞き取れない言葉の聞き返しなど、会話ストラテ

ジーについて指導した。クラスでは、活発で楽しく学ぶために、主にペアワークでインフォ

メーションギャップを用いた活動、インタビュー活動などの会話を中心とした日本語学習

を行った。 

 

(3)成果と課題 

 大学生活に必要な会話練習に中心だったこともあり、学習者は非常に熱心に学んだ。工学

系研究科が提供しているサマープログラムの中で留学生同士が出会える最初の機会だった

ので、第 1 回目の自己紹介で全員の名前を覚え、友達なるタスクを行った。2 回目の授業で

は、全員が互いに名前で呼び合い、クラスに一体感が生まれた。日本語を学ぶだけでなく、

各国から集まった学生間のコミュニケーションを活発にすることも重要な本活動の役割で

ある。この講義をきっかけに多様な文化背景の留学生同士が友達になり、学生間の活動が広

がることは一つの成果だと言える。一方、時間的な制約が厳しいため、日本語を知るよい機

会になったと思うが、日本語学習として限界がある。 

 

2.8.4.2  インドインターンシップ・さくらサイエンスプログラム 

(1)概要 

実施日：5 月 14 日、6 月 24 日、12 月 19 日 いずれも 4 時間 

テキスト：オリジナル教材 

  L：1 自己紹介 L2：食事 L3：買い物 L4：茶道 

参加者数：インド工科大学生、大学院生 約 10 名 

 

(2)活動内容と成果 

インド工科大学を中心とした短期滞在インターンシップ生を対象とした日本語・文化講義

である。この講義によって、インド人学生が日本語・日本文化に興味を持ち、東京大学での

インターンシップを有意義に過ごすための支援が目的である。 

研究室で必要と思われる自己紹介、日常生活で必要な食事マナーと日本の食事、お土産の

買い物に場面を絞り、会話を中心に練習した。前述した ESEP と同様、主にインフォメー

ションギャップを用いたペアワークの活動、インタビュー活動などを行った。L4 では日本

文化を知る契機として、茶道に関する DVD を鑑賞し、各自が茶道を体験した。 

この日本語講座と文化体験はインド人インターンシップ生が日本を知り、日本での留学生

活を検討する上で貴重な機会になっているであろう。 

120



 

2.8.4.3  JTRE（エネルギーシステムと都市のレジリエンス工学 日本トルコ協働教育プロ

グラム：世界展開強化事業） 

JTRE プログラムで来日した主に大学院生を対象に、日本およびトルコでの研究、インタ

ーンシップに際して必要な日本語の基礎やその背景にある日本文化・習慣の概念について

講義した。日本語・トルコ語が膠着語である類似性を活かし、①言語や文化に対する理解

を深めること。②積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成すること。③情

報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を養うことを目指した。日本人

教員とトルコ人教員が協働で講義を実施した。 

 

(1)概要 

実施期間：7 月 22 日 9 時~17 時  

テキスト：オリジナル教材 

  L：1 自己紹介 L2：食事 L3：買い物 L4：日常生活、L5：茶道 

    トルコ人教員のトルコ語による日本文化、日本日常生活についての講義 

参加者数：イスタンブール工科大学、中東工科大学、ボアジチ大学の学部生・大学院生  

22 名 

 

(2)活動内容 

本プログラムの対象者は、約 2 週間大学でのインターンシップのために滞在する大学院

生が主である。日本人教員による日本語講座は、対象者が大学で必要と思われる自己紹

介、日常生活で必要な食事マナーと日本の食事、お土産の買い物、日常生活に必要な行動

に場面を絞り、会話を中心に練習した。また、テキメン教授が日本語とトルコ語の言語比

較、ならびに日本事情に関してトルコ語で講義を行った。さらに、茶道の文化体験を行っ

た。 

 

(3)成果と課題 

日本語・日本文化事情に関するアンケートの最も多かった回答例として、「Japanese 

language courses were very helpful during my stay. I believe increasing the 

volume of the course would be even better.」とあるように、日本で過ごすために基本

的な日本語学習は有効であったようだ。一方、1日の日本語、日本文化講義は時間的な限

界があるため、学習者が希望しているように、講義時間の検討が必要であろう。 

 

2.8.4.4 カリフォルニア工科大学（California Institute of Technology, Caltech）との交流会 

 本交流会は、日本企業でインターンシップをしている Caltech の留学生と東大生が双方
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の大学に興味、関心を広げること、そして双方の日本語教室および大学間連携が深まること

を目的としている。この交流会は今年度から COIL 型教育への拡大へと繋がった。 

 7 月 19 日に Caltech 主催のランチ会後に、東大に移動し、東大生が企画した交流会を行

った。今年度は１）日本社会、歴史、東大の情報日本文化クイズ、２）茶道と折り紙の文化

体験、３）キャンパスツアーを行った。茶道と、折り紙の活動は、それぞれ東大の学生クラ

ブの学生が指導してくれ、日本語教室と学生クラブが連携する契機となった。 
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第３章 日本文化事情・文化体験 

 

3.1  S1S2 日本文化体験 

 

(1)生け花ワークショップ（5月 15 日） 
 「一葉式いけ花」の鈴木敦子氏を講師として招き、を招いて生け花ワークショップを開催

した。薔薇や向日葵など、色鮮やかな花を学生達は思い思いのアレンジで仕上げていった。 

一輪の花が生け花によって静から動へと変わっていく様子を見ることは、学生達の貴重な

体験となり、とてもリラックスしたひとときであった。 

 
(2)相撲部屋との交流（6月 5日） 

毎年恒例となった尾車部屋との交流会も、今年で 7回目となった。今年は、力士の野上豪

規氏、天風健人氏、竜風良太氏、世話人の錦風真悟氏をお招きして、日本の国技である相撲

を紹介していただいた。 

質疑応答の後、股割り体験、四股踏み、相撲体験など、大きな力士達に負けじと学生達も

大健闘するなど、終始笑い声に包まれた楽しい交流会となった。 

最後は尾車部屋からたくさんの浴衣の反物を頂き、学生達に抽選で嬉しいプレゼントを

することもできた。 

 

(3)浴衣ワークショップ(6 月 26 日) 

 ボランティアの方々にご協力いただき、毎学期大好評の浴衣ワークショップを実施した。 

 最近は浴衣を着て花火を見に行きたいという学生も多く、自分の浴衣を持っている学生

もいた。 当日は、男子学生も女子学生もまず真剣に柄選びをした後、帯の締め方に悪戦苦
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闘しながら一生懸命に浴衣の着方を学んでいた。 着付けが終わった後は記念の写真撮影

会があちこちで開かれ、賑やかなワークショップとなった。 

  
(4)茶道体験（7月 3日） 

 茶道体験も、最近の「まっちゃ」の知名度の高さもあり、人気のイベントである。 

 参加した学生は、コーヒーや紅茶とはまた違った茶道の作法に少々緊張しながら、茶道の

世界を楽しんでいた。限られた時間でのミニ茶会だったが、甘いお菓子の後にいただく自分

で点てたほろ苦いお茶は、格別の味であったと思われる。「茶道の道具はどこで買えますか」

という質問も出る等、この体験を機に茶道の世界に関心を持つ学生もいたようである。 

  
(5)七夕（7月） 

 毎年日本語教室の廊下に飾っている七夕の笹に、学生達は思い思い

のお願いごとをしたためた。 

 「試験に合格できますように」「彼⼥ができますように」「家族が健
康で幸せに暮らせますように」といったそれぞれの思いを笹に書いて
いた。 
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3.2  A1A2 日本文化体験 

 

(1) 華道ワークショップ（10 月 23 日） 

一葉式いけ花の鈴木敦子氏を講師として招

き、S1S2 学期同様、華道ワークショップを開催

した。A1A2 学期では、これまでのような持参し

たマグカップではなく、ペットボトルを利用し

たエコな花瓶が用意された。赤、黄色、ピンク

と美しい季節の花を剪定鋏を使って生ける留学

生たちの⽬は真剣そのもので、出来上がりに⼤
変満⾜した様⼦だった。 

 
(2) 茶道体験（11 月 6 日） 

実際に自分でお茶を点てて

飲む茶道体験を行った。毎年、

留学生に大人気のイベントで、

今年も多くの学生が参加した。

今回は東京大学茶道サークル

の学生にご指導を依頼したこ

とで、留学生と日本人学生との

交流にもなり、これまでと違っ

た場を提供することができた。

定員 15 名の 2 セッションで行

い、ぎこちないながらも茶筅を

振り、お茶を点てることを楽しんだ。この機会にお菓子やお茶のいただき方も覚えてもらい、

自国でも自信を持ってお茶を振舞ってもらえたら幸いである。 

 
(3)着物体験（11 月 27 日） 

恒例となった着物体験を 11 月 27 日に実施した。シニアボランティアの方々の協力を得

て、女子学生 23 名、男子学生 22 名の着付

けをしていただいた。着物はもちろんのこ

と、下駄、帯紐などの小道具にも興味深く

手に取ってじっくり見ていたのが印象的だ

った。また髪形や足袋代わりの靴下を着物

に合わせてコーディネートしている学生も

いた。着付けの後は、例年通り全員でキャ
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ンパスの銀杏をバックに写真撮影をした。雨模様であったが、撮影時は雨もやみ、通行人

たちからもカメラを向けられていた。

 

 

(4) こけし作りに挑戦しよう！（12 月 11 日） 

授業ボランティア OB から日本語教室

に提案があり、実現した新企画で、白木

のこけしに各々が専用の絵の具を使って

絵付けをし、世界に一つだけのこけしを

作るイベントである。講師として、鳴子

温泉の職人の方を招聘した。初めは、

「こけしって何？」と戸惑い気味だった

留学生も、次第に集中して一生懸命こけ

しの顔を描き、それぞれ個性のあるこけ

しが出来上がった。60 名近くの学生が参加し、大変盛り上がったイベントであった。 

 

(5) お汁粉体験（1月 6日～10 日） 

日本語教室内では毎年、お汁粉を作って学

生に振舞っている。お正月にお供えした鏡餅を

皆で味わう「鏡開き」を学生たちに紹介し、日

本の文化を実際に感じてもらえる良い機会と

なっている。「すごく甘い」と言いながらもお代

わりをする留学生もいて、和気あいあいとした

和やかな雰囲気の中、5 日間でお餅 5 キロを消

費した。 
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第 4 章 国際交流支援 

 

日本語教室では、国際化推進の一環として、留学生に対する日本語力の涵養と日本

文化理解だけでなく、留学生と日本人学生の相互理解やコミュニケーション能力の相

互育成も一つの責務と捉えている。その立場から、日本人学生が「学生授業ボランテ

ィア」として日本語授業に参加する取り組み、および多言語交流会（International 

Lounge、旧 ICYou (International Cafe for You)）等の活動により、日本人学生と

留学生の相互支援と交流の場を創り出し、双方のコミュニケーション能力の育成を目

指している。 

 

4.1 学生授業ボランティア 

2012 年度冬学期から始まった学生授業ボランティア受け入れによる留学生の日本

語学習支援の取り組みは、留学生、授業ボランティアとそれらに関わる教職員それぞ

れに気づきや学びをもたらしている。 

(1) 募集方法 

学生ボランティアの募集方法は二つある。一つは学内の体験活動推進チームの体験

活動プログラムを通じての募集1である。これは、4 月に募集し、審査を経て決定した

学生が A1A2 からボランティア活動を開始するものである。もう一つは、学内のポス

ターの掲示、ウェブサイト、ポータルサイト等からの発信を通して直接日本語教室か

ら募集をかける方法で、通年での随時募集と受け入れを行っている。原則として、ボ

ランティアの学生には、参加を決めたコースの授業になるべく毎回出席するように依

頼しているが、意欲があっても継続的参加が難しい学生もいることから、2017 年度

A1A2より、定期試験の時期に 1，2回参加する単発のボランティアも募集している。 

(2) 活動内容 

ボランティアは、授業担当教員の指示のもと、日本語学習の活動に留学生とともに

参加し、会話練習、ペアワークをサポートするパートナーとして、あるいはディスカ

ッション等で意見交換する対等なメンバーとして参加する。単発での参加の場合は、

口頭発表準備のサポート、本番での発表に対するフィードバックといったことが任さ

れる。毎回、参加した日の活動内容と感想を報告書に記入し、学期終了後は、アンケ

ートに回答してもらっている。短期プログラム（第 2 章 8 節参照）にも必要に応じて

募集をかけ、サポートをお願いしている。 

 

                                                      
1 体験プログラムの日本語教室ボランティアは、2012 年以来、毎年 10 名前後を受け入れてきたが、ここ数年

は若干少なく、2018 年度は 7 名、2019 年度は 8 名であった。留学生との対等で継続的な関係構築の意義を

理解し、留学生とともに学ぶ姿勢があるかどうかを目安に審査しており、応募者は、原則受け入れるようにし

ている。採択された学生ボランティのアの中には、学期途中で自己都合で継続できなくなる人もいるが、おお

むね積極的に活動に参加しており、留学生からも好評である。 
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(3) 参加学生数の推移 

次に示す図 1 は、ボランティアの参加者数の推移である。例年 S1S2 に比べて

A1A2 が多いのは、先述の体験活動プログラムの応募者が参加するためである。昨年

度は、参加学生数がやや減少したが、2019A1A2 では、増加に転じた。その背景に

は、前年度の 3 月に実施した国際交流合宿に参加した日本人学生や海外の大学が実施

する日本語の授業にサポーターとして参加する体験活動プログラム（第５章１節参

照）に参加した学生、また、2019S1S2 に「多文化理解プロジェクト」を履修した日

本人学生等が留学生との交流や日本語学習支援に強い関心を持つようになり、学生ボ

ランティアに応募してくれたこと等、日本語教室で実践している国際交流の様々な実

践がつながってきたことがある。 

ここ数年、学期開始前にボランティアを希望する学生に向けて説明会を数回実施

し、各コースの授業内容

の概要とボランティアの

役割について知ってもら

う説明会を開催し、内容

の周知に努めている。 

課題として、日本語教

室から日本人学生へ直接

アクセスするチャンネル

が乏しいことがあり、 

 

学内掲示のポスターやホームページ、教員や知人の紹介では、体験活動プログラムに

関心がそれほどない（しかし、国際交流には関心がある）学生への周知に限界があ

る。この点を踏まえ、ここ数年、本学の学内における日本人学生向けの広報（工学系

のメーリングリストや他の学内の国際交流関連の媒体等）を積極的に開拓している。 

 

(4) ボランティア学生の背景 

2019 年度 A1A2 は、22 名の授業ボランテ

ィアが初級～上級の 18 コースの授業に参加

した。大学院生と学部生のバランスは、昨年

度同様、今年度も、院生が 2 名、学部生 20 

名と、学部生の参加が大きく上回った。 

図 2 は、それぞれの所属が占める割合を示

している。今年度、院生は工学系以外の学生

であり、学部生の場合も工学系は 1 割で、そ

れ以外の多様な所属の学生が参加しているこ

図 1 ボランティア数の推移 （単位 :人)
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とがわかる。 

ボランティア学生の参加態度は、おしなべて熱心である。駒場キャンパスを学業お

よび生活の本拠地としている学部生も、この授業ボランティアのために本郷キャンパ

スに来る労をいとわず、教室活動を通した留学生との関係構築に努めている。 

 

(5) アンケート結果 

例年同様、各学期の終了後、アンケートを実施し、S1S2 に 7 名、A1A2 に 12 名よ

り回答を得た。以下、回答で注目すべき点をまとめる。 

留学生との交流については、S1S2 でほぼ全員、A1A2 では 75％が交流できたと回

答している。コメントからは、授業での言語的、文化的な情報交換だけでなく、余暇

に一緒に出かける等、教室外の交流もできていたようである。交流が不十分だった回

答者の理由としては、時間的制約や自身の消極的な態度が挙げられている。 

ボランティアを通して得るもの（発見や学び等）があったか、という問には、ほ

ぼ全員が「そう思う」と回答している。母語である日本語を学習の対象としてみた

時の発見は、多くの学生が指摘するが、そのほかに、相手に合わせて自分の日本語

の話し方を調整する必要性、留学生の目を通した東大の在り様についての言及も見

られ、多様な気づきが得られたことが窺われる。 

 留学生への貢献についても、ほぼ全員が貢献できていたと回答している。自分たち

の世代でよく使われる表現の紹介や、大学生の生活に必要な情報の提供等を通して積

極的に関わっていたようである。 

 

4.2 多言語交流会 International Lounge（旧International Cafe for You) 

日本語教室では、2012 年度より、留学生の日本語能力の涵養と学内の国際交流、

多文化理解の促進、国際化推進を目的とした多言語交流会2を実施している。 

2018 年度までは International Cafe for You として開催してきたが、会場としてきた

工学部 11 号館が 2019 年度に改修工事のため会場として使えなくなったため、同会場

で金曜日に実施されてきた国際化教育センター主催の国際交流活動（ International 

                                                      
2 多言語交流会は、2012 年度から 2015 年度まで、日本語を使って自由に会話する Japanese 
Lunch Table(JLT)として実施してきたが、2016 年度より、多言語・多文化の交流により重点を

置くことにし、使用言語を日本語から多言語にシフトさせた。これに伴い、名称も International 
Cafe for You （以下 ICYou)と改名した。JLT を ICYou に改名したのには、次のような現状を踏

まえ、多言語・多文化交流を活発にさせたい意図があった。2015 年度までの JLT は、多忙な留学

生と日本人学生たちが「日本語」で交流する場を提供してきたため、言語の面では一定の留学生参

加者数を得ることができた。一方で、日本人学生の参加が少なく、「日本語」という制約のある言

語環境では、英語を話したい日本人にとっては魅力がやや足りないことが窺えた。また、日本語初

心者の留学生にとっては全て日本語で話すということは非常に困難であった。こうした背景を踏ま

え、2016 年度は、使用言語の制約を取り払い、さらに日本人学生の参加を促し、日本語学習歴が

浅い留学生にも参加してもらえるような多言語・多文化交流の場に転換することとした。その結

果、参加者は留学生、日本人ともに前年度より増加し、学期を通して一定数の参加が得られた。 
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Friday Lounge，IFL)と一本化し、2019 年度に下記の要領で実施した。 

趣旨：リラックスした自由な雰囲気の中で、留学生・日本人学生がお互いの持つ言語

的・文化的・社会的リソースを用いながら対等な立場で交流し、背景の異なる

他者との相互理解のためのコミュニケーション経験を積む多言語交流の場を提

供する。それによって、留学生と日本人学生が、各々の日常生活と学業生活の

充実につながるネットワークやコミュニティ（仲間づくり）を生み出せるよう

になることを目指す。 

名称  ：International Lounge（IL） 

主催  ：工学系研究科国際工学教育推進機構  

運営  ：国際化教育センターおよび工学系日本語教室  

協力  ：グローバルキャンパス推進本部 

開催日時：週1回金曜日 12:10～13: 10 

2019S1S2 2019年4月12日～7月26日 

2019A1A2 2019年10月4日～2020年1月24日 

場所  ：学生交流広場（理学部1号館東棟 Go Globalセンター内） 

 

 Language Assistant(LA)3に関しては、参加者間を取り持つファシリテーターと

して、また、運営側と参加者の橋渡しの役割を果たす存在として重要であるという認

識から、IL でも留学生と日本人学生に担当してもらうこととし、2019 年度は、留学

生 3 名、日本人学生 2 名を採用した。 

 業務は、国際化教育センターと業務を分担して実施した。2019 年度の通常の活動

は、S1S2 に 15 回、A1A2 に 15 回実施した。イベントは、S1S2 は歓迎パーティー

（4 月）、七夕、学期末パーティー（7 月）、A1A2 は歓迎パーティー、ハロウィン

（10 月）、白玉カフェ（11 月）、ハッピーホリディパーティー（12 月）、学期末パ

ーティー（1 月）を実施した。  

参加人数は、S1S2 に平均 32 名程度、A1A2 に、平均 29 名程度が参加しており、

昨年度に比べると大幅に増加している。 

 2020 年度は、再び工学部 11 号館 2 階を会場とするが、実施形態は、今年度と同様

に国際化教育センターと共催で International Lounge として週 1 回金曜日に実施す

る予定である。 

                                                      
3 2013 年以前は、特定の学生に Language Assistant(賃金報酬有)として、ファシリテーター的

な役割を果たしてもらっていたが、ICYou の趣旨が、参加者が互いに「対等」な立場で出会う場

を作ることであることから、2013 年度以降は、採用しないできた。しかし、準備、設営等を担当

する LA が必要になり、2017 年度より 3 名の日本人学生(いずれも学部生)に依頼し、賃金報酬有

で参加してもらった。また、特別行事に際しては、この 3 名に企画運営と当日の留学生と日本人学

生の関係作りのサポートに関わってもらった。いずれの LA も積極的に活動に取り組み、一定の成

果を出すことができたと考える。 
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第 5章 海外協定校とのネットワークの構築と連携 

 

現在、東京大学大学院工学系研究科では世界各国の約 100 大学（部局間も含む）と研究

者および留学生の交流を推進する協定が締結されている。日本語教室では、海外協定校と支

援ネットワークを構築し、連携を深めている。2019 年度は、下記の通り、体験活動プログ

ラム、世界展開力強化事業、工学系サマープログラム日本語・日本文化講義支援を実施し、

工学系研究科、東京大学の国際化教育に協力、支援をしている。 

 

1. 体験活動プログラム：日本語教室が主催し、日本人学生の国際総合力の育成、海外協定

校日本語教室の学生の日本語学習の促進と日本文化体験を目的とした交流プログラム

を企画・実践している。 

・ミュンヘン工科大学での体験活動（2019 年 9 月 11 日~18 日）＊新規 

・インド工科大学 Kanpur 校での体験活動（2020 年 2 月 24 日~3 月 3 日）、共同研究 

2. 世界展開力強化事業： 

・トルコ世界展開強化事業の一環として日本語・日本文化講義支援、共同研究 

・米国世界展開強化事業：「日米の COIL 型教育を活用した先端ワールド・グローバル工

学人材養成プログラム」における国際化教育の企画、実践 

3. 工学系サマープログラム日本語・日本文化体験の実践 

4. 協定校とのネットワークの構築： 

・来訪者：カリフォルニア工科大学の平井律子氏、MIT の相川孝子氏、インド工科大学

Kanpur 校の Vatsala Misra 氏、アンカラ大学の Aysenur Tekmen 氏 

・訪問校：KTH、インド工科大学 Kanpur 校、アンカラ大学、カリフォルニア工科大学 

 以下、体験活動プログラムならびに世界展開強化事業に関して詳細を記す。 

 

5.1 体験活動プログラム 

 体験活動プログラムとは、東京大学の学部学生が、今までの生活と異なる文化・価値観

に触れるプログラムで 2012 年度より実施されている。新しい考え方や生活様式を学び、

「知のプロフェッショナル」 に必要な基礎力である、自ら新しいアイディアや発想力を

生み出す力を身に付けることが目指されている。（体験活動プログラム PR 用パンフレッ

ト、https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/h19.html#10） 

日本語教室では、今年度、海外協定校であるミュンヘン工科大学（TUM）とインド工科

大学（IITK）で体験活動プログラムを実施した。 

 

5.1.1 ミュンヘン工科大学における体験活動プログラム 

 今年度、ドイツのミュンヘン工科大学（Technische Universität München, 以下 TUM）

の日本語教育プログラムコーディネーター、宮山麻里枝氏の協力を得て、新規に「ミュンヘ
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ン工科大学での国際交流体験活動」を 9 月 11 日～18 日の一週間にわたり実施した（表 1 参

照）。本体験活動は、TUM における日本語サポート活動および交流ワークショップを通し

てグローバルな視点を獲得するとともに、TUM のキャンパスや企業見学により、ドイツに

おける教育と教養、経済活動の一端を知る機会を得ることを目的とするもので、8 名の学部

学生が参加した。表１に、スケジュールの概要を示す。 

 

表 1 ドイツ体験活動プログラムのスケジュール 

日程 活動内容 

9 月 11 日(水) ミュンヘンの宿泊施設に集合 
9 月 12 日(木) ガーヒングキャンパス見学、ビール醸造所見学、ヴァイエンシュテファ

ンキャンパスの分子生物工学研究室見学 
9 月 13 日(金) TU 日本語教育プログラムコーディネーターの宮山氏によるセミナー、

日本語授業サポート、企業見学（東レ）、東大 OB との会食 
9 月 14 日(土) TUM と東大の学生でグループに分かれて自由行動 

ホームステイ（宿泊） 9 月 15 日(日) 
9 月 16 日(月) 日本語授業サポート、交流ワークショップ、本部キャンパス見学、 

お別れパーティー 
9 月 17 日(火) 自由行動後、ミュンヘン出発 
9 月 18 日(水) 帰国 

 

(1)実施前の準備 

 参加学生 8 名と、オリエンテーションおよび打合せを 2 回、下記の通り行った。 

・6 月 4 日（ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ）：概要説明、役割分担とワークショップのグループ分け等 

・7 月 8 日：TUM の学生との週末プラン作成、日本語授業サポートのガイダンス 

・8 月 15 日：宮山氏が監督した映画「赤い点」鑑賞会、ワークショップの進捗報告 

(2)プログラム中の主な活動 

①日本語授業サポート：ゼロ初級と初級前半の授業に会話活動のパートナー等として参加

した。 

②TUM の学生との交流活動 

・交流ワークショップ：日本とドイツの「大学入学までのプロセス」「大学生活」「卒業後の

進路」について、東大生と TUM の学生がそれぞれグループに分かれて英語で発表し、質

疑応答を行った。 

・混合グループでの自由行動：体験活動開始前に東大 2 名 TUM2 名のグループに分かれて

作ったプランに沿って自由行動（美術館、音楽鑑賞、建築巡り等）し、交流を深めた。 

③企業見学：ミュンヘン郊外の東レの「オートモーティブセンター欧州」を見学し、東レの

方に欧州における日本企業進出の戦略について話を伺った。 

④宮山麻里枝氏のセミナー：映画監督からドイツで日本語教育者に転身した経験を踏まえ、

海外における女性のキャリア形成とライフプランについて話していただいた。 

(3)成果（参加学生のアンケートから） 
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・国際交流の意義：小グループの自由行動とワークショップを通して、TUM の学生との密

な関係構築と文化的な情報交換が非常にスムーズになされたようである。来日した TUM

の学生と連絡を取り合う等、現在も交流が続いているとのことである。 

・留学や海外で仕事することに対する関心の高まり：宮山氏のセミナーや東レの見学、東大

OB との会食などを通して、海外で働く人のさまざまな生き方や考え方に触れることがで

き、大いに刺激を受けたようである。 

 

5.1.2 インド工科大学における体験活動プログラム 

インド工科大学 Kanpur 校（Indian Institutes of Technology Kanpur、以下 IITK）での

活動を中心とした「新興国インドでの体験活動-インド赤門会との交流・IITK 日本語授業サ

ポート-」を 2 月 24 日から 3 月 3 日まで実施した（表 2 参照）。この体験活動では、4 年前

から IITK の日本語教室の教員である Vatsala MISRA 氏、ならびに東京大学インド事務

所長 Neelam Ramaiah 氏のご協力を得て実施している。 

この体験活動では、インドで既成概念にとらわれない、チャレンジ精神を養うことを目指

した。IITK での授業参加・日本語授業サポートを通した学生交流により異文化を理解・尊

重するグローバル意識を育てる機会を提供し、企業訪問およびインド赤門会の先輩諸氏の

との交流によってインドにおけるキャリア形成について学ぶ機会を提供した。今年は 7 名

の学部学生が参加し、IITK 内のゲストハウスに宿泊した。 

 

表 2 インド体験活動のスケジュール 

日程 活動内容 

2 月 24 日 デリー空港に集合、Delhi から Kanpur へ移動 

2 月 25 日 IITK キャンパスツアー、オリエンテーション、 

日本語講義：各グループでプレゼンテーションの準備、書道体験 

2 月 26 日 IITK 内 2 つの小学校訪問（折り紙指導、PPT で日本紹介）、研究室訪問 

日本語講義：各グループでプレゼンテーションの準備、茶道体験 

2 月 27 日 IITK 外の小学校訪問（折り紙指導、PPT で日本紹介）、イスコン見学 

日本語講義：４グループのプレゼンテーション 

2 月 28 日 お寺見学、Kanpur 市内見学 

日本語講義：４グループのプレゼンテーション 

2 月 29 日 インド文化体験（クリケットなど）、セミナーの実施 

3 月 1 日 タージマハルとアグラ城見学 Delhi に移動 

3 月 2 日 住友商事・工場見学、Delhi 市内見学 

3 月 3 日 帰国 
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(1)実施前の準備 

 オリエンテーションは全 4回、下記のとおり行った。 

１）第 1回（6月 27 日）：概要説明、自己紹介など 

２）第 2 回（11 月 25 日）：加藤隆宏准教授（東京大学大学院人文社会系研究科）の「イン

ド文化」についてのご講義、役割分担 

３）第 3回（12 月 17 日）：インドに関する情報共有（学生のプレゼン）、インド人学生との

交流、COIL についてのガイダンス、Vatsala MISAR 氏参加 

４）第 4回（２月 14 日）：COIL 型教育実践の確認、IITK での活動の最終確認 

 これまで 2回のインド体験活動を通して、双方の教員は SNS などを用いた活動前のコミ

ュニケーションが IITK 訪問時のコミュニケーションを容易にし、より効果的な結果に繋が

るだろうと考えていた。そこで、今年度は COIL「Collaborative Online International 

Learning、以下 COIL」を取り入れた。COIL とは、SNS などを用いて、海外大学の学生と協

働で学ぶ教育実践の方法である。事前活動は、1月 10 日から 2月 14 日まで約 6週間 SNS を

利用して行った。IITK の学生と東大の学生が５つのテーマから１つを選択し、グループご

とに議論を重ね、IITK で両大学の学生が調査結果をまとめ、発表を行った。IITK では日本

語科目の時間内に Misra 氏のご指導の下で実施し、東大では、毎週実施結果をメールで教員

に報告した。 

 

(2)プログラム中の主な活動 

①日本・インド文化に関するプレゼンテーション 

 COIL で議論をしてきた結果をグループごとに 2 日間で PPT にまとめ、日本人学生は英語

で、インド人学生は日本語で発表した。初級日本語レベルのインド人学生が、日本人学生と

のコミュニケーションをとおし、日本語の表現を学んだ。また日本人学生もインド人学生と

のコミュニケーションや英語での発表をとおして、英語力の向上に繋がった。 

②日本文化紹介 

 書道では、漢字の成り立ちとその書きかたを説明し、グループごとに書道体験をした。茶

道では、茶道のマナーと日本文化の関係を説明し、一人ずつ茶道のお点前を行った。おにぎ

り体験では、日本の食文化とインドの食文化を比較し、インド米と日本米でおにぎりを作っ

た。また日本映画の上映会を実施した。 

③３つの小学校訪問、カンプール市内見学 

 IITK 内にある対象が異なる 2 つの小学校と学外の小学校を見学し、折り紙を折ったり、

歌を歌ったりして、小学生と交流した。また、学生が作った日本紹介ビデオを小学生の子供

たちと鑑賞した。 

 カンプール市内にあるイスコンやお寺を見学した。 

④タージマハル、アグラ城の見学 

 宗教建造物を見学し，インドの歴史、文化に触れた。 
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⑤リサイクル工場の見学 

 住友商事株式会社事業会社 MKI でリサイクル工場の見学を行い、日本人社員との交流

会を行った。 

 

(3)体験活動の成果 

①インド文化・日本文化理解の促進 

 事前活動におけるコミュニケーションおよび実際にインド文化やインド人学生に直接触

れる 4 日間の活動をとおして、インド文化理解が深まった。一方、インド人学生からの質

問に回答する過程で、日本文化を見直す機会になった。こうして、インドおよび日本文化

を相対化し、客観的に理解する機会に繋がった。 

②異文化コミュニケーション能力の向上と言語学習の動機づけ 

 IITK 内のゲストハウスに宿泊した日本人学生と学内寮に住んでいる IITK の学生は、寝

る時間以外は活動を共にしていた。短期間ではあったが、インド人学生との濃密なコミュ

ニケーションによって、異文化コミュニケーションの向上を認識すると同時に英語学習の

動機づけにもなったようである。 

③日本語教室の連携強化 

IITK および東大の連携強化に繋がったことも体験活動の成果と言えよう。今回は 2 月

29 日に日本語教室が「OPPORTUNITIES FOR HIGHER EDUCATION AND 

WORKING IN JAPAN」セミナーを主催した。ここで東大の国際化の取り組み、日本語教

室の活動を IITK の国際教育関係の教員をはじめ、IITK の学生に発表し、今後の連携につ

いて議論した。 

 

5.2 世界展開強化事業における日本語教育支援 

5.2.1 トルコ世界展開強化事業 

2015 年に採択されたトルコ世界展開強化事業「JTRE：エネルギーシステムと都市のレジ

リエンス工学日土協働教育プログラム」は、今年度が採択事業最終年度である。その総括と

して、7月に 5大学共催によるシンポジウムが東京大学山上会館で開催された。日本語教室

では、トルコの協定校から 22名のインターンシップ生を受け入れ、アンカラ大学の Aysenur 

Tekmen 教授とともに日本語講座および文化体験（茶道）を実施した（詳細は 2 章を参照）。

9 月にテキメン教授とトルコ第 4回日本語・日本語教育・国際シンポジウムに参加し、共同

研究の結果を口頭発表した（詳細は６章 1項を参照）。 

 
5.2.2 米国世界展開強化事業 

2018 年度東京大学は、米国世界展開強化事業として、「日米の COIL 型教育を活用した

先端ワールド・グローバル工学人材養成プログラム」が採択された。2019 年度、日本語教

室は、カリフォルニア工科大学（Caltech）の平井律子教授の協力を得て、日本語学習者と
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主に東京大学工学部の学生を対象とした Collaborative Online International Learning（以

下 COIL）を活用した PBL（project/problem based learning）型授業を実施することとな

った1。参加者は、東大生から 5名（学部 4年生 3名、修士 1年生 2名）、Caltech から 6名

（学部生 5名、博士 1名）であった。なお，今年度における本実践は単位化を伴わないパイ

ロット授業とした。 

表 3は，当初予定していた授業の概要である。目的は，映画やドラマなどの動画を素材と

し、日英の文化比較を行うことにより、異文化理解能力を深め、協働作業を通じて問題解決

能力を高めることとした。具体的には、東大の学生がまず Caltech を訪問し、合同授業お

よび学生間交流を行うことによって、チームを編成し、調査の企画書を共同で作成する。そ

の後、約 6 週間インターネットを利用して Caltech の学生と東大の学生が調査の結果をま

とめ、最後に、Caltech の学生が東大を訪問し、両大学の学生が課題をまとめた発表を行う。 

以上の活動を予定していたが、2020 年 1 月以降新型コロナウイルスの感染が深刻化し、

日米間の移動の制限が厳しくなったことをふまえ、3 月の Caltech の学生の東大訪問を中

止し、最終発表のみオンライン会議の形態で行った。他の活動（表 3 網掛部分）は、延期す

ることとした。 

 
表 3 東大-Caltech の Coil を活用した PBL 型授業の概要(実施前の予定) 

日程 活動内容 

2 月 4 日(火) Caltech にて、キャンパスツアー、学生同士の交流 

2 月 5 日(水) Caltech にて、ミニ講義①、合同授業の実施、チーム作り、企画書作成

作業 
2 月 6 日(木) Caltech にて、ミニ講義②日本語授業サポート、学生同士の交流 
2 月 7 日(金) 平井教授自宅にて、学生同士の文化交流 
 インターネットを利用して、チームごとに企画書を作成する 
2 月 14 日(金) 企画書提出 → 再提出のチームは修正作業を行う 
 インターネットを利用して、チームごとに活動する 
2 月 27 日(木) オンライン中間報告、中間報告書提出 
 インターネットを利用して、チームごとに活動する 
3 月 24 日(火) 東大にて、キャンパスツアー、最終発表の準備 ※ 
3 月 25 日(水) 東大にて、最終発表、懇親会 ※ 
3 月 26 日(木) 学生同士の交流（日帰りバス旅行） ※ 
3 月 27 日(金) 学生同士の交流（都内観光） ※ 

※最終発表はオンラインで実施、他の活動は延期する予定である。 
(1)実施前の準備 

1 月下旬に説明会を実施し、本授業の概要を説明した。本授業のテーマが「比較文化」で

あることから、「文化」についての定義を学生に行ってもらい、異文化コミュニケーション

学において基本的なモデルである「氷山モデル」「島モデル」を紹介した。また、協働学習

                                                  
1 授業内容は次の研究を参考にした。伊集院郁子・岡葉子（2019）「『多文化間協働プロジェクト』実践報

告」東京外国語大学留学生日本語教育センター(45), pp.283-297.   
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とグループワークの違いについて話しあい、実際に数名でタスクを行う体験を実践しても

らった。 

(2)実施した主な活動 

①ミニ講義：東大の学生を対象に、異文化コミュニケーションの基本的な理論について、イ

ンタラクティブな活動を取り入れながら、説明した。 

②合同授業：2 月 6 日に Caltech の日本語の授業で合同授業を実施した。アイスブレーキン

グや自己紹介を通じて、学生同士の相性などを観察し、チーム編成を行った。最終的に 2 人

×4 チーム、3 人×1 チームの計 5 チームを編成し、チームごとにテーマ設定と企画書作成

という課題を課した。 

③日本語授業サポート：Caltech の日本語の授業に東大の学生が参加し、Caltech と東大生

でペアを作り、新出語彙の意味について日本語と英語で確認した。 

④中間発表：2 月 27 日（木）に東大と Caltech 間でスカイプを用いた同期型共同授業を実

践した。各チームでこれまでの進捗状況を説明し、教員からコメントを出した。チームごと

に中間報告書を提出した。 

⑤最終発表：3 月 26 日（木）9：00～11：45（Caltech は 25 日（水）17：00～19：45）に

Zoom を用いた同期型共同授業を実施し、最終発表を行った。テーマは、「日米の笑いの比

較」「食文化の比較とビデオ作成」「ゲイカップルが主人公のドラマの比較」「漫画における

ヒーロー像の比較」「教育制度の比較」と多岐に渡り、それぞれに多様な考察ができていた。 

 (3)成果 

 最終発表後、参加学生 11 名全員にウェブ上でのアンケート調査を依頼し、9 名（東大生

5 名・Caltech 生 4 名）から回答を得た。以下に、主な結果を示す。 

・異文化理解能力の向上：「この授業を通じてアメリカ文化（あるいは日本文化）に対する

理解が深まったか」と 4 件法で質問したところ、東大生・Caltech 生ともに全員 3～4 点

を選択していた。つまり、自文化に対しても異文化に対しても、理解の深まりを感じてい

たことが分かった。 

・言語能力の向上：4 件法で質問したところ、東大生・Caltech 生ともに英語能力の向上（あ

るいは日本語能力の向上）を 2 点～3 点と評価していた。興味深いことに、一部の学生に

おいては母語の能力についても、向上を感じていることが判明した。 

・コミュニケーション能力の向上：4 件法で質問したところ、5 名が 3 点、2 名が 4 点と、

アンケート協力者の 4 分の 3 以上が、コミュニケーション能力の向上を意識していた。 

・その他：満足度はおおむね高く（全員が 3 点か 4 点を選択）、自由記述の欄にも「文化の

違いが分かった」「友達ができた」という評価があった。一方で、Caltech 生の 3 月の来

日が実現できなかったこと、オンラインによる意思疎通が困難であったことについての

指摘もあった。 

来年度は、アンケート調査の結果も踏まえて、授業設計をしていく必要がある。 
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第 6章 研究活動  
 

 2019 年度は、工学系研究科日本語教室の活動および日本語教育分野における研究の成果

を広く周知し、今後の発展のために議論することを目指した。この目的のために、日本語

教育シンポジウムの主催、海外協定校の教員との共同研究の成果および教育実践と各専門

分野に関する口頭発表、論文発表を積極的に行った。 

 

6.1 日本語教室関連の研究活動と成果 

6.1.1 国際交流関連の実践報告 

 昨年度、東京大学で実施したシンポジウムを継続し、8 月 23 日、24 日にスウェーデン王

立工科大学が「2nd International Symposium on Language Learning and Global 

Competence」シンポジウムを開催した。スウェーデンだけでなく、英国、ドイツ、フラン

ス、イタリアの言語教育、研究者が集い、活発な議論が交わされた。ここで、以下の口頭

発表を行った。  

 

Yumiko FURUICHI(2019)Development of Global Competence in Japanese language 

education スウェーデン王立工科大学シンポジウム 2nd International Symposium on 

Language Learning and Global Competence（口頭発表） 

 
【要旨】まず、東京大学が構築しているグローバルキャンパスモデルと学生に習得してもらいた
い国際総合力を構成する要素を示した。次に、日本語教室が日本人学生の国際総合力の育成にど
のように貢献しているかを、具体的に KTH 体験活動プログラムの事例を挙げて報告した。 
 
次に挙げるのは、トルコ世界展開強化事業の一環として進めてきたレジリエンス工学に

おけるコーパス研究である。 

 

Yumiko Furuichi・ Ayşe Nur Tekmen（2019）「レジリエンス工学のコーパス構築と語彙

分析」トルコ第 4 回日本語・日本語教育・国際シンポジウム IV. Japon Dili ve Eğitimi 

Uluslararası Sempozyumu - JADEUS 2019（口頭発表） 

 
【要旨】本研究は、レジリエンス工学を専門とする留学生と外国人研究者の研究生活を支えるた
め、書き言葉コーパスを構築・分析し、それに基づいた専門工学日本語教育リソースを作成する
ためのものである。テキストマイニングを用いて分析し、名詞、形容詞、動詞の高頻度 100 語
の使用実態を明らかにし、レジリエンス工学のキーワードを示した。また、高頻度名詞、動詞の
係り受けの語彙をマッピングすることによって視覚化し、効率的なレジリエンス工学語彙の学習
方法を提案した。 
 
次は、昨年口頭発表したインド体験活動プログラムの実践研究論文である。インド人学

生の日本語、日本文化の認識の変化を示し、さらに、海外協定校と日本の大学との協働ワ

ークショップモデルを提示した。 
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Vatsala Misra・Yumiko Furuichi （2020）Enhancing Japanese learning among IIT 

Kanpur students using interactive workshops with U-Tokyo students  

Japanese Language Education Voices from South Asia 

The English and Foreign Languages University Press 現在印刷中 
 
【要旨】  
This paper provides a brief description of the FLP at IIT Kanpur and the challenges in 
teaching Japanese in a non-Japanese environment before moving on to discussing the 
concept, planning and execution of the interactive workshops. The document also describes 
the overall experience and the lessons learnt from the event, and based on that, goes on to 
argue that such short focused interactive workshops with the help of qualified Japanese 
participants could be very effective in augmenting the instruction in the language outside of 
Japan. An outline of a model workshop which can be used to design and hold a similar event 
jointly by an institution teaching Japanese outside Japan, and an appropriate Japanese 
collaborator, is also proposed. 
 
 
6.1.2 工学に特化した研究：コーパス 

次に挙げる調査報告は、「理工学系話し言葉コーパスの用例集（電気系工学、建築学、化

学システム工学、社会基盤学、都市環境工学、都市工学、電子情報学）」に基づいたもので

ある。 

 

菅谷有子・伊藤夏実・遠藤直子・岡葉子・白鳥智美・成永淑・単娜 ・中村亜美・古市由美

子・森幸穂(2019)「理工系留学生のための語彙・用例検索ツール『レインボー』完成版の

公開―7 分野への拡充および分野間共通の自立語の追加採録―」2019 年度日本語教育学会

秋季大会(2019 年 11 月 24 日(日) 島根県立産業交流会館(くにびきメッセ)，島根県松江

市）（ポスター発表） 

 
【要旨】『レインボー』は、理工系留学生の日本語学習・研究生活を支援する目的で作成した語
彙・用例検索ツールである。掲載した語彙・用例は理工系 7 分野のゼミ内発話を基に構築した
『理工学系話し言葉コーパス』を資源としたもので、見出し語に仮名、ローマ字、日・中・韓の
対訳を付し、専門家による学習優先度、日本語教師による学習項目（コロケーション、複合語）
なども設定し、検索と学習の利便性を図った。当初は、工学系 4 分野のコーパスから頻度 20 以
上の名詞を見出し語として作成されたが、2 回のモニター調査、そして 7 分野に拡大した上記コ
ーパスの語彙実態調査に基づき、新たに 7 分野共通の名詞以外の自立語(動詞、形容詞等)を項目
に加え、訳語、学習項目の見直しを行った。その結果、見出し語は当初の 2.3 倍（1800 語)、用
例数は 2.7 倍（23000）となり、検索でヒットする確率も高まった。アカデミックなコミュニケ
ーションの学習に有用なツールとして広く応用されることを期待したい。 
 

6.2 日本語教育の専門分野における実践・研究 

 

 本教室の教員による日本語教育の専門分野（会話分析、授業実践研究、音声学）に関す

る研究および実践の成果は下記の通りである。 
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岩田夏穂(2020). 協働学習の考え方と教室活動のデザイン，ホツマインターナショナルス

クール日本語教育研修，2020 年 3 月 23 日(招待講演)． 

岩田夏穂(2020).職業訓練活動での雑談における支援者の立場表明」社会言語科学会第 44

回大会発表論文集 pp.58-61. 

岩田夏穂(2020).「からかい会話」の分類と特徴：何がからかいのターゲットとなるのか,

日本語教育シンポジウム「インターアクションから捉える能力－会話分析研究と日本語

教育－」，JR 博多シティ（福岡県福岡市） 2020 年 2 月 19 日（招待講演） 

初鹿野阿れ・岩田夏穂(2019). 「雑談における否定的自己評価発話」2019 年日本語教育学

会秋季大会，2019 年 11 月 24 日，島根県立産業交流会館くにびきメッセ（島根県松江市）

（ポスター発表）. 

岩田夏穂, 初鹿野阿れ(2019).「会話分析を応用した会話教育の実践と教材作成のためのワ

ークショップ」日本語・日本語教育研修会（2019 年度北海道大学高等教育推進機構国際

教育研究部研修事業）, 2019 年 9 月 22 日，北海道大学(札幌市)（招待講演・ワークショ

ップ). 

岩田夏穂・初鹿野阿れ(2019).雑談における（ほめに対する応答ではない）自己卑下発話 

 の機能 , 第 2 回会話分析研究発表会, 2019 年 9 月 3 日，九州大学西新プラザ（福岡県福

岡市）（口頭発表）. 

 

遠藤直子・岡葉子(2019).日本語教師の文法指導に関する Web 上の学びの場の創出：「文脈

化短作文」の添削を通して, 第 23 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム, 2019 年 8 月

30 日,ベオグラード大学（セルビア）（ポスター発表）. 

 

金 瑜眞・丸島 歩(2019).ミャンマー人日本語学習者の[tsɯ]・[sɯ]音の聞き取りに関する一

考察, 第 33 回日本音声学会全国大会，2019 年 9 月 29 日,清泉女子大学（品川区）（ポス

ター発表）. 

朱 炫姝・金 瑜眞(2020).日本語学習停滞者の言語学習ビリーフについて―日本語学習停滞

者と上級者の比較を通じて―，日本語教育方法研究会誌 26(1), pp.52-53. 
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第７章 今後の課題 

 
日本語教室の目的は、留学生・研究員が研究生活と日常生活を円滑に行い、研究に集中

できる環境づくりの一環として、1.日本語教育、 2.日本文化事情教育の提供に加え、3.留

学生と日本人学生の国際交流支援、4.日本人学生の国際化教育の推進、５.実践研究を積極

的に行うことである。 

上記の目的をふまえ、2019 年度の諸活動を振り返り、さらに充実した日本語教育およ

び国際交流・国際化教育を目指し、当日本語教室が担うべき今後の課題について整理する。 

 

7.1 日本語教育の質保証の強化に向けた取り組み 

１）初級レベルの定期試験・課題、教材の整備 

 昨年度に引き続き、初級レベルのコーディネータが中心となり、定期試験・課題、教

材を検討し、必要に応じて改善を行った。来年度は定期試験、課題を確定したい。 

２）中上級レベル別スキル別の内容の精査、定期試験の整備 

今年度も中上級レベルのコーディネータが中心となり、中上級コースのレベル別スキ

ル別の内容を精査し、整合性、一貫性を図り、定期試験、課題について検討した。来

年度は新たに上級２レベルのコースを開始するので、継続して中上級レベルの整備を

していく予定である。 

３）ICT を利用した日本語教育へのチャレンジ 

今年度、カリフォルニア工科大学（Caltech）と COIL 型教育（パイロット授業）を実

践した。ならびにインド体験活動の事前交流として COIL 型教育実践を行った。その

結果、異文化理解、異文化コミュニケーション能力において成果があった。一方で、

COIL 型教育の課題も浮き彫りになった。今後、こうした経験を生かし、SNS を利用

した海外協定校との交流を積極的に行っていきたい。 

また、多忙な工学系の留学生に対し、反転授業を実施することで負担を軽減し、授業の

効率を高めていきたい。そのために、SPOC（Small Private Online Course）のための

教材を作成し、授業実践を試みたい。 

４）チュートリアルの改善 

 今年度、チュートリアルを実施したが、多くの学生が集まらなかったが，チュートリア

ルは個人学習を支え、自律学習を促す方法の一つとして、有効だと考える。多忙な学生

のニーズを捉えなおし、ICT を利用することも踏まえて、あり方を再検討したい。 

５）教室の確保 

 現在、88M 講義室、88L 講義室、123 講義室は日本語授業が主として使用できる。

324B、324C 教室、第一会議室(132）、第二会議室(130)、701、722 は、他の講義、会

議のない場合に授業を実施している。第一会議室(132）、第二会議室(130)は、学期途

中の 6 月、7 月は入試準備で使用できないため、他の教室を渡り歩く状況に陥ってい
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る。留学生が集中して日本語学習ができる教室の確保が望まれる。また、来年度から

新たな教室予約システムが利用できるようになることから，今後，簡便に教室予約が

できるようになると期待している。 

６）STAR システムの改修と連携 

日本語教育の登録、管理さらには日本語学習を効果的に実施するため、STAR（Student 

for Access and Review）を 2010 年度に構築し、毎年改修を進めている。今年度は、課

題設定、日本人学生の登録などのカスタマイズを行った。来年度もより効率的に登録、

管理ができるように改修したい。また、2016 年度から都市工学日本語教室、システム

創成学日本語教室と STAR を共有し、日本語教育センターも 2020 年度から同システ

ムを援用することになった。STAR を共有することによって、日本語教室の連携強化の

ための意見交換や改修を行っていきたい。 

 

7.2 留学生と日本人学生の国際交流支援 

当教室では留学生と日本人学生の国際交流支援として、2012 年度から多言語交流活動

（2016 年度：International Cafe for You,2019 年度: International Lounge に改名）、授

業ボランティア活動、2013 年度から多文化理解プロジェクト、2016 年度から海外協定校

における体験活動に加え、2018 年度から国際交流合宿を実施し、交流の場を拡大してき

た。現在は、それぞれの活動が有機的につながりつつある。2020 年度は、日本人学生がこ

れまで以上に活動に参加できるように、交流活動を体系化させ、積極的に周知を行ってい

きたい。また、日本人学生のニーズを掬い取り、活動に反映させていきたい。 

 

7.3 日本人学生の国際化教育の促進 

今年度は新たにミュンヘン工科大学(TUM)で体験活動を行うことによって、日本人学生

の国際化教育に寄与し、TUM の学生を東京大学に関心を向けることに貢献した。また、前

述したようにカリフォルニア工科大学の日本語教室との連携し、COIL 型教育を実践した。

今後は、海外協定校の日本語教室との連携をさらに深め、日本語教室の場を活用した先進的

国際化教育のプログラムを拡充していきたい。 

また、昨年度、東京大学で実施したシンポジウムを継続し、今年度スウェーデン王立工科

大学（KTH）で第 2 回大会を実施した。今後も Deans Forum を核とした言語教育の実践

者と連携を深め、学生の国際化教育の実践、研究を行っていきたい。 

 

7.4 実践研究、および実践研究の成果に基づいた教材開発 
今年度は、トルコ世界展開力事業の一環として、アンカラ大学との共同研究、インド体験

活動、スウェーデン体験活動の実践をもとにした研究を発表した。日本語教育のミッション

の一つである国際化教育に貢献するため、引き続き実践研究を進めていきたい。 

また、コーパス研究チームによって、理工系留学生の日本語学習・研究生活を支えること
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を目的として作成した語彙・用例検索ツール『レインボー』を完成させた。今後は、この書

き言葉コーパスを利用し、工学系に特化した教材を作成していきたい。また、前述した SPOC

の専門読解教材を作成し、授業実践につなげていきたい。 

 

7.5 その他：東京大学、工学系研究科内日本語教室の連携 

2018 年度より連携企画室を中心に東京大学の日本語教育の改善と連携強化を図ってき

た。その一環として、今年度日本語教室は、理工系の受講生を中心とした３つの短期プロ

グラムに協力し、日本語講座、文化体験を実施した。また、今年度実施された 4 回の日本

語教員連絡会では、本郷キャンパス内の各教室の機能を明確化し、それぞれが補完的な関

係性を維持していくことの議論を重ねた。来年度は、こうした議論をもとに実施に向けた

ロードマップを作成し、相互に確認をしながら 1 歩ずつ前に進めたい。 
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2019 言語背景調査 Language Background Questionnaire 

 

1. 専攻： 

2. 身分：□研究生 □修士 □博士 □研究員 □交換留学生 □USTEP □学部生 □配偶者 □その他： 

3. 身分で「その他」と答えた方は詳しく答えてください。 

4. 母語 

5. 現在の留学が終わった後の予定        日本で就職する/日本で留学する/帰国する/分からない 

6. 日本にどのくらい滞在する予定ですか。 

□１～３ヶ月 □４～６ヶ月 □７ヶ月～１年 □１～２年 □２年以上 

7. 日本語学習歴(自国) 

□なし □１～３ヶ月 □４～６ヶ月 □７ヶ月～１年 □１～２年 □２年以上 

8. 日本語学習歴(日本) 

□なし □１～３ヶ月 □４～６ヶ月 □７ヶ月～１年 □１～２年 □２年以上 

9. 現在取っている科目のレベル 

□初級Ⅰ（入門・初級１・初級２・ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ初級ⅠAM/PM）□初級Ⅱ（初級３・初級４・ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ初級ⅡAM）□中級１ 

□中級２ □中級３ □上級 

10. 研究室で指導教員と研究について話す時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

11. 研究室で日本人学生と研究について話す時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

12. 研究室で留学生同士で研究について話す時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

13. 研究室で指導教官との雑談時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

14. 研究室で日本人との雑談時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

15. 研究室で留学生同士の雑談時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他  

16. 研究室での研究発表には、主に何語が使われていますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

17. 研究室での打ち合わせには、主に何語が使われていますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

18. 研究に関する資料は、主に何語が使われていますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

19. 指導教員は、あなたにどの程度の日本語能力を求めていますか。 

□全く求めていない □初級レベル □中級レベル □上級レベル □超上級レベル 

20. あなたはどの程度の日本語能力を目指していますか。 

□全く目指していない □初級レベル □中級レベル □上級レベル □超上級レベル 

21. 具体的に、どんな日本語能力を身につけたいですか。 

22. 大学のあらゆる場面において、日本語ができなくて困ることがありますか。 

□ない □あまりない □ある □よくある 

23. どんな場面があるか、具体的に書いてください。 

24. 大学以外の日常生活で、日本語ができなくて困ることがありますか。 

□ない □あまりない □ある □よくある 

25. どんな場面か、具体的に書いてください。 
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2019 年度 S1S2 学期コース
評価 

Japanese Language Class Questionnaire 

 

このアンケートは、日本語プログラム/コースの評価のためのものです。回答結果は、日本語教室の報告書に掲載します。回答の

内容によって成績は変わりません。また個人が特定される情報は公開しません。御協力をお願いいたします。 

 

 

1. 身分 :  
 
                                       

       全く思わない  あまり思わない  そう思う  強くそう思う  
 
2. コース及び授業内容について質問２～７に答えてください。 

コースの目的は明確だった。                                     1             2             3             4 

                                                                

3. 授業のスピードは適切だった。                  1             2             3             4 

 

4. 講義内容は分かりやすかった。                  1             2             3             4 

 

5. 担当教員は熱意を持って授業を行っていた。            1             2             3             4 

 

6.このコースの授業を受けて学習意欲が高まった           1             2             3             4 

 

7. このコースは自分にとって将来役に立つと思う。                   1             2             3             4  
 
8．あなたは、この授業科目の予習・復習に 

毎週どれくらい時間を使いましたか。 
                                    全く予習・復習しなかった  1 時間未満  1～2 時間   2～3 時間  3～5 時間  5 時間以上 

1                    2           3         4      5         6  

               

9. このコースに出て、どんなことができるようになりましたか。 

 

10. このコースについて自由にコメントして下さい。(教室、受講者数、テスト、宿題、試験、印象に残ったことなど） 

 

11. 履修登録の手続きとプレイスメントテストについて、次の項目に答えてください。 

  履修登録の手続きは分かりやすかった。             1             2             3             4 

 

12. 1 または 2 と答えた人は、どうしてそう思うか理由を教えてください。 

 
13. プレイスメントテストの結果、 

適切なレベルのコースを履修することができた          1             2             3             4 
 

14. プレイスメントテストに関するコメントがあったら書いてください。(テストの説明、時間など) 

 

15. ボランティアの学生が授業にいた人は、以下の質問に答えて下さい。 
ボランティアの方が授業に入ってくれて良かった。        1             2             3             4 

 

16. 選択記述 NO.15 で答えた内容について、どうしてそう思うか理由を教えてください。 

 

17. 日本語教室に期待していることはなんですが。次の中から２つ選んでください。 
 
                     日本語学習/日本文化体/日本人学生との交流/大学生活・就職などの日本語支援/その他 
 
18. No.17 で「その他」と答えた人は、具体的な内容を書いてください。 
 
19. JLCSE に日本語チュートリアルがあることを知っていましたか。 
 
20. No.19 で「はい」と答えた人で参加しなかった場合、しなかった理由は何ですか。次の中から、該当するものを全て選んでくだ
さい。 

必要がなかった/時間が合わなかった/登録方法が難しかった/その他 
 

 
21, No.20 で「その他」と答えた人は、理由を書いてください。 
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